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平成３０年度 全国学力・学習状況調査について 

 

 １ 調査目的 

 ○  義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国

的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の成

果と課題を検証し，その改善を図る。  

○  このような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サ

イクルを確立する。  

○  学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改

善等に役立てる。  

２ 調査対象者・実施日・調査内容 

（１）  調査対象者    

    市立小学校６３校  第６学年児童  ４，５２５人  

    市立中学校２６校  第３学年生徒  ４，２７１人  

     倉敷市受検者数  ４月１７日受検  

      小学６年生…４，４１４人  

中学３年生…４，０７８人  

 

（２）実施日  平成３０年４月１７日（火）  

 

（３）調査内容  

  ①教科に関する調査（国語，算数・数学，理科）  

   ・Ａ問題（主として「知識」に関する問題）  

   ・Ｂ問題（主として「活用」に関する問題）  

  ②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査  

   ・質問紙調査（児童生徒質問紙）  

   ・学校に対する調査（学校質問紙）  

    

 

  
本報告書の数値は，国立・私立学校を除く公立学校の数値のため，他の報告書等で公表

されている数値と，小数点以下のポイントに僅かな差異が生じている場合がある。 



 

 

 

 

 

 

 

３ 倉敷市の学力の特徴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１）　平均正答率の比較

【小学６年生】

年　度 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 H27 H30

倉敷市平均 69.5 73.0 74.1 71.2 65.0 57.6 58.2 54.6 75.5 75.9 79.4 62.5 44.9 46.7 45.4 49.7 50.3 60.1

岡山県平均 69.2 72.6 74.8 70.8 64.5 57.5 58.2 54.3 75.2 77.2 79.2 62.1 44.8 47.3 45.9 49.7 51.5 60.1

全国平均 70.0 72.9 74.8 70.7 65.4 57.8 57.5 54.7 75.2 77.6 78.6 63.5 45.0 47.2 45.9 51.5 53.0 60.3

岡山県との差 0.3 0.4 -0.7 0.4 0.5 0.1 0.0 0.3 0.3 -1.3 0.2 0.4 0.1 -0.6 -0.5 0.0 -1.2 0.0

全国との差 -0.5 0.1 -0.7 0.5 -0.4 -0.2 0.7 -0.1 0.3 -1.7 0.8 -1.0 -0.1 -0.5 -0.5 -1.8 -2.7 -0.2 

H27
25位

H29
19位

H30
31位

　※国語，算数・数学におけるＡは主として「知識」に関する問題，Ｂは主と
　　して「活用」に関する問題

全国における岡山県の順位：
年度
順位

H26
38位

理科

　岡山県・全国との差の推移

28位
H28

教　科
国　語 算　数

Ａ Ｂ Ａ Ｂ
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H30H29H28H27

国語Ａ

県との差

全国との差
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国語Ｂ
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全国との差
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-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

H30H29H28H27

算数Ａ

県との差

全国との差

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

H30H29H28H27

算数Ｂ

県との差

全国との差

-3.0

-2.5

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

H30H27

理科

県との差

全国との差

○倉敷市の平均正答率について

Ｈ３０の倉敷市の平均正答率について，Ｈ２９と比較すると，国語Ａでは，－２．

９，国語Ｂでは，－３．６ポイントとなっている。全国も同様の傾向が見られ，問題

の難化傾向が見られる。算数Ａは，－１６．９ポイントと問題の著しい難化傾向が見

られる。算数Ｂは＋４．３ポイントとなっている。理科は，前回より＋９．８ポイン

トと問題の難易度が下がっている。

○岡山県平均との比較について

Ｈ３０の倉敷市の平均正答率について，すべての教科において県平均以上であった。

○全国平均との比較について

市平均と全国平均との差は，前回と比べて，国語Ａと理科で改善されている。特に

理科は，２．７ポイント差が開いていたが，平成３０年度は０．２ポイントの差と

なっており２．５ポイント差が縮まっている。国語Ｂ，算数Ａ，算数Ｂでは差が開い

ている。



【中学３年生】

年　度 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30 H27 H30

倉敷市平均 74.2 73.7 77.1 74.2 63.2 62.7 70.2 57.4 61.3 59.0 63.4 63.8 36.2 39.2 45.4 41.1 50.3 63.7

岡山県平均 74.8 74.7 77.3 75.6 63.5 63.8 70.7 59.2 62.9 60.3 64.0 65.3 38.3 41.4 46.9 44.3 51.5 65.6

全国平均 75.8 75.6 77.4 76.1 65.8 66.5 72.2 61.2 64.4 62.2 64.6 66.1 41.6 44.1 48.1 46.9 53.0 66.1

岡山県との差 -0.6 -1.0 -0.2 -1.4 -0.3 -1.1 -0.5 -1.8 -1.6 -1.3 -0.6 -1.5 -2.1 -2.2 -1.5 -3.2 -1.2 -1.9 

全国との差 -1.6 -1.9 -0.3 -1.9 -2.6 -3.8 -2.0 -3.8 -3.1 -3.2 -1.2 -2.3 -5.4 -4.9 -2.7 -5.8 -2.7 -2.4 

H30
40位

H27
41位

H28
41位

H29
34位

全国における岡山県の順位：
年度
順位

H26
42位

教　科
国　語 数　学

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

　岡山県・全国との差の推移

理科

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0
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数学Ａ

県との差
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-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

H30H29H28H27

数学Ｂ

県との差

全国との差

○倉敷市の平均正答率について

Ｈ３０の倉敷市の平均正答率について，Ｈ２９と比較すると，国語Ａでは，－２．

９ポイント，国語Ｂでは，－１２．８ポイントとなっている。数学Ａでは，＋０．４

ポイント，数学Ｂでは，－４．３ポイントとなっている。理科は，前回より＋１３．

４ポイントとなっている。特に国語で問題の難易度が上がっているとともに，理科で

問題の難易度が下がっている。

○岡山県平均との比較について

Ｈ３０の岡山県平均との比較では，すべての調査内容で－１．４ポイントから－

３．２ポイントとなっている。これまで県平均と差をつめていたが，今回その差が開

いている。

○全国平均との比較について

Ｈ３０の全国平均との比較では，すべての調査内容で－１．９ポイントから－５．

８ポイントとなっている。これまで全国平均と差をつめていたが，今回その差が開い

ている。
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ている。



（２）正答数分布の比較

【小学６年生　国語Ａ】

　　

【小学６年生　国語Ｂ】
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○全国，岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。。

○全国，岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。

○全国，岡山県と比べると，全８問中０問，６問正答の割合が高く，４問，５問

正答の割合が低い。 。



【小学６年生　算数Ａ】

【小学６年生　算数Ｂ】
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○全国，岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。

○全国と比べると，全１４問中５問，８問正答の割合が高く，１２問正答の割合が

低い。

○全国，岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。

○全国と比べると，全１０問中８問以上正答の割合が低く，０問，１問，３問，５問

正答の割合が高い。



【中学３年生　国語Ａ】

【中学３年生　国語Ｂ】
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○全国，岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。

○全国，岡山県と比べると，全３２問中２７問以上正答の割合が低い。

○全国，岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。

○全国と比べると，全９問中４問以下正答の割合が高く，６問以上正答の

割合が低い。



【中学３年生　数学Ａ】

【中学３年生　数学Ｂ】
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○全国，岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。

○全国，岡山県と比べると，全３６問中１９問以下で正答の割合が高いところ

が多く， ３３問以上正答の割合が低い。

○岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっているが，全国と比べると

７問正答を境に右側の割合が低く，左側の割合が高い。

○岡山県と比べると，３問以下正答の割合が高く，１１問以上正答の割合がか

なり低い。



【小学６年生　理科】

【中学３年生　理科】
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○全国，岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっている。

○全国，岡山県と比べると，全１６問中９問，１２問正答の割合が高い。

○岡山県と比べると，ほぼ同様な正答数分布となっているが，全国と比べると

全２７問中 １８問，２０問，２２問以上２５問以下正答の割合が低く， １６問以

下で正答の割合が高いところが多い。



 



（３）各学校のＡ，Ｂそれぞれの問題における全国平均との差の散布図
【小学６年生】
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○国語Ａにおいて全国平均を上回る学校が増加した結果，国語Ａ，国語

Ｂともに全国平均を上回る学校数が増加している。

○算数Ｂにおいて全国平均を上回る学校が増加した結果，算数Ａ，算数

Ｂともに全国平均を上回る学校数が増加している。

○昨年度に比べ，国語，算数ともに分布が広がっており，学校間の学力

差が開いている。



（３）各学校のＡ，Ｂそれぞれの問題における全国平均との差の散布図
【中学３年生】
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○国語については，昨年度全国平均を上回っていた学校において，国語Ａ，

国語Ｂともに全国平均を下回る学校数が増加している。

○数学については，昨年度全国平均の近くに分布していた学校において，数

学Ａ，数学Ｂともに全国平均を下回る学校数が増加している。数学Ｂにおいて

は，全国平均を１０ポイント以上下回る学校数が増加している。

○昨年度に比べ，全国平均との差が開いている学校が減少しており，度数の

分布が狭まっている。
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評

価
の

観
点

」
の

カ
タ

カ
ナ

表
記

の
意

味
ア

）
算

数
へ

の
関

心
・

意
欲

・
態

度
　

イ
）

数
学

的
な

考
え

方
　

ウ
）

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

　
エ

）
数

量
や

図
形

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

A
B

C
D

ア
イ

ウ
エ

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

１
（
１
）

針
金

０
．

２
ｍ

の
重

さ
と

針
金

０
．

１
ｍ

の
重

さ
を

書
く

除
法

で
表

す
こ

と
が

で
き

る
二

つ
の

数
量

の
関

係
を

理
解

し
て

い
る

4
A

(
3
)
イ

5
A

(
3
)

5
D

(
1
)
ア

○
○

5
7
.
2

5
8
.
0

6
2
.
9

-
5
.
7
 

1
.
3

1
.
6

1
.
7

-
0
.
4
 

１
（
２
）

針
金

０
．

４
ｍ

と
，

０
．

４
ｍ

の
重

さ
の

６
０

ｇ
と

，
１

ｍ
の

重
さ

が
，

そ
れ

ぞ
れ

数
直

線
上

の
ど

こ
に

当
て

は
ま

る
か

を
選

ぶ

１
に

当
た

る
大

き
さ

を
求

め
る

問
題

場
面

に
お

け
る

数
量

の
関

係
を

理
解

し
，

数
直

線
上

に
表

す
こ

と
が

で
き

る

5
A

(
3
)
ア

○
○

6
5
.
6

6
2
.
9

6
6
.
7

-
1
.
1
 

1
.
6

2
.
2

2
.
4

-
0
.
8
 

１
（
３
）

針
金

１
ｍ

の
重

さ
を

求
め

る
式

を
選

ぶ

１
に

当
た

る
大

き
さ

を
求

め
る

問
題

で
は

，
除

数
が

小
数

で
あ

る
場

合
で

も
除

法
を

用
い

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

5
A

(
3
)
ア

5
D

(
1
)
ア

○
○

6
6
.
4

6
5
.
6

6
5
.
3

1
.
1

1
.
7

2
.
2

2
.
2

-
0
.
5
 

２
答

え
が

１
２

÷
０

．
８

の
式

で
求

め
ら

れ
る

問
題

を
選

ぶ
小

数
の

除
法

の
意

味
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る

3
A
(
4
)

ア
4
A
(
3
)

イ
5
A
(
3
)

ア

○
○

3
7
.
1

3
8
.
5

3
9
.
9

-
2
.
8
 

0
.
6

0
.
9

1
.
0

-
0
.
4
 

３
３

桁
の

整
数

ど
う

し
の

大
き

さ
を

比
べ

，
十

の
位

に
入

る
適

切
な

数
字

を
書

く
十

進
位

取
り

記
数

法
で

表
さ

れ
た

数
の

大
小

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

2
A

(
1
)
イ

○
○

7
4
.
4

7
4
.
7

7
6
.
4

-
2
.
0
 

1
.
2

1
.
1

1
.
3

-
0
.
1
 

４
（
１
）

面
積

が
そ

ろ
っ

て
い

る
㋐

と
㋑

の
二

つ
の

シ
ー

ト
の

混
み

具
合

に
つ

い
て

，
正

し
い

も
の

を
選

ぶ

異
種

の
二

つ
の

量
の

う
ち

，
一

方
の

量
が

そ
ろ

っ
て

い
る

と
き

の
混

み
具

合
の

比
べ

方
を

理
解

し
て

い
る

5
B

(
4
)
ア

○
○

8
9
.
8

8
9
.
9

8
7
.
8

2
.
0

0
.
4

0
.
6

0
.
6

-
0
.
2
 

４
（
２
）

㋒
と

㋓
の

二
つ

の
シ

ー
ト

の
混

み
具

合
を

比
べ

る
式

の
意

味
に

つ
い

て
，

正
し

い
も

の
を

選
ぶ

単
位

量
当

た
り

の
大

き
さ

を
求

め
る

除
法

の
式

と
商

の
意

味
を

理
解

し
て

い
る

5
B

(
4
)
ア

○
○

5
1
.
8

4
9
.
0

5
0
.
1

1
.
7

0
.
6

0
.
9

1
.
0

-
0
.
4
 

５
（
１
）

角
 
い

 
の

角
の

大
き

さ
が

，
何

度
で

あ
る

か
を

選
ぶ

１
８

０
°

の
角

の
大

き
さ

を
理

解
し

て
い

る

4
B

(
2
)

ア
イ

○
○

9
4
.
9

9
4
.
5

9
4
.
4

0
.
5

0
.
7

1
.
0

1
.
1

-
0
.
4
 

５
（
２
）

分
度

器
の

目
盛

り
を

読
み

，
１

８
０

°
よ

り
も

大
き

い
角

の
大

き
さ

を
求

め
る

１
８

０
°

や
３

６
０

°
を

基
に

分
度

器
を

用
い

て
，

１
８

０
°

よ
り

も
大

き
い

角
の

大
き

さ
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る

4
B

(
2
)

ア
イ

○
○

5
9
.
5

5
9
.
9

5
8
.
5

1
.
0

0
.
9

1
.
3

1
.
5

-
0
.
6
 

６
空

間
の

中
に

あ
る

も
の

の
位

置
を

正
し

く
書

く

示
さ

れ
た

表
現

方
法

を
基

に
，

空
間

の
中

に
あ

る
も

の
の

位
置

を
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る

4
C

(
3
)

○
○

7
2
.
6

7
1
.
7

7
3
.
5

-
0
.
9
 

2
.
1

3
.
0

3
.
3

-
1
.
2
 

７
（
１
）

円
周

率
を

求
め

る
式

と
し

て
正

し
い

も
の

を
選

ぶ
円

周
率

の
意

味
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る

3
C

(
1
)
ウ

5
C

(
1
)
エ

○
○

4
3
.
9

4
2
.
6

4
1
.
6

2
.
3

2
.
2

3
.
0

3
.
2

-
1
.
0
 

７
（
２
）

円
の

直
径

の
長

さ
が

２
倍

に
な

っ
た

と
き

，
円

周
の

長
さ

が
何

倍
に

な
る

か
を

選
ぶ

直
径

の
長

さ
と

円
周

の
長

さ
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

3
C

(
1
)
ウ

5
C

(
1
)
エ

5
D

(
1
)
ア

○
○

4
8
.
8

4
9
.
2

5
5
.
6

-
6
.
8
 

2
.
4

3
.
3

3
.
6

-
1
.
2
 

８
２

０
０

人
の

う
ち

８
０

人
が

小
学

生
の

と
き

，
小

学
生

の
人

数
は

全
体

の
人

数
の

何
％

か
を

選
ぶ

百
分

率
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
5
D

(
3
)

○
○

4
9
.
7

5
0
.
5

5
2
.
9

-
3
.
2
 

2
.
9

4
.
3

4
.
6

-
1
.
7
 

９
示

さ
れ

た
事

柄
が

両
方

当
て

は
ま

る
グ

ラ
フ

を
選

ぶ
折

れ
線

グ
ラ

フ
か

ら
変

化
の

特
徴

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る

4
D

(
1
)
ア

4
D

(
4
)
イ

○
○

6
3
.
2

6
3
.
1

6
3
.
6

-
0
.
4
 

4
.
8

6
.
9

7
.
2

-
2
.
4
 

正
答

率
(
％

)
問

題
形

式

設
問

番
号

設
問

の
概

要
出

題
の

趣
旨

学
習

指
導

要
領

の
領

域
評

価
の

観
点

無
解

答
率

(
％

)
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0



［
小
学
６
年
生
　
算
数
Ｂ
：
主
と
し
て
活
用
］
【
設
問
順
】

「
学
習
指
導
要
領
の
領
域
等
」
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
意
味

A
）
数
と
計
算
　
B
）
量
と
測
定
　
C
）
図
形
　
D
）
数
量
関
係

「
評
価
の
観
点
」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
意
味

ア
）
算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
　
イ
）
数
学
的
な
考
え
方
　
ウ
）
数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能
　
エ
）
数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

A
B

C
D

ア
イ

ウ
エ

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

１
（
１
）

合
同
な
正
三
角
形
で
敷
き
詰
め
ら
れ
た
模
様
の
中
か
ら
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
図
形
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
選
ぶ

合
同
な
正
三
角
形
で
敷
き
詰
め
ら
れ
た
模
様
の
中

に
，
条
件
に
合
う
図
形
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る

2
C
(
1
)

イ
3
C
(
1
)

ア
4
C
(
1
)

イ
5
C
(
1
)

ア
イ
ウ

○
○

6
5
.
2

6
5
.
9

7
1
.
7

-
6
.
5
 

0
.
2

0
.
3

0
.
3

-
0
.
1
 

１
（
２
）

一
つ
の
点
の
周
り
に
集
ま
っ
た
角
の
大
き
さ
の
和
が
３
６
０
°
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
，
着
目
し
た
図
形
と
そ
の
角
の
大
き
さ
を
基
に

書
く

図
形
の
構
成
要
素
や
性
質
を
基
に
，
集
ま
っ
た
角

の
大
き
さ
の
和
が
３
６
０
°
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
記
述
で
き
る

4
B

(
2
)

ア
イ

3
C
(
1
)

ア
4
C
(
1
)

イ
5
C
(
1
)

ア
イ
ウ

○
○

4
6
.
8

4
6
.
7

4
8
.
2

-
1
.
4
 

1
3
.
3

1
3
.
6

1
4
.
4

-
1
.
1
 

２
（
１
）

全
体
で
使
え
る
時
間
の
中
で
，
「
ル
ー
ル
の
説
明
」
に
使
え
る
時
間

は
何
分
か
を
書
く

示
さ
れ
た
情
報
を
解
釈
し
，
条
件
に
合
う
時
間
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る

1
A

(
2
)
ア

2
A

(
2
)
ア

3
B

(
3
)
イ

2
D

(
1
)

○
○

6
7
.
9

6
8
.
2

7
0
.
5

-
2
.
6
 

1
.
4

1
.
6

1
.
5

-
0
.
1
 

２
（
２
）

１
回
の
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
の
時
間
を
３
分
に
最
も
近
い
時
間
に
す
る
た

め
の
玉
を
投
げ
る
時
間
を
，
表
に
整
理
し
て
求
め
る

示
さ
れ
た
考
え
方
を
解
釈
し
，
ほ
か
の
数
値
の
場

合
を
表
に
整
理
し
，
条
件
に
合
う
時
間
を
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
る

3
A

(
2
)
イ

3
A

(
3
)
イ

3
B

(
3
)

ア
イ

3
D

(
3
)

○
○

4
6
.
5

4
6
.
7

4
7
.
9

-
1
.
4
 

0
.
9

1
.
4

1
.
6

-
0
.
7
 

３
（
１
）

メ
モ
１
と
メ
モ
２
は
，
そ
れ
ぞ
れ
，
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
着
目
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
か
を
書
く

メ
モ
の
情
報
と
グ
ラ
フ
を
関
連
付
け
，
総
数
や
変

化
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
を
解
釈
し
，
そ
れ
を
記

述
で
き
る

3
D

(
3
)
ア

○
○

2
0
.
8

1
9
.
7

2
0
.
7

0
.
1

1
5
.
8

1
6
.
5

1
8
.
0

-
2
.
2
 

３
（
２
）

一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
表
し
た
棒
グ
ラ
フ
と
帯
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
ま
と
め
た
文
章
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
選

ぶ

棒
グ
ラ
フ
と
帯
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
，
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

3
D

(
3
)
ア

5
D

(
4
)

○
○

2
2
.
3

2
2
.
6

2
3
.
9

-
1
.
6
 

0
.
9

1
.
1

1
.
1

-
0
.
2
 

４
（
１
）

「
３
２
，
４
０
」
の
二
つ
の
数
の
和
が
９
の
段
の
数
に
な
る
わ
け

を
，
分
配
法
則
を
用
い
た
式
に
表
す

示
さ
れ
た
考
え
を
解
釈
し
，
条
件
を
変
更
し
て
数

量
の
関
係
を
考
察
し
，
分
配
法
則
の
式
に
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る

2
A
(
1
)

エ
2
A
(
3
)

ウ
3
A
(
3
)

ウ

4
D

(
2
)
ア

4
D

(
3
)
ア

○
○

6
0
.
6

6
0
.
8

6
2
.
7

-
2
.
1
 

4
.
7

5
.
7

6
.
2

-
1
.
5
 

４
（
２
）

横
に
並
ん
で
い
る
七
つ
の
数
に
つ
い
て
，
示
さ
れ
た
表
現
方
法
を
適

用
し
て
書
く

示
さ
れ
た
考
え
を
解
釈
し
，
条
件
を
変
更
し
て
考

察
し
た
数
量
の
関
係
を
，
表
現
方
法
を
適
用
し
て

記
述
で
き
る

2
A
(
2
)

ア
2
A
(
3
)

ア
ウ

4
A
(
3
)

イ

○
○

5
9
.
3

5
9
.
1

5
9
.
5

-
0
.
2
 

9
.
4

1
0
.
8

1
1
.
3

-
1
.
9
 

５
（
１
）

横
の
長
さ
が
７
ｍ
の
黒
板
に
輪
か
ざ
り
を
つ
け
る
た
め
に
必
要
な
折

り
紙
の
枚
数
が
，
１
０
０
枚
あ
れ
ば
足
り
る
わ
け
を
書
く

折
り
紙
の
枚
数
が
１
０
０
枚
あ
れ
ば
足
り
る
理
由

を
，
示
さ
れ
た
数
量
を
関
連
付
け
根
拠
を
明
確
に

し
て
記
述
で
き
る

2
A
(
3
)

ア
3
A
(
3
)

イ
3
A
(
4
)

ア
4
A
(
3
)

イ

2
B

(
1
)
ア

○
○

4
1
.
2

4
1
.
5

4
3
.
2

-
2
.
0
 

1
4
.
6

1
5
.
8

1
6
.
6

-
2
.
0
 

５
（
２
）

４
色
を
順
に
繰
り
返
し
て
つ
な
げ
，
輪
か
ざ
り
１
本
を
作
っ
た
と
き

の
，
３
０
個
目
の
折
り
紙
の
輪
の
色
を
選
ぶ

折
り
紙
の
輪
の
色
の
規
則
性
を
解
釈
し
，
そ
れ
を

基
に
条
件
に
合
う
色
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

1
A
(
1
)

イ
2
A
(
1
)

ア
3
A
(
4
)

ア
4
A
(
3
)

イ
5
A
(
1
)

イ

○
○

6
6
.
7

6
5
.
6

6
6
.
5

0
.
2

7
.
0

8
.
9

8
.
3

-
1
.
3
 

正
答
率
(％

)
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

無
解
答
率
(
％
)

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学
習
指
導
要
領
の
領
域

評
価
の
観
点

問
題
形
式



［
小
学
６
年
生
　
理
科
］
【
設
問
順
】

「
学
習
指
導
要
領
の
領
域
等
」
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
意
味

A
）
物
質
　
B
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
C
）
生
命
　
D
）
地
球

「
評
価
の
観
点
」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
意
味

ア
）
自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
　
イ
）
科
学
的
な
思
考
・
表
現
　
ウ
）
観
察
・
実
験
の
技
能
　
エ
）
自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

１
（
１
）

○
4
B

(
2
)
ア

○
○

8
1
.
5

8
2
.
1

8
2
.
1

-
0
.
6
 

0
.
0

0
.
1

0
.
0

0
.
0

１
（
２
）

○
4
B

(
1
)
ア

○
○

7
8
.
8

7
7
.
2

7
6
.
2

2
.
6

0
.
1

0
.
1

0
.
1

0
.
0

１
（
３
）

○
4
B

(
1
)
イ

○
○

8
1
.
7

8
1
.
8

7
9
.
4

2
.
3

2
.
8

2
.
9

3
.
8

-
1
.
0
 

１
（
４
）

○
4
B

(
1
)
ア

イ
○

○
5
4
.
9

5
6
.
3

5
6
.
6

-
1
.
7
 

0
.
3

0
.
4

0
.
4

-
0
.
1
 

２
（
１
）

○
5
B

(
3
)
ア

○
○

8
4
.
1

8
4
.
4

8
3
.
6

0
.
5

0
.
2

0
.
2

0
.
1

0
.
1

２
（
２
）

○
5
B

(
3
)
ア

○
○

5
6
.
4

5
5
.
9

5
5
.
4

1
.
0

0
.
2

0
.
3

0
.
3

-
0
.
1
 

２
（
３
）

○
5
B

(
3
)
ウ

○
○

2
1
.
8

2
1
.
4

2
0
.
1

1
.
7

1
.
2

1
.
1

1
.
0

0
.
2

２
（
４
）

○

5
B

(
3
)
ウ

(
4
)
ア

イ

○
○

5
6
.
9

5
9
.
3

5
9
.
8

-
2
.
9
 

0
.
3

0
.
4

0
.
3

0
.
0

３
（
１
）

○
4
A

(
3
)
ア

○
○

6
6
.
5

6
4
.
4

6
3
.
5

3
.
0

0
.
2

0
.
3

0
.
3

-
0
.
1
 

３
（
２
）

○
4
A

(
3
)
ア

○
○

4
8
.
8

4
7
.
6

4
7
.
7

1
.
1

0
.
3

0
.
5

0
.
5

-
0
.
2
 

３
（
３
）

○
4
A

(
3
)
ア

○
○

6
1
.
0

5
9
.
4

5
9
.
4

1
.
6

0
.
4

0
.
5

0
.
6

-
0
.
2
 

３
（
４
）

○
4
A

(
3
)
イ

3
B

(
3
)
ア

○
○

4
1
.
9

4
2
.
2

4
1
.
9

0
.
0

0
.
4

0
.
5

0
.
6

-
0
.
2
 

４
（
１
）

○
5
A

(
1
)
イ

○
○

6
6
.
4

6
8
.
0

7
1
.
1

-
4
.
7
 

0
.
4

0
.
6

0
.
5

-
0
.
1
 

４
（
２
）

○
5
A

(
1
)
イ

ウ
○

○
8
8
.
3

8
7
.
9

8
9
.
4

-
1
.
1
 

0
.
5

0
.
7

0
.
6

-
0
.
1
 

４
（
３
）

○
5
A

(
1
)
ウ

○
○

3
7
.
1

3
7
.
9

4
2
.
7

-
5
.
6
 

1
.
1

1
.
3

1
.
3

-
0
.
2
 

４
（
４
）

○

4
A

(
2
)
ウ

5
A

(
1
)
イ

ウ

4
B

(
3
)
イ

○
○

3
5
.
8

3
6
.
4

3
5
.
9

-
0
.
1
 

7
.
8

7
.
7

8
.
9

-
1
.
1
 

無
解
答
率
(
％
)

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

-
1
0
.0

 ▼
 +

1
0
.0

正
答
率
(
％
)

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

グ
ラ

フ
（
対

全
国

）

食
塩
水
を
熱
し
た
と
き
の
食
塩
の
蒸
発
に
つ
い
て
，
実
験
を

通
し
て
導
き
だ
す
結
論
を
書
く

実
験
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
だ
け
に
言
及
し
た
内
容
に
改

善
し
，
そ
の
内
容
を
記
述
で
き
る

海
水
と
水
道
水
を
区
別
す
る
た
め
に
，
２
つ
の
異
な
る
実
験

方
法
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
判
断
し
た
内
容
を
選
ぶ

よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
，
２
つ
の
異
な

る
方
法
の
実
験
結
果
を
分
析
し
て
考
察
で
き
る

食
塩
を
水
に
溶
か
し
た
と
き
の
全
体
の
重
さ
を
選
ぶ

物
を
水
に
溶
か
し
て
も
全
体
の
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と

を
食
塩
を
溶
か
し
て
体
積
が
増
え
た
食
塩
水
に
適
用
で
き

る

目
的
の
時
間
帯
だ
け
モ
ー
タ
ー
を
回
す
た
め
，
太
陽
の
１
日

の
位
置
の
変
化
に
合
わ
せ
た
箱
の
中
で
の
光
電
池
の
適
切
な

位
置
や
向
き
を
選
ぶ

太
陽
の
１
日
の
位
置
の
変
化
と
光
電
池
に
生
じ
る
電
流
の

変
化
の
関
係
を
目
的
に
合
っ
た
も
の
づ
く
り
に
適
用
で
き

る

ろ
過
後
の
溶
液
に
砂
が
混
じ
っ
て
い
る
状
況
に
着
目
し
な
が

ら
，
誤
っ
た
操
作
に
気
付
き
，
適
切
に
操
作
す
る
方
法
を
選

ぶ
ろ
過
の
適
切
な
操
作
方
法
を
身
に
付
け
て
い
る

回
路
を
流
れ
る
電
流
の
流
れ
方
に
つ
い
て
，
自
分
の
考
え
と

異
な
る
他
者
の
予
想
を
基
に
，
検
流
計
の
針
の
向
き
と
目
盛

り
を
選
ぶ

電
流
の
流
れ
方
に
つ
い
て
，
予
想
が
確
か
め
ら
れ
た
場
合

に
得
ら
れ
る
結
果
を
見
通
し
て
実
験
を
構
想
で
き
る

回
路
を
流
れ
る
電
流
の
向
き
と
大
き
さ
に
つ
い
て
，
実
験
結

果
か
ら
考
え
直
し
た
内
容
を
選
ぶ

実
験
結
果
か
ら
電
流
の
流
れ
方
に
つ
い
て
，
よ
り
妥
当
な

考
え
に
改
善
で
き
る

上
流
側
の
雲
の
様
子
や
雨
の
降
っ
て
い
る
所
と
下
流
側
の
川

の
水
位
の
変
化
か
ら
，
上
流
側
の
天
気
と
下
流
側
の
水
位
の

関
係
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
を
選
ぶ

よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
，
複
数
の
情
報

を
関
係
付
け
な
が
ら
，
分
析
し
て
考
察
で
き
る

風
が
吹
く
方
向
を
変
え
る
た
め
に
モ
ー
タ
ー
の
回
転
が
逆
に

な
る
回
路
を
選
ぶ

乾
電
池
の
つ
な
ぎ
方
を
変
え
る
と
電
流
の
向
き
が
変
わ
る

こ
と
を
実
際
の
回
路
に
適
用
で
き
る

流
れ
る
水
の
働
き
に
よ
る
土
地
の
侵
食
に
つ
い
て
，
自
分
の

考
え
と
異
な
る
他
者
の
予
想
を
基
に
，
斜
面
に
水
を
流
し
た

と
き
の
立
て
た
棒
の
様
子
を
選
ぶ

土
地
の
侵
食
に
つ
い
て
，
予
想
が
確
か
め
ら
れ
た
場
合
に

得
ら
れ
る
結
果
を
見
通
し
て
実
験
を
構
想
で
き
る

一
度
に
流
す
水
の
量
と
棒
の
様
子
と
の
関
係
か
ら
，
大
雨
が

降
っ
て
流
れ
る
水
の
量
が
増
え
た
と
き
の
地
面
の
削
ら
れ
方

を
選
び
，
選
ん
だ
わ
け
を
書
く

よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
，
実
験
結
果
を

基
に
分
析
し
て
考
察
し
，
そ
の
内
容
を
記
述
で
き
る

人
の
腕
が
曲
が
る
仕
組
み
に
つ
い
て
，
示
さ
れ
た
模
型
を

使
っ
て
説
明
で
き
る
内
容
を
選
ぶ

人
の
腕
が
曲
が
る
仕
組
み
を
模
型
に
適
用
で
き
る

流
さ
れ
て
き
た
土
や
石
を
積
も
ら
せ
る
水
の
働
き
を
表
す
言

葉
を
選
ぶ

堆
積
作
用
に
つ
い
て
，
科
学
的
な
言
葉
や
概
念
を
理
解
し

て
い
る

鳥
の
翼
と
人
の
腕
の
つ
く
り
に
つ
い
て
の
ま
と
め
か
ら
，
ど

の
よ
う
な
視
点
を
基
に
ま
と
め
た
内
容
な
の
か
を
選
ぶ

調
べ
た
結
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
，
問
題
に
対
応
し

た
視
点
で
分
析
で
き
る

腕
を
曲
げ
る
こ
と
の
で
き
る
骨
と
骨
の
つ
な
ぎ
目
を
表
す
言

葉
を
書
く

骨
と
骨
の
つ
な
ぎ
目
に
つ
い
て
，
科
学
的
な
言
葉
や
概
念

を
理
解
し
て
い
る

野
鳥
の
ひ
な
の
様
子
を
観
察
す
る
た
め
の
適
切
な
方
法
を
選

ぶ
安
全
に
留
意
し
，
生
物
を
愛
護
す
る
態
度
を
も
っ
て
，
野

鳥
の
ひ
な
を
観
察
で
き
る
方
法
を
構
想
で
き
る

選 択 式

短 答 式

記 述 式

問
題
形
式

「 知 識 」

「 活 用 」

Ａ
区
分

Ｂ
区
分

ア
イ

ウ

評
価
の
観
点

エ
設
問
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

枠
組
み

学
習
指
導
要
領
の
区
分
等



 



［
小

学
６

年
生

　
国

語
Ａ

：
主

と
し

て
知

識
］

【
全

国
と

の
差

順
】

 

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

８
イ

文
の
中
で
漢
字
を
使
う
（
せ
つ
備
）

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る

漢
字
を
文
の
中
で
正
し
く
使
う

8
4
.
7

8
2
.
9

8
2
.
2

2
.
5

4
.
7

5
.8

6
.3

-
1
.6

 

８
エ

文
の
中
で
漢
字
を
使
う
（
か
ん
理
）

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る

漢
字
を
文
の
中
で
正
し
く
使
う

6
7
.
2

6
6
.
2

6
5
.
0

2
.
2

5
.
4

6
.9

7
.4

-
2
.0

 

８
ウ

文
の
中
で
漢
字
を
使
う
（
し
ょ
う
毒
）

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る

漢
字
を
文
の
中
で
正
し
く
使
う

8
3
.
5

8
2
.
7

8
2
.
2

1
.
3

4
.
8

6
.0

6
.6

-
1
.8

 

７
【
話
を
聞
い
て
い
る
様
子
の
一
部
】
の
　
ア
　
,

イ
　
に
入
る
内
容
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な

も
の
を
選
択
す
る

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
適
切
に
敬
語
を

使
う

5
7
.
1

5
7
.
9

5
6
.
0

1
.
1

1
.
8

2
.3

2
.7

-
0
.9

 

１
図
書
館
へ
の
行
き
方
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の

を
選
択
す
る

相
手
や
目
的
に
応
じ
，
自
分
が
伝
え
た

い
こ
と
に
つ
い
て
，
事
例
な
ど
を
挙
げ

な
が
ら
筋
道
を
立
て
て
話
す

9
1
.
5

9
0
.
6

9
0
.
8

0
.
7

0
.
1

0
.1

0
.1

0
.0

８
ア

文
の
中
で
漢
字
を
使
う
（
せ
い
造
）

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る

漢
字
を
文
の
中
で
正
し
く
使
う

7
4
.
0

7
3
.
1

7
3
.
4

0
.
6

3
.
9

4
.8

5
.2

-
1
.3

 

３
【
オ
ム
レ
ツ
を
作
っ
た
あ
と
の
感
想
】
を
踏
ま

え
，
【
オ
ム
レ
ツ
の
ペ
ー
ジ
】
を
ど
の
よ
う
に
読

め
ば
よ
い
か
，
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
捉
え
る

7
4
.
3

7
3
.
7

7
3
.
9

0
.
4

0
.
1

0
.2

0
.2

-
0
.1

 

６
慣
用
句
の
意
味
と
使
い
方
と
し
て
適
切
な
も
の
を

選
択
す
る
（
心
を
打
た
れ
る
）

日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
る
慣
用
句
の

意
味
を
理
解
し
，
使
う

9
0
.
7

9
0
.
4

9
0
.
4

0
.
3

0
.
9

1
.3

1
.4

-
0
.5

 

８
オ

文
の
中
で
漢
字
を
使
う
（
せ
っ
極
的
）

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る

漢
字
を
文
の
中
で
正
し
く
使
う

5
1
.
1

5
1
.
6

5
1
.
4

-
0
.
3
 

5
.
7

7
.3

7
.7

-
2
.0

 

４

『
く
ら
や
み
の
物
語
』
を
読
ん
で
心
に
残
っ
た
こ

と
を
一
文
を
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
際
に
，
そ
の

一
文
が
心
に
残
っ
た
理
由
と
し
て
適
切
な
も
の
を

選
択
す
る

登
場
人
物
の
心
情
に
つ
い
て
，
情
景
描

写
を
基
に
捉
え
る

7
3
.
5

7
4
.
1

7
4
.
0

-
0
.
5
 

0
.
3

0
.4

0
.3

0
.0

２
物
語
を
書
く
と
き
の
構
成
の
工
夫
の
説
明
と
し
て

適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

自
分
の
想
像
し
た
こ
と
を
物
語
に
表
現

す
る
た
め
に
，
文
章
全
体
の
構
成
の
効

果
を
考
え
る

7
3
.
1

7
2
.
5

7
3
.
8

-
0
.
7
 

0
.
3

0
.3

0
.3

0
.0

５
【
春
休
み
の
出
来
事
の
一
部
】
の
中
で
，
点
線
部

と
実
線
部
と
の
つ
な
が
り
が
合
っ
て
い
な
い
文
を

選
択
し
，
正
し
く
書
き
直
す

文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
と
の
関

係
な
ど
に
注
意
し
て
，
文
を
正
し
く
書

く
3
3
.
0

3
3
.
6

3
5
.
5

-
2
.
5
 

3
.
4

3
.6

3
.9

-
0
.5

 

正
答
率
(％

)
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
グ

ラ
フ

（対
全

国
）

無
解
答
率
(
％
)

-1
0.

0
▼

+1
0.

0

（
５

）
小

学
６

年
生

　
設

問
別

の
概

要
 【

全
国

と
の

差
順

】

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨



［
小

学
６

年
生

　
国

語
Ｂ

：
主

と
し

て
活

用
］

【
全

国
と

の
差

順
】

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

１
三

こ
れ
か
ら
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
き
た
い

か
に
つ
い
て
，
北
川
さ
ん
，
小
池
さ
ん
の
い
ず
れ

か
の
意
見
を
取
り
上
げ
，
　
　
　
　
 を

書
く

話
し
手
の
意
図
を
捉
え
な
が
ら
聞
き
，
自

分
の
意
見
と
比
べ
る
な
ど
し
て
考
え
を
ま

と
め
る

3
6
.
7

3
3
.
7

3
3
.
8

2
.
9

5
.
0

5
.
9

6
.
2

-
1
.
2
 

２
二

【
お
す
す
め
す
る
文
章
】
の
　
　
　
　
 に

，
む
し

歯
を
防
ぐ
効
果
に
つ
い
て
，
【
保
健
室
の
先
生
の

話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】
を
取
り
入
れ
て
詳
し
く

書
く

目
的
や
意
図
に
応
じ
，
内
容
の
中
心
を
明

確
に
し
て
，
詳
し
く
書
く

1
4
.
2

1
3
.
3

1
3
.
5

0
.
7

2
.
1

2
.
4

2
.
7

-
0
.
6
 

１
一

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
に
お
け
る
木
村
さ

ん
の
発
言
の
意
図
と
し
て
，
適
切
な
も
の
を
選
択

す
る

話
合
い
の
参
加
者
と
し
て
，
質
問
の
意
図

を
捉
え
る

8
2
.
6

8
2
.
3

8
2
.
5

0
.
1

0
.
3

0
.
3

0
.
4

-
0
.
1
 

２
三

【
紹
介
す
る
文
章
】
を
基
に
し
て
【
お
す
す
め
す

る
文
章
】
を
書
く
と
き
の
工
夫
と
し
て
適
切
な
も

の
を
選
択
す
る

推
薦
す
る
た
め
に
は
，
他
の
も
の
と
比
較

し
て
書
く
こ
と
で
，
よ
さ
が
伝
わ
る
こ
と

を
捉
え
る

7
0
.
8

7
0
.
1

7
0
.
8

0
.
0

3
.
4

3
.
3

3
.
4

0
.
0

３
二

【
伝
記
「
湯
川
秀
樹
」
の
一
部
】
を
読
ん
で
，

【
ノ
ー
ト
の
一
部
】
Ｃ
 最

も
心
が
ひ
か
れ
た
一
文

と
そ
の
理
由
の
文
章
の
　
　
　
　
 に

入
る
内
容
を

書
く

目
的
に
応
じ
て
，
文
章
の
内
容
を
的
確
に

押
さ
え
，
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が

ら
読
む

5
2
.
0

5
1
.
9

5
2
.
3

-
0
.
3
 

1
0
.
5

1
0
.
9

1
1
.
9

-
1
.
4
 

３
一

山
下
さ
ん
は
，
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
知
り
た
く
て

【
自
伝
「
旅
人
」
の
一
部
】
を
読
ん
だ
の
か
，
そ

の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

目
的
に
応
じ
て
，
複
数
の
本
や
文
章
な
ど

を
選
ん
で
読
む

4
8
.
9

4
9
.
4

4
9
.
4

-
0
.
5
 

3
.
0

3
.
3

3
.
2

-
0
.
2
 

１
二

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
に
お
け
る
司
会
の

発
言
の
役
割
と
し
て
，
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

計
画
的
に
話
し
合
う
た
め
に
，
司
会
の
役

割
に
つ
い
て
捉
え
る

7
6
.
6

7
6
.
9

7
7
.
5

-
0
.
9
 

0
.
4

0
.
5

0
.
6

-
0
.
2
 

２
一

「
か
み
か
み
あ
え
」
に
つ
い
て
の
【
お
す
す
め
す

る
文
章
】
の
最
初
の
部
分
に
　
　
　
 　

の
よ
う

に
書
い
た
理
由
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
，
文
章
全
体
の
構

成
の
効
果
を
考
え
る

5
4
.
9

5
6
.
2

5
7
.
6

-
2
.
7
 

1
.
7

1
.
7

1
.
7

0
.
0

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（対

全
国
）

無
解
答
率
(
％
)

-1
0.
0

▼
+1
0.
0

正
答
率
(％

)

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨



［
小

学
６

年
生

　
算

数
Ａ

：
主

と
し

て
知

識
］

【
全

国
と

の
差

順
】

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

７
（
１
）

円
周

率
を

求
め

る
式

と
し

て
正

し
い

も
の

を
選

ぶ
円

周
率

の
意

味
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
4
3
.
9

4
2
.
6

4
1
.
6

2
.
3

2
.
2

3
.
0

3
.
2

-
1
.
0
 

４
（
１
）

面
積

が
そ

ろ
っ

て
い

る
㋐

と
㋑

の
二

つ
の

シ
ー

ト
の

混
み

具
合

に
つ

い
て

，
正

し
い

も
の

を
選

ぶ

異
種

の
二

つ
の

量
の

う
ち

，
一

方
の

量
が

そ
ろ

っ
て

い
る

と
き

の
混

み
具

合
の

比
べ

方
を

理
解

し
て

い
る

8
9
.
8

8
9
.
9

8
7
.
8

2
.
0

0
.
4

0
.
6

0
.
6

-
0
.
2
 

４
（
２
）

㋒
と

㋓
の

二
つ

の
シ

ー
ト

の
混

み
具

合
を

比
べ

る
式

の
意

味
に

つ
い

て
，

正
し

い
も

の
を

選
ぶ

単
位

量
当

た
り

の
大

き
さ

を
求

め
る

除
法

の
式

と
商

の
意

味
を

理
解

し
て

い
る

5
1
.
8

4
9
.
0

5
0
.
1

1
.
7

0
.
6

0
.
9

1
.
0

-
0
.
4
 

１
（
３
）

針
金

１
ｍ

の
重

さ
を

求
め

る
式

を
選

ぶ

１
に

当
た

る
大

き
さ

を
求

め
る

問
題

で
は

，
除

数
が

小
数

で
あ

る
場

合
で

も
除

法
を

用
い

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

6
6
.
4

6
5
.
6

6
5
.
3

1
.
1

1
.
7

2
.
2

2
.
2

-
0
.
5
 

５
（
２
）

分
度

器
の

目
盛

り
を

読
み

，
１

８
０

°
よ

り
も

大
き

い
角

の
大

き
さ

を
求

め
る

１
８

０
°

や
３

６
０

°
を

基
に

分
度

器
を

用
い

て
，

１
８

０
°

よ
り

も
大

き
い

角
の

大
き

さ
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る

5
9
.
5

5
9
.
9

5
8
.
5

1
.
0

0
.
9

1
.
3

1
.
5

-
0
.
6
 

５
（
１
）

角
 
い

 
の

角
の

大
き

さ
が

，
何

度
で

あ
る

か
を

選
ぶ

１
８

０
°

の
角

の
大

き
さ

を
理

解
し

て
い

る
9
4
.
9

9
4
.
5

9
4
.
4

0
.
5

0
.
7

1
.
0

1
.
1

-
0
.
4
 

９
示

さ
れ

た
事

柄
が

両
方

当
て

は
ま

る
グ

ラ
フ

を
選

ぶ
折

れ
線

グ
ラ

フ
か

ら
変

化
の

特
徴

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
6
3
.
2

6
3
.
1

6
3
.
6

-
0
.
4
 

4
.
8

6
.
9

7
.
2

-
2
.
4
 

６
空

間
の

中
に

あ
る

も
の

の
位

置
を

正
し

く
書

く

示
さ

れ
た

表
現

方
法

を
基

に
，

空
間

の
中

に
あ

る
も

の
の

位
置

を
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
7
2
.
6

7
1
.
7

7
3
.
5

-
0
.
9
 

2
.
1

3
.
0

3
.
3

-
1
.
2
 

１
（
２
）

針
金

０
．

４
ｍ

と
，

０
．

４
ｍ

の
重

さ
の

６
０

ｇ
と

，
１

ｍ
の

重
さ

が
，

そ
れ

ぞ
れ

数
直

線
上

の
ど

こ
に

当
て

は
ま

る
か

を
選

ぶ

１
に

当
た

る
大

き
さ

を
求

め
る

問
題

場
面

に
お

け
る

数
量

の
関

係
を

理
解

し
，

数
直

線
上

に
表

す
こ

と
が

で
き

る

6
5
.
6

6
2
.
9

6
6
.
7

-
1
.
1
 

1
.
6

2
.
2

2
.
4

-
0
.
8
 

３
３

桁
の

整
数

ど
う

し
の

大
き

さ
を

比
べ

，
十

の
位

に
入

る
適

切
な

数
字

を
書

く
十

進
位

取
り

記
数

法
で

表
さ

れ
た

数
の

大
小

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

7
4
.
4

7
4
.
7

7
6
.
4

-
2
.
0
 

1
.
2

1
.
1

1
.
3

-
0
.
1
 

２
答

え
が

１
２

÷
０

．
８

の
式

で
求

め
ら

れ
る

問
題

を
選

ぶ
小

数
の

除
法

の
意

味
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
3
7
.
1

3
8
.
5

3
9
.
9

-
2
.
8
 

0
.
6

0
.
9

1
.
0

-
0
.
4
 

８
２

０
０

人
の

う
ち

８
０

人
が

小
学

生
の

と
き

，
小

学
生

の
人

数
は

全
体

の
人

数
の

何
％

か
を

選
ぶ

百
分

率
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
4
9
.
7

5
0
.
5

5
2
.
9

-
3
.
2
 

2
.
9

4
.
3

4
.
6

-
1
.
7
 

１
（
１
）

針
金

０
．

２
ｍ

の
重

さ
と

針
金

０
．

１
ｍ

の
重

さ
を

書
く

除
法

で
表

す
こ

と
が

で
き

る
二

つ
の

数
量

の
関

係
を

理
解

し
て

い
る

5
7
.
2

5
8
.
0

6
2
.
9

-
5
.
7
 

1
.
3

1
.
6

1
.
7

-
0
.
4
 

７
（
２
）

円
の

直
径

の
長

さ
が

２
倍

に
な

っ
た

と
き

，
円

周
の

長
さ

が
何

倍
に

な
る

か
を

選
ぶ

直
径

の
長

さ
と

円
周

の
長

さ
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

4
8
.
8

4
9
.
2

5
5
.
6

-
6
.
8
 

2
.
4

3
.
3

3
.
6

-
1
.
2
 

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

無
解

答
率

(
％

)

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

設
問

番
号

設
問

の
概

要
出

題
の

趣
旨

正
答

率
(
％

)



［
小
学
６
年
生
　
算
数
Ｂ
：
主
と
し
て
活
用
］
【
全
国
と
の
差
順
】

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

５
（
２
）

４
色
を
順
に
繰
り
返
し
て
つ
な
げ
，
輪
か
ざ
り
１
本
を
作
っ
た
と
き

の
，
３
０
個
目
の
折
り
紙
の
輪
の
色
を
選
ぶ

折
り
紙
の
輪
の
色
の
規
則
性
を
解
釈
し
，
そ
れ
を

基
に
条
件
に
合
う
色
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

6
6
.
7

65
.6

66
.5

0.
2

7
.
0

8.
9

8.
3

-1
.3
 

３
（
１
）

メ
モ
１
と
メ
モ
２
は
，
そ
れ
ぞ
れ
，
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
着
目
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
か
を
書
く

メ
モ
の
情
報
と
グ
ラ
フ
を
関
連
付
け
，
総
数
や
変

化
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
を
解
釈
し
，
そ
れ
を
記

述
で
き
る

2
0
.
8

19
.7

20
.7

0.
1

1
5
.
8

16
.5

18
.0

-2
.2
 

４
（
２
）

横
に
並
ん
で
い
る
七
つ
の
数
に
つ
い
て
，
示
さ
れ
た
表
現
方
法
を
適

用
し
て
書
く

示
さ
れ
た
考
え
を
解
釈
し
，
条
件
を
変
更
し
て
考

察
し
た
数
量
の
関
係
を
，
表
現
方
法
を
適
用
し
て

記
述
で
き
る

5
9
.
3

59
.1

59
.5

-0
.2
 

9
.
4

10
.8

11
.3

-1
.9
 

２
（
２
）

１
回
の
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
の
時
間
を
３
分
に
最
も
近
い
時
間
に
す
る
た

め
の
玉
を
投
げ
る
時
間
を
，
表
に
整
理
し
て
求
め
る

示
さ
れ
た
考
え
方
を
解
釈
し
，
ほ
か
の
数
値
の
場

合
を
表
に
整
理
し
，
条
件
に
合
う
時
間
を
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
る

4
6
.
5

46
.7

47
.9

-1
.4
 

0
.
9

1.
4

1.
6

-0
.7
 

１
（
２
）

一
つ
の
点
の
周
り
に
集
ま
っ
た
角
の
大
き
さ
の
和
が
３
６
０
°
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
，
着
目
し
た
図
形
と
そ
の
角
の
大
き
さ
を
基
に

書
く

図
形
の
構
成
要
素
や
性
質
を
基
に
，
集
ま
っ
た
角

の
大
き
さ
の
和
が
３
６
０
°
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
記
述
で
き
る

4
6
.
8

46
.7

48
.2

-1
.4
 

1
3
.
3

13
.6

14
.4

-1
.1
 

３
（
２
）

一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
表
し
た
棒
グ
ラ
フ
と
帯
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
ま
と
め
た
文
章
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
選

ぶ

棒
グ
ラ
フ
と
帯
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
，
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
2
.
3

22
.6

23
.9

-1
.6
 

0
.
9

1.
1

1.
1

-0
.2
 

５
（
１
）

横
の
長
さ
が
７
ｍ
の
黒
板
に
輪
か
ざ
り
を
つ
け
る
た
め
に
必
要
な
折

り
紙
の
枚
数
が
，
１
０
０
枚
あ
れ
ば
足
り
る
わ
け
を
書
く

折
り
紙
の
枚
数
が
１
０
０
枚
あ
れ
ば
足
り
る
理
由

を
，
示
さ
れ
た
数
量
を
関
連
付
け
根
拠
を
明
確
に

し
て
記
述
で
き
る

4
1
.
2

41
.5

43
.2

-2
.0
 

1
4
.
6

15
.8

16
.6

-2
.0
 

４
（
１
）

「
３
２
，
４
０
」
の
二
つ
の
数
の
和
が
９
の
段
の
数
に
な
る
わ
け

を
，
分
配
法
則
を
用
い
た
式
に
表
す

示
さ
れ
た
考
え
を
解
釈
し
，
条
件
を
変
更
し
て
数

量
の
関
係
を
考
察
し
，
分
配
法
則
の
式
に
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る

6
0
.
6

60
.8

62
.7

-2
.1
 

4
.
7

5.
7

6.
2

-1
.5
 

２
（
１
）

全
体
で
使
え
る
時
間
の
中
で
，
「
ル
ー
ル
の
説
明
」
に
使
え
る
時
間

は
何
分
か
を
書
く

示
さ
れ
た
情
報
を
解
釈
し
，
条
件
に
合
う
時
間
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る

6
7
.
9

68
.2

70
.5

-2
.6
 

1
.
4

1.
6

1.
5

-0
.1
 

１
（
１
）

合
同
な
正
三
角
形
で
敷
き
詰
め
ら
れ
た
模
様
の
中
か
ら
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
図
形
と
し
て
，
正
し
い
も
の
を
選
ぶ

合
同
な
正
三
角
形
で
敷
き
詰
め
ら
れ
た
模
様
の
中

に
，
条
件
に
合
う
図
形
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
6
5
.
2

65
.9

71
.7

-6
.5
 

0
.
2

0.
3

0.
3

-0
.1
 

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

無
解
答
率
(
％
)

-1
0.
0

▼
+1
0.
0

正
答
率
(
％
)

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨
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小
学
６
年
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の
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（
１
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6
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.
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6
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.
4

6
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0

0
.
2

0
.
3
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-
0
.
1
 

１
（
２
）

7
8
.
8

7
7
.
2

7
6
.
2

2
.
6

0
.
1

0
.
1

0
.
1

0
.
0

１
（
３
）

8
1
.
7

8
1
.
8

7
9
.
4

2
.
3

2
.
8

2
.
9

3
.
8

-
1
.
0
 

２
（
３
）

2
1
.
8

2
1
.
4

2
0
.
1

1
.
7

1
.
2

1
.
1

1
.
0

0
.
2

３
（
３
）

6
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0

5
9
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4

5
9
.
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1
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-
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-
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２
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5
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0
.
2

0
.
3

0
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3

-
0
.
1
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（
１
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8
4
.
1

8
4
.
4

8
3
.
6

0
.
5

0
.
2

0
.
2

0
.
1

0
.
1

３
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４
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4
1
.
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4
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.
2

4
1
.
9

0
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0

0
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0
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0
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-
0
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４
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４
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3
5
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8

3
6
.
4

3
5
.
9

-
0
.
1
 

7
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8

7
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7

8
.
9

-
1
.
1
 

１
（
１
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8
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8
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.
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8
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-
0
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0
.
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0
.
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0
.
0
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.
0

４
（
２
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8
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8
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-
1
.
1
 

0
.
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0
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-
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.
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１
（
４
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5
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5
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.
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5
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-
1
.
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0
.
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0
.
4

-
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.
1
 

２
（
４
）

5
6
.
9

5
9
.
3
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.
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0
.
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.
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0
.
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0
.
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４
（
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6
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.
4

6
8
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0

7
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.
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4
.
7
 

0
.
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.
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.
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-
0
.
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7
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9
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7
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1
.
1

1
.
3

1
.
3

-
0
.
2
 

ろ
過
後
の
溶
液
に
砂
が
混
じ
っ
て
い
る
状
況
に
着
目
し
な
が

ら
，
誤
っ
た
操
作
に
気
付
き
，
適
切
に
操
作
す
る
方
法
を
選

ぶ
ろ
過
の
適
切
な
操
作
方
法
を
身
に
付
け
て
い
る

食
塩
を
水
に
溶
か
し
た
と
き
の
全
体
の
重
さ
を
選
ぶ

物
を
水
に
溶
か
し
て
も
全
体
の
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と

を
食
塩
を
溶
か
し
て
体
積
が
増
え
た
食
塩
水
に
適
用
で
き

る

人
の
腕
が
曲
が
る
仕
組
み
に
つ
い
て
，
示
さ
れ
た
模
型
を

使
っ
て
説
明
で
き
る
内
容
を
選
ぶ

人
の
腕
が
曲
が
る
仕
組
み
を
模
型
に
適
用
で
き
る

上
流
側
の
雲
の
様
子
や
雨
の
降
っ
て
い
る
所
と
下
流
側
の
川

の
水
位
の
変
化
か
ら
，
上
流
側
の
天
気
と
下
流
側
の
水
位
の

関
係
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
を
選
ぶ

よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
，
複
数
の
情
報

を
関
係
付
け
な
が
ら
，
分
析
し
て
考
察
で
き
る

野
鳥
の
ひ
な
の
様
子
を
観
察
す
る
た
め
の
適
切
な
方
法
を
選

ぶ
安
全
に
留
意
し
，
生
物
を
愛
護
す
る
態
度
を
も
っ
て
，
野

鳥
の
ひ
な
を
観
察
で
き
る
方
法
を
構
想
で
き
る

海
水
と
水
道
水
を
区
別
す
る
た
め
に
，
２
つ
の
異
な
る
実
験

方
法
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
判
断
し
た
内
容
を
選
ぶ

よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
，
２
つ
の
異
な

る
方
法
の
実
験
結
果
を
分
析
し
て
考
察
で
き
る

目
的
の
時
間
帯
だ
け
モ
ー
タ
ー
を
回
す
た
め
，
太
陽
の
１
日

の
位
置
の
変
化
に
合
わ
せ
た
箱
の
中
で
の
光
電
池
の
適
切
な

位
置
や
向
き
を
選
ぶ

太
陽
の
１
日
の
位
置
の
変
化
と
光
電
池
に
生
じ
る
電
流
の

変
化
の
関
係
を
目
的
に
合
っ
た
も
の
づ
く
り
に
適
用
で
き

る

食
塩
水
を
熱
し
た
と
き
の
食
塩
の
蒸
発
に
つ
い
て
，
実
験
を

通
し
て
導
き
だ
す
結
論
を
書
く

実
験
結
果
か
ら
言
え
る
こ
と
だ
け
に
言
及
し
た
内
容
に
改

善
し
，
そ
の
内
容
を
記
述
で
き
る

流
れ
る
水
の
働
き
に
よ
る
土
地
の
侵
食
に
つ
い
て
，
自
分
の

考
え
と
異
な
る
他
者
の
予
想
を
基
に
，
斜
面
に
水
を
流
し
た

と
き
の
立
て
た
棒
の
様
子
を
選
ぶ

土
地
の
侵
食
に
つ
い
て
，
予
想
が
確
か
め
ら
れ
た
場
合
に

得
ら
れ
る
結
果
を
見
通
し
て
実
験
を
構
想
で
き
る

流
さ
れ
て
き
た
土
や
石
を
積
も
ら
せ
る
水
の
働
き
を
表
す
言

葉
を
選
ぶ

堆
積
作
用
に
つ
い
て
，
科
学
的
な
言
葉
や
概
念
を
理
解
し

て
い
る

回
路
を
流
れ
る
電
流
の
向
き
と
大
き
さ
に
つ
い
て
，
実
験
結

果
か
ら
考
え
直
し
た
内
容
を
選
ぶ

実
験
結
果
か
ら
電
流
の
流
れ
方
に
つ
い
て
，
よ
り
妥
当
な

考
え
に
改
善
で
き
る

回
路
を
流
れ
る
電
流
の
流
れ
方
に
つ
い
て
，
自
分
の
考
え
と

異
な
る
他
者
の
予
想
を
基
に
，
検
流
計
の
針
の
向
き
と
目
盛

り
を
選
ぶ

電
流
の
流
れ
方
に
つ
い
て
，
予
想
が
確
か
め
ら
れ
た
場
合

に
得
ら
れ
る
結
果
を
見
通
し
て
実
験
を
構
想
で
き
る

腕
を
曲
げ
る
こ
と
の
で
き
る
骨
と
骨
の
つ
な
ぎ
目
を
表
す
言

葉
を
書
く

骨
と
骨
の
つ
な
ぎ
目
に
つ
い
て
，
科
学
的
な
言
葉
や
概
念

を
理
解
し
て
い
る

一
度
に
流
す
水
の
量
と
棒
の
様
子
と
の
関
係
か
ら
，
大
雨
が

降
っ
て
流
れ
る
水
の
量
が
増
え
た
と
き
の
地
面
の
削
ら
れ
方

を
選
び
，
選
ん
だ
わ
け
を
書
く

よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
，
実
験
結
果
を

基
に
分
析
し
て
考
察
し
，
そ
の
内
容
を
記
述
で
き
る

全 国

風
が
吹
く
方
向
を
変
え
る
た
め
に
モ
ー
タ
ー
の
回
転
が
逆
に

な
る
回
路
を
選
ぶ

乾
電
池
の
つ
な
ぎ
方
を
変
え
る
と
電
流
の
向
き
が
変
わ
る

こ
と
を
実
際
の
回
路
に
適
用
で
き
る

鳥
の
翼
と
人
の
腕
の
つ
く
り
に
つ
い
て
の
ま
と
め
か
ら
，
ど

の
よ
う
な
視
点
を
基
に
ま
と
め
た
内
容
な
の
か
を
選
ぶ

調
べ
た
結
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
，
問
題
に
対
応
し

た
視
点
で
分
析
で
き
る

-1
0.

0
 ▼

 +
10

.0

倉 敷 市

岡 山 県

設
問
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

無
解
答
率
(％

)

全 国

正
答
率
(％

)
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
グ

ラ
フ

（対
全

国
）

倉 敷 市

岡 山 県
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（
６

）
中

学
３

年
生

　
設

問
別

の
概

要
 
【

設
問

順
】

［
中

学
３

年
生

　
国

語
Ａ

：
主

と
し

て
知

識
］

【
設

問
順

】
「

学
習

指
導

要
領

の
領

域
等

」
の

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
表

記
の

意
味

A
）

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と
　

B
）

書
く

こ
と

　
C
）

読
む

こ
と

　
D
）

伝
統

的
な

言
語

文
化

と
国

語
の

特
質

に
関

す
る

事
項

「
評

価
の

観
点

」
の

カ
タ

カ
ナ

表
記

の
意

味
ア

）
国

語
へ

の
関

心
・

意
欲

・
態

度
　

イ
）

話
す

・
聞

く
能

力
　

ウ
）

書
く

能
力

　
エ

）
読

む
能

力
　

オ
）

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

A
B

C
D

ア
イ

ウ
エ

オ
選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差
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本
文
の
第
六
段
落
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択

す
る

新
聞
紙
の
製
造
工
程
の
一
部
を
言
い
表
し
た
も
の
と
し

て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

話
合
い
の
際
の
メ
モ
の
と
り
方
の
説
明
と
し
て
適
切
な

も
の
を
選
択
す
る

話
合
い
の
話
題
や
方
向
を
捉
え
る

話
合
い
の
話
題
や
方
向
を
捉
え
て
的
確
に
話
す

語
句
の
辞
書
的
な
意
味
を
踏
ま
え
て
文
脈
上
の

意
味
を
捉
え
る

接
続
詞
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
す
る

漢
字
を
書
く
（
舞
台
の
マ
ク
が
上
が
る
）

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く

二
つ
の
意
見
の
内
容
を
一
文
で
書
き
加
え
る

「
そ
れ
は
掛
け
価
の
な
い
一
，
二
秒
の
間
の
で
き
ご
と

で
あ
る
」
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選

択
す
る

父
と
保
吉
の
言
動
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も

の
を
選
択
す
る

場
面
の
展
開
や
登
場
人
物
の
描
写
に
注
意
し
て

読
み
，
内
容
を
理
解
す
る

書
い
た
文
章
を
読
み
返
し
，
伝
え
た
い
内
容
が

十
分
に
表
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る

段
落
相
互
の
関
係
に
注
意
し
，
読
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
文
章
に
す
る

段
落
が
文
章
全
体
の
中
で
果
た
す
役
割
を
捉

え
，
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る

文
章
の
展
開
に
即
し
て
情
報
を
整
理
し
，
内
容

を
捉
え
る

話
合
い
の
中
で
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ

い
て
の
司
会
と
し
て
の
発
言
を
書
く

場
面
に
当
て
は
ま
る
語
句
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の

を
選
択
す
る
（
ハ
ナ
イ
カ
ダ
）

「
そ
れ
で
は
」
の
働
き
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す

る 漢
字
を
書
く
（
紙
を
ひ
も
で
タ
バ
ね
る
）

意
見
文
の
下
書
き
に
一
文
を
書
き
加
え
る
意
図
と
し
て

適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

段
落
の
内
容
を
入
れ
替
え
て
書
き
直
す
理
由
と
し
て
適

切
な
も
の
を
選
択
す
る

正
答
率
(％

)

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学
習
指
導
要
領
の
領
域

評
価
の
観
点

問
題
形
式

話
の
論
理
的
な
構
成
や
展
開
な
ど
に
注
意
し
て

聞
く

書
こ
う
と
す
る
事
柄
の
ま
と
ま
り
や
順
序
を
考

え
て
文
章
を
構
成
す
る

伝
え
た
い
事
実
や
事
柄
が
相
手
に
分
か
り
や
す

く
伝
わ
る
よ
う
に
書
く

文
脈
の
中
に
お
け
る
語
句
の
意
味
を
理
解
す
る

ス
ピ
ー
チ
の
感
想
に
対
し
て
先
生
が
述
べ
た
言
葉
と
し

て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

図
書
だ
よ
り
の
下
書
き
の
構
成
を
説
明
し
た
も
の
と
し

て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

無
解
答
率
(
％
)

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0



A
B

C
D

ア
イ

ウ
エ

オ
選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

８
一

３
文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く

２
(
1
)

ウ
(
ｲ
)

○
○

7
8
.
5
7
6
.
3
7
1
.
4

7
.
1

1
5
.
1

15
.7

19
.5

-
4
.
4
 

８
二

１
２

(
1
)

ウ
(
ｱ
)

○
○

9
5
.
1
9
5
.
7
9
5
.
7

-
0
.
6
 

2
.
5

2
.
0

1
.
9

0
.
6

８
二

２
２

(
1
)

ウ
(
ｱ
)

○
○

9
7
.
3
9
7
.
5
9
7
.
8

-
0
.
5
 

1
.
1

1
.
0

0
.
9

0
.
2

８
二

３
２

(
1
)

ウ
(
ｱ
)

○
○

9
7
.
7
9
8
.
1
9
8
.
1

-
0
.
4
 

1
.
2

1
.
2

1
.
1

0
.
1

８
三

ア
１

(
1
)

イ
(
ｳ
)

○
○

7
4
.
3
7
6
.
2
7
7
.
7

-
3
.
4
 

1
.
0

0
.
9

0
.
8

0
.
2

８
三

イ
２

(
1
)

イ
(
ｲ
)

○
○

8
8
.
1
9
0
.
5
9
1
.
0

-
2
.
9
 

0
.
8

0
.
7

0
.
5

0
.
3

８
三

ウ
２

(
1
)

イ
(
ｱ
)

○
○

8
9
.
3
8
9
.
0
8
8
.
0

1
.
3

0
.
8

0
.
8

0
.
6

0
.
2

８
三

エ
１

(
1
)

イ
(
ｳ
)

○
○

2
7
.
9
2
9
.
3
2
9
.
2

-
1
.
3
 

1
.
1

1
.
0

0
.
9

0
.
2

８
三

オ
１

(
1
)

イ
(
ｳ
)

○
○

5
5
.
4
6
1
.
3
6
1
.
8

-
6
.
4
 

1
.
3

1
.
0

0
.
9

0
.
4

８
三

カ
１

(
1
)

イ
(
ｳ
)

○
○

6
4
.
1
6
4
.
5
6
5
.
4

-
1
.
3
 

1
.
1

1
.
1

1
.
0

0
.
1

８
三

キ
１

(
1
)

イ
(
ｴ
)

○
○

9
4
.
7
9
5
.
0
9
5
.
2

-
0
.
5
 

1
.
1

1
.
0

1
.
0

0
.
1

８
四

１
３

･
４

(
1
)
ア

(
ｲ
)

○
○

9
3
.
8
9
4
.
4
9
4
.
7

-
0
.
9
 

1
.
1

1
.
0

0
.
8

0
.
3

８
四

２
２

(
1
)

イ
(
ｳ
)

○
○

1
5
.
3
1
8
.
1
2
2
.
3

-
7
.
0
 

8
.
6

7
.
8

6
.
5

2
.
1

８
五

１
(
2
)

イ
○

○
5
1
.
5
5
0
.
0
5
4
.
4

-
2
.
9
 

1
.
6

1
.
4

1
.
2

0
.
4

８
六

１
２

(
1
)

ア
(
ｲ
)

○
○

9
0
.
6
9
1
.
2
9
1
.
1

-
0
.
5
 

6
.
3

5
.
6

5
.
1

1
.
2

８
六

２
１

(
1
)

ア
(
ｱ
)

○
○

6
4
.
9
6
6
.
8
6
3
.
0

1
.
9

8
.
8

7
.
8

7
.
4

1
.
4

８
六

３
２

(
1
)

ア
(
ｲ
)

○
○

7
9
.
1
8
0
.
6
8
1
.
3

-
2
.
2
 

2
.
7

2
.
4

2
.
2

0
.
5

歴
史
的
仮
名
遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
す
（
と
ほ
さ

ざ
る
な
し
）

『
韓
非
子
』
の
中
で
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
の
説
明
と
し

て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
読
む

語
句
の
意
味
を
理
解
し
，
文
脈
の
中
で
適
切
に

使
う

慣
用
句
の
意
味
を
理
解
す
る

目
的
に
応
じ
て
文
の
成
分
の
順
序
や
照
応
，
構

成
を
考
え
て
適
切
な
文
を
書
く

行
書
の
基
礎
的
な
書
き
方
を
理
解
し
て
書
く

古
典
の
文
章
と
現
代
語
訳
と
を
対
応
さ
せ
て
内

容
を
捉
え
る

歴
史
的
仮
名
遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て

読
む

古
典
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
理
解

す
る

適
切
な
語
句
を
選
択
す
る
（
姉
は
み
ん
な
と
一
緒
に
運

動
を
す
る
こ
と
が
好
き
だ
。
一
方
，
妹
は
一
人
で
本
を

読
む
こ
と
が
好
き
だ
）

「
心
を
打
た
れ
る
」
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選

択
す
る

「
心
を
打
た
れ
た
。
」
を
文
末
に
用
い
た
一
文
を
，
主

語
を
明
ら
か
に
し
，
「
誰
（
何
）
」
の
「
ど
の
よ
う
な

こ
と
」
に
「
心
を
打
た
れ
た
」
の
か
が
分
か
る
よ
う
に

書
く

作
品
へ
の
助
言
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

『
韓
非
子
』
の
中
の
語
句
の
訳
を
抜
き
出
す
（
い
は

く
）

適
切
な
語
句
を
選
択
す
る
（
魚
の
中
に
は
群
れ
を
作
っ

て
泳
ぐ
習
性
を
も
つ
も
の
が
い
る
）

適
切
な
敬
語
を
選
択
す
る
（
先
生
が
私
た
ち
に
大
切
な

こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
）

適
切
な
語
句
を
選
択
す
る
（
彼
は

せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
話
し
始
め
た
）

適
切
な
語
句
を
選
択
す
る
（
意
見
の
折
り
合
い
を

つ
け

る
）

適
切
な
語
句
を
選
択
す
る
（
わ
た
し
が
健
康
に
な
っ
た

の
は
，
ひ
と
え
に
母
の
お
か
げ
で
す
）

漢
字
を
書
く
（
先
制
点
を
ユ
ル
す
）

漢
字
を
読
む
（

模
型
を
作
る
）

漢
字
を
読
む
（
池
の
水
が
凍
る
）

漢
字
を
読
む
（
技
を
磨
く
）

適
切
な
語
句
を
選
択
す
る
（
立
場
の
異
な
る
両
者
の
主

張
は
終
始
一
貫
し
て
変
わ
ら
ず
，
最
後
ま
で
結
論
が
出

な
か
っ
た
）

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学
習
指
導
要
領
の
領
域

評
価
の
観
点

問
題
形
式

正
答
率
(％

)
無
解
答
率
(
％
)



［
中
学
３
年
生
　
国
語
Ｂ
：
主
と
し
て
活
用
］
【
設
問
順
】

「
学
習
指
導
要
領
の
領
域
等
」
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
意
味

A
）
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
　
B
）
書
く
こ
と
　
C
）
読
む
こ
と
　
D
）
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

「
評
価
の
観
点
」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
意
味

ア
）
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
　
イ
）
話
す
・
聞
く
能
力
　
ウ
）
書
く
能
力
　
エ
）
読
む
能
力
　
オ
）
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

A
B

C
D

ア
イ

ウ
エ

オ
選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

１
一

グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
文
章
中

で
説
明
し
て
い
る
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の

を
選
択
す
る

文
章
と
グ
ラ
フ
と
の
関
係
を
考
え

な
が
ら
内
容
を
捉
え
る

１

イ

○
○

4
1
.
4
43
.9
45
.9

-
4
.5

 
0
.
2
0
.
3
0
.
2

0
.0

１
二

複
数
の
辞
書
を
引
用
し
て
「
天
地
無
用
」
の

意
味
を
示
す
効
果
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選

択
す
る

文
章
の
構
成
や
展
開
に
つ
い
て
自

分
の
考
え
を
も
つ

１

エ

○
○

5
9
.
8
61
.4
64
.3

-
4
.5

 
0
.
4
0
.
4
0
.
2

0
.2

１
三

「
天
地
無
用
」
と
い
う
言
葉
を
誤
っ
た
意
味

で
解
釈
し
て
し
ま
う
人
が
い
る
理
由
を
書
く

目
的
に
応
じ
て
文
章
を
読
み
，
内

容
を
整
理
し
て
書
く

２

ウ

１

イ

○
○

○
○
1
2
.
6
14
.2
13
.3

-
0
.7

 
1
1
.
6
9
.
6
7
.
0

4
.6

２
一

二
人
の
質
問
の
意
図
と
し
て
適
切
な
も
の
を

選
択
す
る

質
問
の
意
図
を
捉
え
る

１ エ

○
○

8
2
.
8
84
.5
86
.8

-
4
.0

 
0
.
3
0
.
3
0
.
2

0
.1

２
二

二
人
に
続
い
て
す
る
質
問
を
書
く

話
の
展
開
に
注
意
し
て
聞
き
，
必

要
に
応
じ
て
質
問
す
る

１

エ

○
○

○
8
5
.
9
87
.2
88
.3

-
2
.4

 
9
.
6
8
.
2
5
.
9

3
.7

２
三

ロ
ボ
ッ
ト
に
期
待
す
る
こ
と
を
述
べ
て
発
表

を
ま
と
め
る
際
の
話
の
進
め
方
と
し
て
適
切

な
も
の
を
選
択
す
る

全
体
と
部
分
と
の
関
係
に
注
意
し

て
相
手
の
反
応
を
踏
ま
え
な
が
ら

話
す

１ イ
○

○
5
1
.
8
53
.1
54
.6

-
2
.8

 
0
.
7
0
.
6
0
.
4

0
.3

３
一

登
場
人
物
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
切
な

も
の
を
選
択
す
る

場
面
の
展
開
や
登
場
人
物
の
描
写

に
注
意
し
て
読
み
，
内
容
を
理
解

す
る

１

ウ

○
○

7
5
.
8
78
.2
80
.2

-
4
.4

 
0
.
6
0
.
5
0
.
4

0
.2

３
二

文
章
中
の
表
現
に
つ
い
て
語
っ
た
人
物
と
し

て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

登
場
人
物
の
言
動
の
意
味
な
ど
を

考
え
，
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る

２

イ

○
○

6
3
.
6
65
.8
68
.2

-
4
.6

 
0
.
5
0
.
6
0
.
4

0
.1

３
三

話
の
あ
ら
す
じ
を
学
級
の
友
達
に
ど
の
よ
う

に
説
明
す
る
か
を
書
く

相
手
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
，

あ
ら
す
じ
を
捉
え
て
書
く

１

ウ

１

イ

２
(
1
)

ア
(
ｲ
)

○
○

○
○

○
4
3
.
3
45
.1
49
.2

-
5
.9

 
1
7
.
4
15
.4
12
.4

5
.0

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

-1
0.

0
▼

+1
0.

0

無
解
答
率
(
％
)

問
題
形
式

設
問
番
号

正
答
率
(％

)

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学
習
指
導
要
領
の
領
域

評
価
の
観
点



 



［
中

学
３

年
生

　
数

学
Ａ

：
主

と
し

て
知

識
］

【
設

問
順

】
「

学
習

指
導

要
領

の
領

域
等

」
の

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
表

記
の

意
味

A
）

数
と

式
　

B
）

図
形

　
C
）

関
数

　
D
）

資
料

の
活

用
「

評
価

の
観

点
」

の
カ

タ
カ

ナ
表

記
の

意
味

ア
）

数
学

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

　
イ

）
数

学
的

な
考

え
方

　
ウ

）
数

学
的

な
技

能
　

エ
）

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

A
B

C
D

ア
イ

ウ
エ

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

１
（
１
）

1
(
1
)

ア
○

○
9
3
.
9

9
4
.
4

9
4
.
6

-
0
.7

 
0
.
7

0
.
6

0
.
4

0
.3

１
（
２
）

1
(
1
)

ア
○

○
8
4
.
0

7
6
.
6

6
9
.
0

1
5
.0

3
.
3

4
.
8

7
.
3

-
4
.0

 

１
（
３
）

1
(
1
)

ウ
○

○
7
0
.
5

6
9
.
7

6
8
.
9

1
.6

1
.
4

1
.
3

1
.
0

0
.4

１
（
４
）

1
(
1
)

ｱ
,
ｴ

○
○

5
2
.
3

5
4
.
1

5
4
.
2

-
1
.9

 
0
.
3

0
.
3

0
.
1

0
.2

２
（
１
）

1
(
2
)

エ
○

○
4
2
.
0

4
3
.
5

4
1
.
5

0
.5

1
1
.
9

1
0
.
3

8
.
5

3
.4

２
（
２
）

2
(
1
)

ア
○

○
8
8
.
6

8
9
.
6

9
1
.
0

-
2
.4

 
4
.
3

3
.
5

2
.
4

1
.9

２
（
３
）

1
(
2
)

エ
○

○
7
5
.
3

7
6
.
4

7
8
.
5

-
3
.2

 
7
.
6

6
.
3

4
.
8

2
.8

２
（
４
）

2
(
1
)

ウ
○

○
4
0
.
8

4
4
.
9

4
8
.
2

-
7
.4

 
1
9
.
4

1
7
.
2

1
5
.
3

4
.1

３
（
１
）

1
(
3
)

イ
○

○
5
5
.
8

5
8
.
7

6
4
.
0

-
8
.2

 
1
.
0

0
.
8

0
.
6

0
.4

３
（
２
）

1
(
3
)

ウ
○

○
8
5
.
2

8
6
.
3

8
7
.
8

-
2
.6

 
6
.
7

6
.
0

5
.
0

1
.7

３
（
３
）

2
(
2
)

ウ
○

○
7
7
.
3

7
8
.
5

8
0
.
0

-
2
.7

 
6
.
7

5
.
9

4
.
6

2
.1

３
（
４
）

2
(
2
)

ウ
○

○
7
4
.
5

7
5
.
2

7
5
.
2

-
0
.7

 
0
.
8

0
.
9

0
.
6

0
.2

４
（
１
）

小
6

(
1
)

イ
○

*
○

6
4
.
6

6
5
.
3

6
7
.
1

-
2
.5

 
0
.
6

0
.
5

0
.
3

0
.3

４
（
２
）

1
(
1
)

ア
○

○
5
2
.
9

5
4
.
3

5
4
.
9

-
2
.0

 
1
.
2

1
.
0

0
.
8

0
.4

４
（
３
）

1
(
1
)

イ
○

○
6
2
.
4

6
3
.
9

6
6
.
1

-
3
.7

 
8
.
2

6
.
7

4
.
4

3
.8

５
（
１
）

1
(
2
)

ア
○

○
7
1
.
1

7
3
.
6

7
4
.
3

-
3
.2

 
2
.
3

2
.
0

1
.
4

0
.9

５
（
２
）

1
(
2
)

イ
○

○
7
8
.
5

8
1
.
9

8
2
.
4

-
3
.9

 
4
.
2

3
.
4

2
.
9

1
.3

５
（
３
）

1
(
2
)

イ
○

○
7
7
.
4

8
2
.
5

8
3
.
7

-
6
.3

 
0
.
5

0
.
5

0
.
3

0
.2

半
円
の
直
径
を
軸
と
し
て
回
転
さ
せ
て
で
き
る
立
体
の

名
称
を
書
く

半
円
を
，
そ
の
直
径
を
軸
と
し
て
回
転
さ

せ
る
と
，
球
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
る

与
え
ら
れ
た
円
柱
の
見
取
図
か
ら
，
そ
の
円
柱
の
投
影

図
を
選
ぶ

見
取
図
，
投
影
図
か
ら
空
間
図
形
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る

長
方
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
を
，
点
Ａ
を
中
心
と
し
て
時
計
回
り
に

９
０
°
だ
け
回
転
移
動
し
た
図
形
を
か
く

回
転
移
動
し
た
図
形
を
か
く
こ
と
が
で
き

る

直
方
体
に
お
い
て
，
与
え
ら
れ
た
面
に
平
行
な
辺
を
書

く

空
間
に
お
け
る
平
面
と
直
線
と
の
位
置
関

係
（
面
と
辺
が
平
行
で
あ
る
こ
と
）
を
理

解
し
て
い
る

△
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
辺
Ａ
Ｂ
が
辺
Ａ
Ｃ
に
重
な
る
よ
う
に
折
っ
た
線

を
作
図
す
る
た
め
の
線
を
選
ぶ

折
り
目
の
線
の
作
図
と
角
の
二
等
分
線
の

関
係
を
理
解
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ５

x
－
２

y
＝
１
０

連
立
二
元
一
次
方
程
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
解
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ３

x
－
２

y
＝
２

簡
単
な
連
立
二
元
一
次
方
程
式
を
解
く
こ

と
が
で
き
る

連
立
二
元
一
次
方
程
式
を
つ
く
る
た
め
に
着
目
す
る
数

量
を
選
び
，
式
で
表
す

着
目
す
る
必
要
が
あ
る
数
量
を
見
い
だ

し
，
そ
の
数
量
に
着
目
し
，
連
立
二
元
一

次
方
程
式
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

a
＝
３
，

b
＝
－
４
の
と
き
の
式
 a

－
２

b
 の

値
を
求

め
る

文
字
式
に
数
を
代
入
し
て
式
の
値
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る

等
式
 S

＝
  

a
h
 を

，
a
に
つ
い
て
解
く

具
体
的
な
場
面
で
関
係
を
表
す
式
を
，
等

式
の
性
質
を
用
い
て
，
目
的
に
応
じ
て
変

形
す
る
こ
と
が
で
き
る

ひ
し
形
が
線
対
称
な
図
形
か
点
対
称
な
図
形
か
選
ぶ

ひ
し
形
は
，
線
対
称
な
図
形
で
あ
り
，
点

対
称
な
図
形
で
も
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る

数
直
線
上
の
点
が
表
す
負
の
整
数
の
値
を
読
み
取
る

数
直
線
上
に
示
さ
れ
た
負
の
整
数
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る

絶
対
値
が
６
で
あ
る
数
を
書
く

絶
対
値
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

「
１
個

 a
 ｋ
ｇ
の
荷
物
３
個
と
１
個

 b
 ｋ
ｇ
の
荷
物
４
個

の
全
体
の
重
さ
は
１
５
ｋ
ｇ
以
上
で
あ
る
」
と
い
う
数
量
の

関
係
を
表
し
た
不
等
式
を
書
く

数
量
の
大
小
関
係
を
不
等
式
に
表
す
こ
と

が
で
き
る

６
a

２
b
÷
３

a
 を

計
算
す
る

単
項
式
ど
う
し
の
除
法
の
計
算
が
で
き
る

２
×
(－

５
２
) 

を
計

算
す

る
指
数
を
含
む
正
の
数
と
負
の
数
の
計
算
が

で
き
る

あ
る
日
の
最
低
気
温
が
そ
の
前
日
の
最
低
気
温
か
ら
ど

れ
だ
け
高
く
な
っ
た
か
を
求
め
る
式
を
選
ぶ

あ
る
基
準
に
対
し
て
反
対
の
方
向
や
性
質

を
も
つ
数
量
が
正
の
数
と
負
の
数
で
表
さ

れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

一
元
一
次
方
程
式

 ６
x
－
３
＝
９

 を
解
く
際
に
用
い
ら

れ
て
い
る
等
式
の
性
質
を
選
ぶ

方
程
式
を
解
く
場
面
に
お
け
る
等
式
の
性

質
の
用
い
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

比
例
式
 x

：
２
０
＝

３
：

４
 を

解
く

簡
単
な
比
例
式
を
解
く
こ
と
が
で
き
る

無
解
答
率
(
％
)

問
題
形
式

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学
習
指
導
要
領
の
領
域

評
価
の
観
点

正
答
率
(％

)
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

1 2



A
B

C
D

ア
イ

ウ
エ

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

５
（

４
）

底
面
の
四
角
形
が
合
同
で
高
さ
が
等
し
い
四
角
柱
と
四

角
錐
の
体
積
の
関
係
に
つ
い
て
，
正
し
い
も
の
を
選
ぶ

四
角
錐
の
体
積
は
，
そ
れ
と
底
面
が
合
同

で
高
さ
が
等
し
い
四
角
柱
の
体
積
の
１
／

３
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

1
(
2
)

ウ
○

○
5
4
.
1

5
6
.
9

5
7
.
6

-
3
.5

 
0
.
7

0
.
7

0
.
5

0
.2

６
（

１
）

三
角
形
の
外
角
を
表
す
式
を
選
ぶ

三
角
形
の
外
角
と
そ
れ
と
隣
り
合
わ
な
い

２
つ
の
内
角
の
和
の
関
係
を
理
解
し
て
い

る

2
(
1
)

ア
○

○
6
6
.
2

6
9
.
3

7
1
.
4

-
5
.2

 
0
.
7

0
.
6

0
.
4

0
.3

６
（

２
）

五
角
形
の
１
つ
の
頂
点
を
動
か
し
，
角
の
大
き
さ
を

９
０
°
に
変
え
た
と
き
の
内
角
の
和
の
変
化
と
し
て
正

し
い
も
の
を
選
ぶ

多
角
形
の
内
角
の
和
の
性
質
を
理
解
し
て

い
る

2
(
1
)

イ
○

○
7
2
.
3

7
4
.
8

7
5
.
7

-
3
.4

 
0
.
7

0
.
7

0
.
4

0
.3

７
（

１
）

△
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
△
Ｄ
Ｅ
Ｆ
が
合
同
で
あ
る
た
め
の
条
件
と

し
て
，
正
し
い
も
の
を
選
ぶ

２
つ
の
三
角
形
が
合
同
で
あ
る
た
め
に
必

要
な
辺
や
角
の
相
等
関
係
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
る

2
(
2
)

ア
○

○
7
0
.
6

7
1
.
4

7
2
.
0

-
1
.4

 
0
.
8

0
.
7

0
.
5

0
.3

７
（

２
）

長
方
形
で
成
り
立
ち
，
ひ
し
形
で
も
成
り
立
つ
こ
と
を

選
ぶ

長
方
形
や
ひ
し
形
が
平
行
四
辺
形
の
特
別

な
形
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

2
(
2
)

ウ
○

○
7
2
.
8

7
4
.
4

7
8
.
2

-
5
.4

 
0
.
8

0
.
7

0
.
5

0
.3

８
対
頂
角
は
等
し
い
こ
と
の
証
明
に
つ
い
て
正
し
い
記
述

を
選
ぶ

証
明
の
必
要
性
と
意
味
を
理
解
し
て
い
る

2
(
2
)

イ
○

○
4
0
.
0

4
2
.
4

4
5
.
5

-
5
.5

 
0
.
9

0
.
9

0
.
6

0
.3

９
（

１
）

比
例
 y

＝
５
x 
に
つ

い
て

，
正

し
い

記
述

を
選

ぶ
比

例
 y
＝
ax
 に

お
け
る
比
例
定
数
 a
 の

意
味
を
理
解
し
て
い
る

1
(
1
)

イ
○

○
5
9
.
3

6
2
.
8

6
5
.
5

-
6
.2

 
1
.
5

1
.
3

1
.
2

0
.3

９
（

２
）

比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
，
xの

変
域
に
対
応
す
る
 y
の
変
域

を
求
め
る

与
え
ら
れ
た
比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
，
x 
の

変
域
に
対
応
す
る
 y
の
変
域
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る

1
(
1
)

エ
○

○
4
9
.
9

5
2
.
8

5
5
.
0

-
5
.1

 
1
5
.
1

1
3
.
8

1
3
.
0

2
.1

９
（

３
）

反
比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
表
を
選
ぶ

反
比
例
に
つ
い
て
，
グ
ラ
フ
と
表
を
関
連

付
け
て
理
解
し
て
い
る

1
(
1
)

エ
○

○
5
6
.
0

5
5
.
2

5
2
.
8

3
.2

1
.
4

1
.
4

1
.
4

0
.0

１
０

点
（
－
２
，
３
）
の
位
置
を
座
標
平
面
上
に
示
す

座
標
平
面
上
に
点
の
位
置
を
示
す
こ
と
が

で
き
る

1
(
1
)

ウ
○

○
6
7
.
2

6
8
.
2

6
9
.
9

-
2
.7

 
4
.
1

3
.
5

2
.
9

1
.2

１
１

（
１

）
一
次
関
数
 y

＝
２

x＋
７
 に

つ
い
て

，
xの

値
が
１

か
ら

４
ま
で
増
加
し
た
と
き
の
 y
の
増
加
量
を
求
め
る

一
次
関

数
 y
＝
ax
＋
b 
に
つ
い
て
，
xの

値
の
増
加
に
伴
う
 y
の
増
加
量
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る

2
(
1
)

イ
○

○
3
7
.
8

4
2
.
0

4
5
.
3

-
7
.5

 
1
9
.
3

1
6
.
6

1
4
.
8

4
.5

１
１

（
２

）
一
次
関
数
 y

＝
－

２
x＋

６
 が

表
す

グ
ラ

フ
を

選
ぶ

一
次
関

数
 y
＝
ax
＋
b 
に
つ
い
て
，
a

と
 b
の
値

と
グ

ラ
フ
の
特
徴
を
関
連
付
け

て
理
解
し
て
い
る

2
(
1
)

イ
○

○
5
9
.
9

5
8
.
9

5
6
.
3

3
.6

1
.
0

1
.
0

0
.
9

0
.1

１
２

歩
い
た
道
の
り
と
，
残
り
の
道
の
り
の
関
係
に
つ
い

て
，
正
し
い
記
述
を
選
ぶ

一
次
関
数
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

2
(
1
)

ア
○

○
3
6
.
7

3
6
.
1

3
6
.
4

0
.3

1
.
3

1
.
2

1
.
0

0
.3

１
３

グ
ラ
フ
か
ら
，
連
立
二
元
一
次
方
程
式
の
解
を
座
標
と

す
る
点
に
つ
い
て
，
正
し
い
記
述
を
選
ぶ

連
立
二
元
一
次
方
程
式
の
解
を
座
標
と
す

る
点
は
，
座
標
平
面
上
の
２
直
線
の
交
点

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

2
(
1
)

ウ
○

○
5
9
.
7

6
0
.
9

6
2
.
7

-
3
.0

 
2
.
0

1
.
9

1
.
9

0
.1

１
４

（
１

）
生
徒
３
５
人
の
靴
を
サ
イ
ズ
ご
と
に
調
べ
，
最
頻
値
が

２
５
．
５
ｃ
ｍ
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
，
必
ず
い
え
る

記
述
を
選
ぶ

最
頻
値
は
，
資
料
の
中
で
最
も
多
く
出
て

く
る
値
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

1
(
1
)

ア
○

○
6
8
.
5

7
0
.
0

6
8
.
4

0
.1

1
.
4

1
.
4

1
.
4

0
.0

１
４

（
２

）
反
復
横
と
び
の
記
録
の
中
央
値
を
求
め
る

与
え
ら
れ
た
資
料
か
ら
中
央
値
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る

1
(
1
)

ア
○

○
7
4
.
6

7
5
.
2

7
4
.
0

0
.6

5
.
1

4
.
8

4
.
6

0
.5

１
５

（
１

）
１
枚
の
硬
貨
を
多
数
回
投
げ
た
と
き
の
表
が
出
る
相
対

度
数
の
変
化
の
様
子
に
つ
い
て
，
正
し
い
記
述
を
選
ぶ

多
数
回
の
試
行
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
る
確

率
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

2
(
1
)

ア
○

○
3
6
.
4

3
6
.
8

4
0
.
2

-
3
.8

 
2
.
0

1
.
8

1
.
8

0
.2

１
５

（
２

）
大
小
２
つ
の
さ
い
こ
ろ
を
同
時
に
投
げ
る
と
き
，
和
が

８
に
な
る
確
率
を
求
め
る

表
な
ど
を
利
用
し
て
，
確
率
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る

2
(
1
)

ア
○

○
6
7
.
9

7
1
.
1

7
1
.
3

-
3
.4

 
1
1
.
8

1
0
.
2

9
.
7

2
.1

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

設
問
番
号

設
問
の
概
要

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

出
題
の
趣
旨

学
習
指
導
要
領
の
領
域

評
価
の
観
点

問
題
形
式

正
答
率
(％

)
無
解
答
率
(
％
)



［
中
学
３
年
生
　
数
学
Ｂ
：
主
と
し
て
活
用
］
【
設
問
順
】

「
学
習
指
導
要
領
の
領
域
等
」
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
意
味

A
）
数
と
式
　
B
）
図
形
　
C
）
関
数
　
D
）
資
料
の
活
用

「
評
価
の
観
点
」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
意
味

ア
）
数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
　
イ
）
数
学
的
な
考
え
方
　
ウ
）
数
学
的
な
技
能
　
エ
）
数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

A
B

C
D

ア
イ

ウ
エ

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

１
（
１
）

全
校
生
徒
３
０
０
人
に
対
す
る
上
位
４
曲
を

回
答
し
た
生
徒
数
の
割
合
を
求
め
る

与
え
ら
れ
た
情
報
か
ら
必
要
な
情
報
を
選

択
し
，
的
確
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

小
5

数
量

(
3
)

1
(
1
)

イ

○
*

○
4
9
.
0

52
.1

55
.7

-
6
.
7
 

1
6
.
2

1
3
.
3

1
1
.
1

5
.
1

１
（
２
）

放
送
計
画
で
，
１
日
目
が
Ａ
，
２
日
目
が
Ｂ

に
な
る
確
率
を
求
め
る

与
え
ら
れ
た
情
報
を
分
類
整
理
し
，
不
確

定
な
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
の
傾
向
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る

2
(
1
)

ｱ
,
ｲ

○
○

3
7
.
5

40
.8

43
.9

-
6
.
4
 

1
0
.
6

8
.
6

7
.
0

3
.
6

１
（
３
）

全
校
よ
り
も
１
年
生
の
回
答
用
紙
に
よ
る
く

じ
引
き
の
方
が
曲
Ｆ
が
選
ば
れ
や
す
い
こ
と

の
理
由
を
確
率
を
用
い
て
説
明
す
る

不
確
定
な
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
の
傾
向

を
捉
え
，
判
断
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る

2
(
1
)

イ
○

○
2
9
.
9

33
.9

36
.2

-
6
.
3
 

3
3
.
5

2
9
.
1

2
4
.
9

8
.
6

２
（
１
）

は
じ
め
の
数
が
１
０
の
と
き
の
計
算
結
果
を

求
め
る

問
題
場
面
に
お
け
る
考
察
の
対
象
を
明
確

に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

1
(
1
)

ウ
○

○
8
5
.
6

87
.2

89
.5

-
3
.
9
 

7
.
7

6
.
4

4
.
4

3
.
3

２
（
２
）

は
じ
め
の
数
と
し
て
ど
ん
な
整
数
を
入
れ
て

計
算
し
て
も
，
計
算
結
果
は
い
つ
で
も
４
の

倍
数
に
な
る
説
明
を
完
成
す
る

事
柄
が
成
り
立
つ
理
由
を
，
構
想
を
立
て

て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
(
1
)

ｲ
,
ｳ

○
○

2
9
.
4

34
.0

37
.5

-
8
.
1
 

3
7
.
6

3
2
.
2

2
5
.
0

1
2
.
6

２
（
３
）

計
算
の
順
番
を
入
れ
替
え
た
も
の
を
選
択

し
，
そ
の
計
算
結
果
が
何
の
倍
数
に
な
る
か

を
求
め
る

３
つ
の
計
算
の
順
番
を
入
れ
替
え
た
と
き

の
計
算
結
果
を
数
学
的
に
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る

2
(
1
)

ｲ
,
ｳ

○
○

6
3
.
2

65
.9

68
.3

-
5
.
1
 

1
.
7

1
.
4

1
.
1

0
.
6

３
（
１
）

列
車
の
運
行
の
よ
う
す
が
直
線
で
表
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
事
柄
を
選

ぶ

事
象
を
理
想
化
・
単
純
化
す
る
こ
と
で
表

さ
れ
た
直
線
の
グ
ラ
フ
を
事
象
に
即
し
て

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る

2(
1)

ｲ,
ｴ

○
○

6
0
.
8

64
.6

67
.6

-
6
.
8
 

0
.
9

0
.
7

0
.
5

0
.
4

３
（
２
）

グ
ラ
フ
か
ら
，
列
車
の
す
れ
違
い
が
起
こ
る

地
点
の
Ａ
駅
か
ら
の
道
の
り
を
求
め
る

グ
ラ
フ
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
り
，

事
象
を
数
学
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る

2(
1)

ｲ,
ｴ

○
○

7
0
.
4

73
.8

77
.7

-
7
.
3
 

1
0
.
6

8
.
9

6
.
9

3
.
7

３
（
３
）

Ａ
駅
か
ら
の
道
の
り
が
６
ｋ
ｍ
の
地
点
に
お

い
て
，
列
車
ア
が
通
っ
て
か
ら
列
車
エ
が
通

る
ま
で
の
時
間
を
グ
ラ
フ
か
ら
求
め
る
方
法

を
説
明
す
る

事
象
を
数
学
的
に
解
釈
し
，
問
題
解
決
の

方
法
を
数
学
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る

2(
1)

ｲ,
ｴ

○
○

9
.
1

11
.9

13
.2

-
4
.
1
 

4
4
.
6

3
8
.
9

3
3
.
4

1
1
.
2

４
（
１
）

証
明
さ
れ
た
こ
と
か
ら
，
新
た
に
わ
か
る
こ

と
を
選
ぶ

証
明
を
振
り
返
り
，
証
明
し
た
事
柄
を
基

に
し
て
，
新
た
な
性
質
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る

2(
2)
ウ

○
○

4
9
.
4

52
.6

55
.4

-
6
.
0
 

1
.
3

0
.
9

0
.
7

0
.
6

４
（
２
）

平
行
四
辺
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
外
側
に
２
つ
の
点

Ｅ
，
Ｆ
を
取
っ
て
も
，
四
角
形
Ｅ
Ｂ
Ｆ
Ｄ
は

平
行
四
辺
形
と
な
る
こ
と
の
証
明
を
完
成
す

る

発
展
的
に
考
え
，
条
件
を
変
え
た
場
合
に

つ
い
て
，
証
明
の
一
部
を
書
き
直
す
こ
と

が
で
き
る

2(
2)

ｲ,
ｳ

○
○

3
6
.
3

40
.3

42
.4

-
6
.
1
 

8
.
6

6
.
9

6
.
2

2
.
4

４
（
３
）

平
行
四
辺
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
を
正
方
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

に
変
え
た
と
き
の
四
角
形
Ｅ
Ｂ
Ｆ
Ｄ
が
ど
の

よ
う
な
四
角
形
に
な
る
か
を
説
明
す
る

付
加
さ
れ
た
条
件
の
下
で
，
新
た
な
事
柄

を
見
い
だ
し
，
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

2(
2)
ウ

○
○

3
6
.
3

39
.9

42
.3

-
6
.
0
 

3
1
.
5

2
7
.
3

2
4
.
6

6
.
9

５
（
１
）

Ｓ
社
の
団
体
料
金
が
通
常
料
金
の
何
％
引
き

に
な
っ
て
い
る
か
を
求
め
る
式
を
書
く

与
え
ら
れ
た
情
報
か
ら
必
要
な
情
報
を
選

択
し
，
的
確
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

小
5

数
量

(3
)

○
*

○
1
1
.
4

14
.0

16
.0

-
4
.
6
 

2
9
.
7

2
6
.
6

2
4
.
1

5
.
6

５
（
２
）

通
常
料
金
を
a
と
し
た
と
き
の
団
体
料
金
の
１

０
人
分
が
通
常
料
金
の
何
人
分
に
あ
た
る
か

を
求
め
る
計
算
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
選
び
，

そ
の
理
由
を
説
明
す
る

里
奈
さ
ん
の
計
算
を
解
釈
し
，
数
学
的
な

表
現
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

2(
1) イ

○
○

6
.
9

9
.
2

10
.4

-
3
.
5
 

1
0
.
4

8
.
2

6
.
6

3
.
8

*
　
評
価
の
観
点
は
，
数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能
(
小
学
校
)
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。

正
答
率
(
％
)

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

問
題
形
式

無
解
答
率
(
％
)

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学
習
指
導
要
領
の
領
域

評
価
の
観
点



 



［
中
学
３
年
生
　
理
科
］
【
設
問
順
】

「
学
習
指
導
要
領
の
領
域
等
」
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
意
味

A
）
物
理
的
領
域
　
B
）
化
学
的
領
域
　
C
）
生
命
的
領
域
　
D
）
地
学
的
領
域

「
評
価
の
観
点
」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
意
味

ア
）
自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
　
イ
）
科
学
的
な
思
考
・
表
現
　
ウ
）
観
察
・
実
験
の
技
能
　
エ
）
自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

１
（
１
）

○
(
1
)

ア
(
ｱ
)

○
○

5
9
.
6

6
1
.
2

6
1
.
7

-
2
.
1
 

0
.
1

0
.
2

0
.
1

0
.
0

１
（
２
）

○
(
1
)

ア
(
ｱ
)

○
○

7
1
.
6

7
2
.
7

7
3
.
7

-
2
.
1
 

0
.
3

0
.
3

0
.
2

0
.
1

２
（
１
）

○
(
3
)

ウ
(
ｲ
)

○
○

8
5
.
5

8
5
.
2

8
6
.
2

-
0
.
7
 

0
.
2

0
.
2

0
.
1

0
.
1

２
（
２
）

低
い
濃
度

○
(
2
)

イ
(
ｱ
)

○
○

7
4
.
0

7
5
.
2

7
6
.
5

-
2
.
5
 

2
.
3

1
.
9

1
.
2

1
.
1

２
（
２
）

3.
0％

の
濃
度

○
(
2
)

イ
(
ｱ
)

○
○

4
7
.
3

5
0
.
5

4
6
.
9

0
.
4

2
.
5

2
.
0

1
.
3

1
.
2

２
（
３
）

○
(
3
)

ウ
(
ｲ
)

○
○

7
6
.
6

7
8
.
7

7
9
.
7

-
3
.
1
 

0
.
4

0
.
3

0
.
2

0
.
2

２
（
４
）

○
(
3
)

ウ
(
ｲ
)

○
○
5
5
.
7

5
9
.
0

6
1
.
3

-
5
.
6
 

1
3
.
7

1
1
.
6

9
.
5

4
.
2

３
（
１
）

○
(
4
)

ア
(
ｱ
)

○
○

3
5
.
7

3
7
.
1

3
7
.
5

-
1
.
8
 

0
.
3

0
.
3

0
.
2

0
.
1

３
（
２
）

○
(
4
)

ウ
(
ｱ
)

○
○

6
2
.
9

6
4
.
8

6
7
.
3

-
4
.
4
 

0
.
6

0
.
5

0
.
4

0
.
2

３
（
３
）

○
(
4
)

ウ
(
ｱ
)

○
○
4
9
.
6

5
2
.
8

5
2
.
3

-
2
.
7
 

1
0
.
8

8
.
7

7
.
9

2
.
9

４
（
１
）

○
(
2
)

ア
(
ｱ
)

○
○

6
9
.
2

7
2
.
0

7
3
.
4

-
4
.
2
 

0
.
5

0
.
5

0
.
4

0
.
1

４
（
２
）

○
(
4
)

イ
(
ｲ
)

○
○
4
1
.
8

4
3
.
8

4
4
.
1

-
2
.
3
 

2
0
.
1

1
7
.
3

1
5
.
5

4
.
6

４
（
３
）

○
(
4
)

イ
(
ｱ
)

○
○
4
7
.
0

4
8
.
4

4
9
.
4

-
2
.
4
 

2
0
.
2

1
8
.
0

1
6
.
2

4
.
0

５
（
１
）

○
(
3
)

イ
(
ｲ
)

○
○

6
8
.
7

6
9
.
6

5
7
.
2

1
1
.
5

6
.
5

6
.
0

7
.
1

-
0
.
6
 

５
（
２
）

○
(
3
)

イ
(
ｲ
)

○
○

5
8
.
8

6
1
.
3

6
2
.
8

-
4
.
0
 

0
.
5

0
.
6

0
.
5

0
.
0

「
運
転
中
に
運
転
士
に
話
し
か
け
る
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む

の
が
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
予
想
を
科
学
的
に

探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
刺
激
と
反
応
に
つ
い
て
の
知

識
と
自
然
の
事
物
・
現
象
を
実
験
の
装
置
や
操
作
に
対
応

さ
せ
た
モ
デ
ル
実
験
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

化
学
変
化
を
表
し
た
モ
デ
ル
を
検
討
し
て
改
善
し
，

原
子
や
分
子
の
モ
デ
ル
で
説
明
で
き
る

神
経
系
の
働
き
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い

る

図
書
便
り
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
「
ロ
ウ
ソ

ク
の
科
学
」
を
読
ん
で
，
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
を
使
っ
た
燃
焼

を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
実
験
器
具
の
操

作
や
化
学
変
化
と
原
子
・
分
子
，
条
件
制
御
の
知
識
・
技

能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
空
気
の
量
を
調
節
す
る
場
所
を
指

摘
で
き
る

炎
の
色
と
金
網
に
付
く
ス
ス
の
量
を
調
べ
る
実
験
を

計
画
す
る
際
に
，
「
変
え
な
い
条
件
」
を
指
摘
で
き

る

光
の
反
射
を
利
用
し
た
「
テ
レ
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
」
の
モ
デ

ル
を
作
っ
て
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
光
の

直
進
や
反
射
の
幾
何
光
学
的
な
規
則
性
に
つ
い
て
の
知

識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

１
つ
の
要
因
を
変
え
る
と
そ
の
他
に
も
変
わ
る
可
能

性
の
あ
る
要
因
を
指
摘
で
き
る

風
向
の
観
測
方
法
や
記
録
の
仕
方
に
関
す
る
知
識
・

技
能
を
活
用
で
き
る

理
科
通
信
の
ア
サ
リ
に
興
味
を
も
ち
，
ア
サ
リ
が
出
す
砂

の
質
量
は
何
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
科
学
的
に
探
究
す

る
学
習
場
面
に
お
い
て
，
水
溶
液
の
濃
さ
や
無
脊
椎
動
物

に
関
す
る
知
識
，
問
題
解
決
の
技
能
を
活
用
で
き
る
か
ど

う
か
を
み
る

濃
度
が
異
な
る
食
塩
水
の
う
ち
，
特
定
の
質
量
パ
ー

セ
ン
ト
濃
度
の
も
の
を
指
摘
で
き
る

「
ア
サ
リ
が
出
し
た
砂
の
質
量
は
明
る
さ
に
関
係
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
と
考
察
し
た
理
由
を
指
摘

で
き
る

無
脊
椎
動
物
と
軟
体
動
物
の
体
の
つ
く
り
の
特
徴
に

関
す
る
知
識
を
活
用
で
き
る

濃
度
が
異
な
る
食
塩
水
の
う
ち
，
濃
度
の
低
い
も
の

を
指
摘
で
き
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
台
風
の

進
路
や
風
向
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
日

本
の
天
気
の
特
徴
に
関
す
る
知
識
と
観
測
方
法
や
記
録
の

仕
方
に
関
す
る
知
識
・
技
能
，
条
件
制
御
の
知
識
・
技
能

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
内

容
を
検
討
し
て
改
善
し
，
台
風
の
進
路
を
決
め
る
条

件
を
指
摘
で
き
る

-
1
0
.0

 ▼
 +

1
0
.0

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

光
の
反
射
の
幾
何
光
学
的
な
規
則
性
に
つ
い
て
の
知

識
・
技
能
を
活
用
で
き
る

無
解
答
率
(
％
)

「 知 識 」

「 活 用 」

第
１
分
野

第
２
分
野

ア

評
価
の
観
点

イ
ウ

エ
全 国

問
題
形
式

正
答
率
(％

)
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
グ

ラ
フ

（
対

全
国

）

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国 と の 差

全 国 と の 差

設
問
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

枠
組
み

学
習
指
導
要
領
の
区
分
等

テ
レ
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
の
モ
デ
ル
の
光
の
道
筋
を
検
討

し
て
改
善
し
，
適
切
な
光
の
道
筋
を
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る

太
平
洋
高
気
圧
（
小
笠
原
気
団
）
の
特
徴
に
つ
い
て

の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る

反
応
の
時
間
を
測
定
す
る
装
置
や
操
作
を
刺
激
と
反

応
に
対
応
さ
せ
た
実
験
を
計
画
で
き
る



Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

６
（
１
）

○
(
3
)

ア
(
ｱ
)

○
○

○
6
6
.
1

6
9
.
1

7
0
.
5

-
4
.
4
 

0
.
5

0
.
5

0
.
4

0
.
1

６
（
２
）

電
流

○
(
3
)

ア
(
ｱ
)

○
○

7
1
.
5

7
3
.
5

7
7
.
2

-
5
.
7
 

1
5
.
9

1
4
.
4

1
1
.
6

4
.
3

６
（
２
）

抵
抗

○
(
3
)

ア
(
ｲ
)

○
○

4
6
.
6

5
0
.
4

5
1
.
9

-
5
.
3
 

1
8
.
6

1
7
.
1

1
4
.
6

4
.
0

６
（
３
）

○
(
3
)

ア
(
ｳ
)

○
○

8
9
.
7

9
0
.
8

9
1
.
4

-
1
.
7
 

0
.
9

0
.
8

0
.
6

0
.
3

７
（
１
）

○
(
2
)

ア
(
ｲ
)

○
○

5
4
.
4

5
5
.
9

5
5
.
1

-
0
.
7
 

0
.
7

0
.
5

0
.
4

0
.
3

７
（
２
）

○
(
2
)

ア
(
ｲ
)

○
○

7
7
.
6

7
8
.
3

7
8
.
5

-
0
.
9
 

0
.
8

0
.
7

0
.
5

0
.
3

７
（
３
）

○
(
1
)

ア
(
ｳ
)

(
2
)

ア
(
ｲ
)

○
○

9
3
.
8

9
3
.
7

9
4
.
4

-
0
.
6
 

4
.
5

4
.
3

3
.
6

0
.
9

８
（
１
）

○
(
4
)

ア
(
ｲ
)

○
○

8
0
.
5

8
1

8
3
.
5

-
3
.
0
 

0
.
8

0
.
7

0
.
6

0
.
2

８
（
２
）

○
(
4
)

イ
(
ｳ
)

○
○

6
8
.
7

7
0
.
9

7
2

-
3
.
3
 

0
.
8

0
.
7

0
.
6

0
.
2

８
（
３
）

○
(
4
)

イ
(
ｳ
)

○
○

○
6
6
.
5

7
0
.
2

7
4

-
7
.
5
 

2
7
.
3

2
3
.
1

2
0
.
3

7
.
0

９
（
１
）

○
(
1
)

イ
(
ｲ
)

○
○

8
5
.
8

8
7
.
4

8
8

-
2
.
2
 

0
.
9

0
.
7

0
.
6

0
.
3

９
（
２
）

○
(
4
)

ア
(
ｱ
)

○
○
1
4
.
4

1
6
.
9

1
9
.
4

-
5
.
0
 

2
7
.
0

2
3
.
6

2
1
.
4

5
.
6

地
震
の
揺
れ
の
強
さ
が
震
度
で
あ
る
こ
と
，
Ｓ
波
に

よ
る
揺
れ
が
主
要
動
で
あ
る
こ
と
の
知
識
を
身
に
付

け
て
い
る

緊
急
地
震
速
報
を
受
け
取
っ
て
か
ら
Ｓ
波
に
よ
る
揺

れ
が
始
ま
る
ま
で
の
時
間
が
最
も
長
い
観
測
地
点
を

指
摘
で
き
る

初
期
微
動
継
続
時
間
の
長
さ
と
震
源
か
ら
の
距
離
の

関
係
の
知
識
と
音
の
速
さ
に
関
す
る
知
識
を
活
用
で

き
る

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
原
子
の
記
号
の
表
し
方
に
つ
い
て

の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る

自
転
車
の
ラ
イ
ト
の
豆
電
球
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
豆
電
球
に
比

べ
て
明
る
く
点
灯
し
た
こ
と
に
疑
問
を
も
っ
て
科
学
的
に

探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
電
流
・
電
圧
と
抵
抗
及
び
電

力
と
発
生
す
る
光
の
明
る
さ
と
の
関
係
に
関
す
る
知
識
・

技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

電
流
計
は
回
路
に
直
列
に
接
続
す
る
と
い
う
技
能
及

び
電
流
計
の
電
気
用
図
記
号
の
知
識
を
身
に
付
け
て

い
る

豆
電
球
と
豆
電
球
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
点
灯
の
様
子
と
電

力
と
の
関
係
を
指
摘
で
き
る

設
問
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

枠
組
み

学
習
指
導
要
領
の
区
分
等

無
解
答
率
(
％
)

「 知 識 」

「 活 用 」

第
１
分
野

第
２
分
野

ア
イ

ウ
エ

選 択 式

短 答 式

記 述 式

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

評
価
の
観
点

問
題
形
式

正
答
率
(％

)
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
グ

ラ
フ

（
対

全
国

）

部
屋
に
見
立
て
た
容
器
に
植
物
を
入
れ
て
湿
度
の
変
化
を

科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
蒸
散
と
湿
度
に
関

す
る
知
識
，
問
題
解
決
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

植
物
の
葉
な
ど
か
ら
水
蒸
気
が
出
る
働
き
が
蒸
散
で

あ
る
と
い
う
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る

植
物
を
入
れ
た
容
器
の
中
の
湿
度
が
高
く
な
る
蒸
散

以
外
の
原
因
を
指
摘
で
き
る

全 国 と の 差

発
熱
パ
ッ
ク
に
入
っ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
水
の

温
度
変
化
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る

探
究
の
過
程
を
振
り
返
り
，
新
た
な
疑
問
を
も
ち
問

題
を
見
い
だ
し
探
究
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
水
の
温
度
変
化
に
関
係
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
の
新
た
な
問
題
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る

火
を
使
わ
な
い
で
発
熱
す
る
商
品
の
仕
組
み
を
科
学
的
に

探
究
し
て
実
験
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
場
面
に
お
い
て
，
化

学
変
化
と
熱
に
つ
い
て
の
知
識
と
問
題
解
決
の
知
識
・
技

能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

ま
た
，
探
究
の
過
程
を
振
り
返
り
，
新
た
な
疑
問
を
も
ち

問
題
を
見
い
だ
し
探
究
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
み
る

緊
急
地
震
速
報
に
よ
る
避
難
訓
練
の
後
，
地
震
を
科
学
的

に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
地
震
の
揺
れ
の
伝
わ
り
方

や
光
と
音
の
伝
わ
り
方
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

-
1
0
.0

 ▼
 +

1
0
.0

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

実
験
の
結
果
を
示
し
た
表
か
ら
電
流
の
値
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る

オ
ー
ム
の
法
則
を
使
っ
て
，
抵
抗
の
値
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る



（
７

）
中

学
３

年
生

　
設

問
別

の
概

要
 
【

全
国

と
の

差
順

】

［
中

学
３

年
生

　
国

語
Ａ

：
主

と
し

て
知

識
］

【
全

国
と

の
差

順
】

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

８
一
３

漢
字

を
書

く
（

先
制

点
を

ユ
ル

す
）

文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
く

7
8
.
5
76
.3

71
.4

7.
1

1
5
.
1

1
5
.
7

1
9
.
5

-4
.4
 

８
六
２

歴
史

的
仮

名
遣

い
を

現
代

仮
名

遣
い

に
直

す
（

と
ほ

さ
ざ

る
な

し
）

歴
史

的
仮

名
遣

い
を

現
代

仮
名

遣
い

に
直

し
て

読
む

6
4
.
9
66
.8

63
.0

1.
9

8
.
8

7.
8

7.
4

1.
4

８
三
ウ

適
切

な
敬

語
を

選
択

す
る

（
先

生
が

私
た

ち
に

大
切

な
こ

と
を

お
っ

し
ゃ

っ
た

）
語

句
の

意
味

を
理

解
し

，
文

脈
の

中
で

適
切

に
使

う
8
9
.
3
89
.0

88
.0

1.
3

0
.
8

0.
8

0.
6

0.
2

８
一
２

漢
字

を
書

く
（

舞
台

の
マ

ク
が

上
が

る
）

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

書
く

7
3
.
6
76
.6

72
.9

0.
7

0
.
5

0.
8

0.
8

-0
.3
 

８
二
３

漢
字

を
読

む
（

技
を

磨
く

）
文

脈
に

即
し

て
漢

字
を

正
し

く
読

む
9
7
.
7
98
.1

98
.1

-0
.4
 

1
.
2

1.
2

1.
1

0.
1

８
二
２

漢
字

を
読

む
（

池
の

水
が

凍
る

）
文

脈
に

即
し

て
漢

字
を

正
し

く
読

む
9
7
.
3
97
.5

97
.8

-0
.5
 

1
.
1

1.
0

0.
9

0.
2

８
三
キ

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
姉

は
み

ん
な

と
一

緒
に

運
動

を
す

る
こ

と
が

好
き

だ
。

一
方

，
妹

は
一

人
で

本
を

読
む

こ
と

が
好

き
だ

）

語
句

の
意

味
を

理
解

し
，

文
脈

の
中

で
適

切
に

使
う

9
4
.
7
95
.0

95
.2

-0
.5
 

1
.
1

1.
0

1.
0

0.
1

８
六
１

『
韓

非
子

』
の

中
の

語
句

の
訳

を
抜

き
出

す
（

い
は

く
）

古
典

の
文

章
と

現
代

語
訳

と
を

対
応

さ
せ

て
内

容
を

捉
え

る
9
0
.
6
91
.2

91
.1

-0
.5
 

6
.
3

5.
6

5.
1

1.
2

８
二
１

漢
字

を
読

む
（

模
型

を
作

る
）

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

読
む

9
5
.
1
95
.7

95
.7

-0
.6
 

2
.
5

2.
0

1.
9

0.
6

２
一

図
書

だ
よ

り
の

下
書

き
の

構
成

を
説

明
し

た
も

の
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

書
こ

う
と

す
る

事
柄

の
ま

と
ま

り
や

順
序

を
考

え
て

文
章

を
構

成
す

る
8
8
.
7
88
.9

89
.5

-0
.8
 

0
.
1

0.
1

0.
1

0.
0

８
四
１

「
心

を
打

た
れ

る
」

の
意

味
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

慣
用

句
の

意
味

を
理

解
す

る
9
3
.
8
94
.4

94
.7

-0
.9
 

1
.
1

1.
0

0.
8

0.
3

８
三
エ

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
彼

は
せ

き
を

切
っ

た
よ

う
に

話
し

始
め

た
）

語
句

の
意

味
を

理
解

し
，

文
脈

の
中

で
適

切
に

使
う

2
7
.
9
29
.3

29
.2

-1
.3
 

1
.
1

1.
0

0.
9

0.
2

８
三
カ

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
わ

た
し

が
健

康
に

な
っ

た
の

は
，

ひ
と

え
に

母
の

お
か

げ
で

す
）

語
句

の
意

味
を

理
解

し
，

文
脈

の
中

で
適

切
に

使
う

6
4
.
1
64
.5

65
.4

-1
.3
 

1
.
1

1.
1

1.
0

0.
1

３
一

「
そ

れ
は

掛
け

価
の

な
い

一
，

二
秒

の
間

の
で

き
ご

と
で

あ
る

」
を

説
明

し
た

も
の

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

文
脈

の
中

に
お

け
る

語
句

の
意

味
を

理
解

す
る

8
6
.
8
87
.6

88
.2

-1
.4
 

3
.
2

3.
5

3.
3

-0
.1
 

２
二

二
つ

の
意

見
の

内
容

を
一

文
で

書
き

加
え

る
伝

え
た

い
事

実
や

事
柄

が
相

手
に

分
か

り
や

す
く

伝
わ

る
よ

う
に

書
く

6
2
.
3
63
.6

64
.0

-1
.7
 

0
.
1

0.
3

0.
3

-0
.2
 

無
解

答
率

(
％

)

-1
0.
0

▼
+1
0.
0

正
答

率
(
％

)
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
グ

ラ
フ

（
対

全
国

）

設
問

番
号

設
問

の
概

要
出

題
の

趣
旨



倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

１
一

ス
ピ

ー
チ

の
感

想
に

対
し

て
先

生
が

述
べ

た
言

葉
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

話
の

論
理

的
な

構
成

や
展

開
な

ど
に

注
意

し
て

聞
く

8
5
.
5
86
.2

87
.4

-1
.9
 

0
.
0

0.
1

0.
1

-0
.1
 

７
一

場
面

に
当

て
は

ま
る

語
句

の
意

味
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

（
ハ

ナ
イ

カ
ダ

）
語

句
の

辞
書

的
な

意
味

を
踏

ま
え

て
文

脈
上

の
意

味
を

捉
え

る
8
5
.
2
86
.9

87
.3

-2
.1
 

5
.
9

5.
4

5.
1

0.
8

８
六
３

『
韓

非
子

』
の

中
で

矛
盾

し
て

い
る

こ
と

の
説

明
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

古
典

に
表

れ
た

も
の

の
見

方
や

考
え

方
を

理
解

す
る

7
9
.
1
80
.6

81
.3

-2
.2
 

2
.
7

2.
4

2.
2

0.
5

４
二

段
落

の
内

容
を

入
れ

替
え

て
書

き
直

す
理

由
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

段
落

相
互

の
関

係
に

注
意

し
，

読
み

や
す

く
分

か
り

や
す

い
文

章
に

す
る

7
6
.
9
78
.5

79
.4

-2
.5
 

0
.
2

0.
3

0.
3

-0
.1
 

５
一

本
文

の
第

六
段

落
の

説
明

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

段
落

が
文

章
全

体
の

中
で

果
た

す
役

割
を

捉
え

，
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
7
3
.
7
75
.1

76
.3

-2
.6
 

0
.
1

0.
2

0.
2

-0
.1
 

７
二

「
そ

れ
で

は
」

の
働

き
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

接
続

詞
の

働
き

に
つ

い
て

理
解

す
る

8
5
.
8
87
.3

88
.4

-2
.6
 

0
.
4

0.
5

0.
4

0.
0

３
二

父
と

保
吉

の
言

動
に

つ
い

て
の

説
明

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る
場

面
の

展
開

や
登

場
人

物
の

描
写

に
注

意
し

て
読

み
，

内
容

を
理

解
す

る
8
0
.
0
81
.8

82
.8

-2
.8
 

0
.
1

0.
2

0.
2

-0
.1
 

５
二

新
聞

紙
の

製
造

工
程

の
一

部
を

言
い

表
し

た
も

の
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

文
章

の
展

開
に

即
し

て
情

報
を

整
理

し
，

内
容

を
捉

え
る

5
6
.
6
59
.3

59
.5

-2
.9
 

0
.
0

0.
2

0.
2

-0
.2
 

８
五

作
品

へ
の

助
言

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る
行

書
の

基
礎

的
な

書
き

方
を

理
解

し
て

書
く

5
1
.
5
50
.0

54
.4

-2
.9
 

1
.
6

1.
4

1.
2

0.
4

８
三
イ

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
魚

の
中

に
は

群
れ

を
作

っ
て

泳
ぐ

習
性

を
も

つ
も

の
が

い
る

）
語

句
の

意
味

を
理

解
し

，
文

脈
の

中
で

適
切

に
使

う
8
8
.
1
90
.5

91
.0

-2
.9
 

0
.
8

0.
7

0.
5

0.
3

８
三
ア

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
立

場
の

異
な

る
両

者
の

主
張

は
終

始
一

貫
し

て
変

わ
ら

ず
，

最
後

ま
で

結
論

が
出

な
か

っ
た

）

語
句

の
意

味
を

理
解

し
，

文
脈

の
中

で
適

切
に

使
う

7
4
.
3
76
.2

77
.7

-3
.4
 

1
.
0

0.
9

0.
8

0.
2

４
一

意
見

文
の

下
書

き
に

一
文

を
書

き
加

え
る

意
図

と
し

て
適

切
な

も
の

を
選

択
す

る

書
い

た
文

章
を

読
み

返
し

，
伝

え
た

い
内

容
が

十
分

に
表

さ
れ

て
い

る
か

を
検

討
す

る
5
9
.
2
61
.4

62
.8

-3
.6
 

0
.
1

0.
2

0.
2

-0
.1
 

６
二

話
合

い
の

中
で

確
認

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
に

つ
い

て
の

司
会

と
し

て
の

発
言

を
書

く
話

合
い

の
話

題
や

方
向

を
捉

え
て

的
確

に
話

す
6
1
.
9
64
.9

65
.8

-3
.9
 

0
.
4

0.
5

0.
5

-0
.1
 

６
一

話
合

い
の

際
の

メ
モ

の
と

り
方

の
説

明
と

し
て

適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

話
合

い
の

話
題

や
方

向
を

捉
え

る
6
7
.
0
69
.4

72
.4

-5
.4
 

0
.
3

0.
5

0.
5

-0
.2
 

８
三
オ

適
切

な
語

句
を

選
択

す
る

（
意

見
の

折
り

合
い

を
つ

け
る

）
語

句
の

意
味

を
理

解
し

，
文

脈
の

中
で

適
切

に
使

う
5
5
.
4
61
.3

61
.8

-6
.4
 

1
.
3

1.
0

0.
9

0.
4

８
一
１

漢
字

を
書

く
（

紙
を

ひ
も

で
タ

バ
ね

る
）

文
脈

に
即

し
て

漢
字

を
正

し
く

書
く

7
2
.
2
78
.2

79
.0

-6
.8
 

0
.
5

0.
7

0.
6

-0
.1
 

８
四
２

「
心

を
打

た
れ

た
。

」
を

文
末

に
用

い
た

一
文

を
，

主
語

を
明

ら
か

に
し

，
「

誰
（

何
）

」
の

「
ど

の
よ

う
な

こ
と

」
に

「
心

を
打

た
れ

た
」

の
か

が
分

か
る

よ
う

に
書

く

目
的

に
応

じ
て

文
の

成
分

の
順

序
や

照
応

，
構

成
を

考
え

て
適

切
な

文
を

書
く

1
5
.
3
18
.1

22
.3

-7
.0
 

8
.
6

7.
8

6.
5

2.
1

設
問

番
号

設
問

の
概

要
出

題
の

趣
旨

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

グ
ラ

フ
（

対
全

国
）

-1
0.
0

▼
+1
0.
0

正
答

率
(
％

)
無

解
答

率
(
％

)



［
中
学
３
年
生
　
国
語
Ｂ
：
主
と
し
て
活
用
］
【
全
国
と
の
差
順
】

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

１
三

「
天
地
無
用
」
と
い
う
言
葉
を
誤
っ
た
意
味

で
解
釈
し
て
し
ま
う
人
が
い
る
理
由
を
書
く

目
的
に
応
じ
て
文
章
を
読
み
，
内

容
を
整
理
し
て
書
く

1
2
.
6
1
4
.
2
1
3
.
3

-0
.7

 
1
1
.
6
9.
6
7.
0

4.
6

２
二

二
人
に
続
い
て
す
る
質
問
を
書
く

話
の
展
開
に
注
意
し
て
聞
き
，
必

要
に
応
じ
て
質
問
す
る

8
5
.
9
8
7
.
2
8
8
.
3

-2
.4

 
9
.
6
8.
2
5.
9

3.
7

２
三

ロ
ボ
ッ
ト
に
期
待
す
る
こ
と
を
述
べ
て
発
表

を
ま
と
め
る
際
の
話
の
進
め
方
と
し
て
適
切

な
も
の
を
選
択
す
る

全
体
と
部
分
と
の
関
係
に
注
意
し

て
相
手
の
反
応
を
踏
ま
え
な
が
ら

話
す

5
1
.
8
5
3
.
1
5
4
.
6

-2
.8

 
0
.
7
0.
6
0.
4

0.
3

２
一

二
人
の
質
問
の
意
図
と
し
て
適
切
な
も
の
を

選
択
す
る

質
問
の
意
図
を
捉
え
る

8
2
.
8
8
4
.
5
8
6
.
8

-4
.0

 
0
.
3
0.
3
0.
2

0.
1

３
一

登
場
人
物
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
適
切
な

も
の
を
選
択
す
る

場
面
の
展
開
や
登
場
人
物
の
描
写

に
注
意
し
て
読
み
，
内
容
を
理
解

す
る

7
5
.
8
7
8
.
2
8
0
.
2

-4
.4

 
0
.
6
0.
5
0.
4

0.
2

１
一

グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
文
章
中

で
説
明
し
て
い
る
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の

を
選
択
す
る

文
章
と
グ
ラ
フ
と
の
関
係
を
考
え

な
が
ら
内
容
を
捉
え
る

4
1
.
4
4
3
.
9
4
5
.
9

-4
.5

 
0
.
2
0.
3
0.
2

0.
0

１
二

複
数
の
辞
書
を
引
用
し
て
「
天
地
無
用
」
の

意
味
を
示
す
効
果
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選

択
す
る

文
章
の
構
成
や
展
開
に
つ
い
て
自

分
の
考
え
を
も
つ

5
9
.
8
6
1
.
4
6
4
.
3

-4
.5

 
0
.
4
0.
4
0.
2

0.
2

３
二

文
章
中
の
表
現
に
つ
い
て
語
っ
た
人
物
と
し

て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

登
場
人
物
の
言
動
の
意
味
な
ど
を

考
え
，
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る
6
3
.
6
6
5
.
8
6
8
.
2

-4
.6

 
0
.
5
0.
6
0.
4

0.
1

３
三

話
の
あ
ら
す
じ
を
学
級
の
友
達
に
ど
の
よ
う

に
説
明
す
る
か
を
書
く

相
手
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
，

あ
ら
す
じ
を
捉
え
て
書
く

4
3
.
3
4
5
.
1
4
9
.
2

-5
.9

 
1
7
.
4
1
5
.
4
1
2
.
4

5.
0

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（対

全
国
）

無
解
答
率
(
％
)

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

正
答
率
(％

)

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨



 



［
中

学
３

年
生

　
数

学
Ａ

：
主

と
し

て
知

識
］

【
全

国
と

の
差

順
】

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

１
（
２
）

絶
対
値
が
６
で
あ
る
数
を
書
く

絶
対
値
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

8
4
.
0

7
6
.
6

6
9
.
0

1
5
.0

3
.
3

4
.
8

7
.
3

-
4
.0

 

１
１
（
２
）

一
次
関

数
 y
＝
－

２
x＋

６
 が

表
す

グ
ラ
フ
を
選
ぶ

一
次
関
数
 y
＝
ax
＋
b 
に
つ
い
て
，
a

と
 b
の
値
と
グ
ラ
フ
の
特
徴
を
関
連
付
け

て
理
解
し
て
い
る

5
9
.
9

5
8
.
9

5
6
.
3

3
.6

1
.
0

1
.
0

0
.
9

0
.1

９
（
３
）

反
比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
表
を
選
ぶ

反
比
例
に
つ
い
て
，
グ
ラ
フ
と
表
を
関
連

付
け
て
理
解
し
て
い
る

5
6
.
0

5
5
.
2

5
2
.
8

3
.2

1
.
4

1
.
4

1
.
4

0
.0

１
（
３
）

２
×
(－

５
２
) 
を
計

算
す

る
指
数
を
含
む
正
の
数
と
負
の
数
の
計
算
が

で
き
る

7
0
.
5

6
9
.
7

6
8
.
9

1
.6

1
.
4

1
.
3

1
.
0

0
.4

１
４
（
２
）

反
復
横
と
び
の
記
録
の
中
央
値
を
求
め
る

与
え
ら
れ
た
資
料
か
ら
中
央
値
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る

7
4
.
6

7
5
.
2

7
4
.
0

0
.6

5
.
1

4
.
8

4
.
6

0
.5

２
（
１
）

「
１
個

 a
 ｋ
ｇ
の
荷
物
３
個
と
１
個

 b
 ｋ
ｇ
の
荷
物
４
個
の
全
体

の
重
さ
は
１
５
ｋ
ｇ
以
上
で
あ
る
」
と
い
う
数
量
の
関
係
を
表
し

た
不
等
式
を
書
く

数
量
の
大
小
関
係
を
不
等
式
に
表
す
こ
と

が
で
き
る

4
2
.
0

4
3
.
5

4
1
.
5

0
.5

1
1
.
9

1
0
.
3

8
.
5

3
.4

１
２

歩
い
た
道
の
り
と
，
残
り
の
道
の
り
の
関
係
に
つ
い
て
，
正
し

い
記
述
を
選
ぶ

一
次
関
数
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

3
6
.
7

3
6
.
1

3
6
.
4

0
.3

1
.
3

1
.
2

1
.
0

0
.3

１
４
（
１
）

生
徒
３
５
人
の
靴
を
サ
イ
ズ
ご
と
に
調
べ
，
最
頻
値
が
２
５
．

５
ｃ
ｍ
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
，
必
ず
い
え
る
記
述
を
選
ぶ

最
頻
値
は
，
資
料
の
中
で
最
も
多
く
出
て

く
る
値
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

6
8
.
5

7
0
.
0

6
8
.
4

0
.1

1
.
4

1
.
4

1
.
4

0
.0

１
（
１
）

数
直
線
上
の
点
が
表
す
負
の
整
数
の
値
を
読
み
取
る

数
直
線
上
に
示
さ
れ
た
負
の
整
数
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る

9
3
.
9

9
4
.
4

9
4
.
6

-
0
.7

 
0
.
7

0
.
6

0
.
4

0
.3

３
（
４
）

連
立
二
元
一
次
方
程
式
を
つ
く
る
た
め
に
着
目
す
る
数
量
を
選

び
，
式
で
表
す

着
目
す
る
必
要
が
あ
る
数
量
を
見
い
だ

し
，
そ
の
数
量
に
着
目
し
，
連
立
二
元
一

次
方
程
式
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

7
4
.
5

7
5
.
2

7
5
.
2

-
0
.7

 
0
.
8

0
.
9

0
.
6

0
.2

７
（
１
）

△
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
△
Ｄ
Ｅ
Ｆ
が
合
同
で
あ
る
た
め
の
条
件
と
し
て
，

正
し
い
も
の
を
選
ぶ

２
つ
の
三
角
形
が
合
同
で
あ
る
た
め
に
必

要
な
辺
や
角
の
相
等
関
係
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
る

7
0
.
6

7
1
.
4

7
2
.
0

-
1
.4

 
0
.
8

0
.
7

0
.
5

0
.3

１
（
４
）

あ
る
日
の
最
低
気
温
が
そ
の
前
日
の
最
低
気
温
か
ら
ど
れ
だ
け

高
く
な
っ
た
か
を
求
め
る
式
を
選
ぶ

あ
る
基
準
に
対
し
て
反
対
の
方
向
や
性
質

を
も
つ
数
量
が
正
の
数
と
負
の
数
で
表
さ

れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

5
2
.
3

5
4
.
1

5
4
.
2

-
1
.9

 
0
.
3

0
.
3

0
.
1

0
.2

４
（
２
）

△
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
辺
Ａ
Ｂ
が
辺
Ａ
Ｃ
に
重
な
る
よ
う
に
折
っ
た
線
を
作
図

す
る
た
め
の
線
を
選
ぶ

折
り
目
の
線
の
作
図
と
角
の
二
等
分
線
の

関
係
を
理
解
し
て
い
る

5
2
.
9

5
4
.
3

5
4
.
9

-
2
.0

 
1
.
2

1
.
0

0
.
8

0
.4

２
（
２
）

６
a

２
b
÷
３

a
 を

計
算
す
る

単
項
式
ど
う
し
の
除
法
の
計
算
が
で
き
る

8
8
.
6

8
9
.
6

9
1
.
0

-
2
.4

 
4
.
3

3
.
5

2
.
4

1
.9

４
（
１
）

ひ
し
形
が
線
対
称
な
図
形
か
点
対
称
な
図
形
か
選
ぶ

ひ
し
形
は
，
線
対
称
な
図
形
で
あ
り
，
点

対
称
な
図
形
で
も
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る

6
4
.
6

6
5
.
3

6
7
.
1

-
2
.5

 
0
.
6

0
.
5

0
.
3

0
.3

３
（
２
）

比
例
式
 
x
：
２
０
＝

３
：

４
 を

解
く

簡
単
な
比
例
式
を
解
く
こ
と
が
で
き
る

8
5
.
2

8
6
.
3

8
7
.
8

-
2
.6

 
6
.
7

6
.
0

5
.
0

1
.7

３
（
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ５

x
－
２

y
＝
１
０

連
立
二
元
一
次
方
程
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
解
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ３

x
－
２

y
＝
２

簡
単
な
連
立
二
元
一
次
方
程
式
を
解
く
こ

と
が
で
き
る

7
7
.
3

7
8
.
5

8
0
.
0

-
2
.7

 
6
.
7

5
.
9

4
.
6

2
.1

１
０

点
（
－
２
，
３
）
の
位
置
を
座
標
平
面
上
に
示
す

座
標
平
面
上
に
点
の
位
置
を
示
す
こ
と
が

で
き
る

6
7
.
2

6
8
.
2

6
9
.
9

-
2
.7

 
4
.
1

3
.
5

2
.
9

1
.2

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

無
解
答
率
(
％
)

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

正
答
率
(％

)
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）



倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と

の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と

の 差

１
３

グ
ラ
フ
か
ら
，
連
立
二
元
一
次
方
程
式
の
解
を
座
標
と
す
る
点

に
つ
い
て
，
正
し
い
記
述
を
選
ぶ

連
立
二
元
一
次
方
程
式
の
解
を
座
標
と
す

る
点
は
，
座
標
平
面
上
の
２
直
線
の
交
点

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

5
9
.
7

6
0
.
9

6
2
.
7

-
3
.0

 
2
.
0

1
.
9

1
.
9

0
.1

２
（
３
）

a
＝
３
，

b
＝
－
４
の
と
き
の
式
 a

－
２

b
 の

値
を
求
め
る

文
字
式
に
数
を
代
入
し
て
式
の
値
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る

7
5
.
3

7
6
.
4

7
8
.
5

-
3
.2

 
7
.
6

6
.
3

4
.
8

2
.8

５
（
１
）

直
方
体
に
お
い
て
，
与
え
ら
れ
た
面
に
平
行
な
辺
を
書
く

空
間
に
お
け
る
平
面
と
直
線
と
の
位
置
関

係
（
面
と
辺
が
平
行
で
あ
る
こ
と
）
を
理

解
し
て
い
る

7
1
.
1

7
3
.
6

7
4
.
3

-
3
.2

 
2
.
3

2
.
0

1
.
4

0
.9

１
５
（
２
）

大
小
２
つ
の
さ
い
こ
ろ
を
同
時
に
投
げ
る
と
き
，
和
が
８
に
な

る
確
率
を
求
め
る

表
な
ど
を
利
用
し
て
，
確
率
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る

6
7
.
9

7
1
.
1

7
1
.
3

-
3
.4

 
1
1
.
8

1
0
.
2

9
.
7

2
.1

６
（
２
）

五
角
形
の
１
つ
の
頂
点
を
動
か
し
，
角
の
大
き
さ
を

９
０
°
に
変
え
た
と
き
の
内
角
の
和
の
変
化
と
し
て
正
し
い
も

の
を
選
ぶ

多
角
形
の
内
角
の
和
の
性
質
を
理
解
し
て

い
る

7
2
.
3

7
4
.
8

7
5
.
7

-
3
.4

 
0
.
7

0
.
7

0
.
4

0
.3

５
（
４
）

底
面
の
四
角
形
が
合
同
で
高
さ
が
等
し
い
四
角
柱
と
四
角
錐
の

体
積
の
関
係
に
つ
い
て
，
正
し
い
も
の
を
選
ぶ

四
角
錐
の
体
積
は
，
そ
れ
と
底
面
が
合
同

で
高
さ
が
等
し
い
四
角
柱
の
体
積
の
１
／

３
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

5
4
.
1

5
6
.
9

5
7
.
6

-
3
.5

 
0
.
7

0
.
7

0
.
5

0
.2

４
（
３
）

長
方
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
を
，
点
Ａ
を
中
心
と
し
て
時
計
回
り
に

９
０
°
だ
け
回
転
移
動
し
た
図
形
を
か
く

回
転
移
動
し
た
図
形
を
か
く
こ
と
が
で
き

る
6
2
.
4

6
3
.
9

6
6
.
1

-
3
.7

 
8
.
2

6
.
7

4
.
4

3
.8

１
５
（
１
）

１
枚
の
硬
貨
を
多
数
回
投
げ
た
と
き
の
表
が
出
る
相
対
度
数
の

変
化
の
様
子
に
つ
い
て
，
正
し
い
記
述
を
選
ぶ

多
数
回
の
試
行
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
る
確

率
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

3
6
.
4

3
6
.
8

4
0
.
2

-
3
.8

 
2
.
0

1
.
8

1
.
8

0
.2

５
（
２
）

半
円
の
直
径
を
軸
と
し
て
回
転
さ
せ
て
で
き
る
立
体
の
名
称
を

書
く

半
円
を
，
そ
の
直
径
を
軸
と
し
て
回
転
さ

せ
る
と
，
球
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
る

7
8
.
5

8
1
.
9

8
2
.
4

-
3
.9

 
4
.
2

3
.
4

2
.
9

1
.3

９
（
２
）

比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
，
xの

変
域
に
対
応
す
る
 y
の
変
域
を
求

め
る

与
え
ら
れ
た
比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
，
x 
の

変
域
に
対
応
す
る
 y
の
変
域
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る

4
9
.
9

5
2
.
8

5
5
.
0

-
5
.1

 
1
5
.
1

1
3
.
8

1
3
.
0

2
.1

６
（
１
）

三
角
形
の
外
角
を
表
す
式
を
選
ぶ

三
角
形
の
外
角
と
そ
れ
と
隣
り
合
わ
な
い

２
つ
の
内
角
の
和
の
関
係
を
理
解
し
て
い

る
6
6
.
2

6
9
.
3

7
1
.
4

-
5
.2

 
0
.
7

0
.
6

0
.
4

0
.3

７
（
２
）

長
方
形
で
成
り
立
ち
，
ひ
し
形
で
も
成
り
立
つ
こ
と
を
選
ぶ

長
方
形
や
ひ
し
形
が
平
行
四
辺
形
の
特
別

な
形
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

7
2
.
8

7
4
.
4

7
8
.
2

-
5
.4

 
0
.
8

0
.
7

0
.
5

0
.3

８
対
頂
角
は
等
し
い
こ
と
の
証
明
に
つ
い
て
正
し
い
記
述
を
選
ぶ

証
明
の
必
要
性
と
意
味
を
理
解
し
て
い
る

4
0
.
0

4
2
.
4

4
5
.
5

-
5
.5

 
0
.
9

0
.
9

0
.
6

0
.3

９
（
１
）

比
例
 y
＝
５

x 
に
つ

い
て

，
正

し
い

記
述
を
選
ぶ

比
例
 y
＝
ax
 に

お
け
る
比
例
定
数
 a
 の

意
味
を
理
解
し
て
い
る

5
9
.
3

6
2
.
8

6
5
.
5

-
6
.2

 
1
.
5

1
.
3

1
.
2

0
.3

５
（
３
）

与
え
ら
れ
た
円
柱
の
見
取
図
か
ら
，
そ
の
円
柱
の
投
影
図
を
選

ぶ
見
取
図
，
投
影
図
か
ら
空
間
図
形
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る

7
7
.
4

8
2
.
5

8
3
.
7

-
6
.3

 
0
.
5

0
.
5

0
.
3

0
.2

２
（
４
）

等
式
 
S
＝

  
a
h
 を

，
a
に
つ
い
て
解
く

具
体
的
な
場
面
で
関
係
を
表
す
式
を
，
等

式
の
性
質
を
用
い
て
，
目
的
に
応
じ
て
変

形
す
る
こ
と
が
で
き
る

4
0
.
8

4
4
.
9

4
8
.
2

-
7
.4

 
1
9
.
4

1
7
.
2

1
5
.
3

4
.1

１
１
（
１
）

一
次
関

数
 y
＝
２

x＋
７
 に

つ
い
て

，
xの

値
が
１
か
ら
４
ま

で
増
加
し
た
と
き
の
 y
の
増
加
量
を
求
め
る

一
次
関
数
 y
＝
ax
＋
b 
に
つ
い
て
，
xの

値
の
増
加
に
伴
う
 y
の
増
加
量
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る

3
7
.
8

4
2
.
0

4
5
.
3

-
7
.5

 
1
9
.
3

1
6
.
6

1
4
.
8

4
.5

３
（
１
）

一
元
一
次
方
程
式

 ６
x
－
３
＝
９

 を
解
く
際
に
用
い
ら
れ
て
い

る
等
式
の
性
質
を
選
ぶ

方
程
式
を
解
く
場
面
に
お
け
る
等
式
の
性

質
の
用
い
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

5
5
.
8

5
8
.
7

6
4
.
0

-
8
.2

 
1
.
0

0
.
8

0
.
6

0
.4

正
答
率
(％

)
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
フ
（
対
全
国
）

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

無
解
答
率
(
％
)

1 2



［
中
学
３
年
生
　
数
学
Ｂ
：
主
と
し
て
活
用
］
【
全
国
と
の
差
順
】

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

５
（
２
）

通
常
料
金
を
a
と
し
た
と
き
の
団
体
料
金
の

１
０
人
分
が
通
常
料
金
の
何
人
分
に
あ
た

る
か
を
求
め
る
計
算
か
ら
わ
か
る
こ
と
を

選
び
，
そ
の
理
由
を
説
明
す
る

里
奈
さ
ん
の
計
算
を
解
釈
し
，
数
学
的
な

表
現
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

6
.
9

9
.
2

1
0
.
4

-
3
.
5
 

1
0
.
4

8
.
2

6
.
6

3
.
8

２
（
１
）

は
じ
め
の
数
が
１
０
の
と
き
の
計
算
結
果

を
求
め
る

問
題
場
面
に
お
け
る
考
察
の
対
象
を
明
確

に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

8
5
.
6

8
7
.
2

8
9
.
5

-
3
.
9
 

7
.
7

6
.
4

4
.
4

3
.
3

３
（
３
）

Ａ
駅
か
ら
の
道
の
り
が
６
ｋ
ｍ
の
地
点
に

お
い
て
，
列
車
ア
が
通
っ
て
か
ら
列
車
エ

が
通
る
ま
で
の
時
間
を
グ
ラ
フ
か
ら
求
め

る
方
法
を
説
明
す
る

事
象
を
数
学
的
に
解
釈
し
，
問
題
解
決
の

方
法
を
数
学
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
9
.
1

1
1
.
9

1
3
.
2

-
4
.
1
 

4
4
.
6

3
8
.
9

3
3
.
4

1
1
.
2

５
（
１
）

Ｓ
社
の
団
体
料
金
が
通
常
料
金
の
何
％
引

き
に
な
っ
て
い
る
か
を
求
め
る
式
を
書
く

与
え
ら
れ
た
情
報
か
ら
必
要
な
情
報
を
選

択
し
，
的
確
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

1
1
.
4

1
4
.
0

1
6
.
0

-
4
.
6
 

2
9
.
7

2
6
.
6

2
4
.
1

5
.
6

２
（
３
）

計
算
の
順
番
を
入
れ
替
え
た
も
の
を
選
択

し
，
そ
の
計
算
結
果
が
何
の
倍
数
に
な
る

か
を
求
め
る

３
つ
の
計
算
の
順
番
を
入
れ
替
え
た
と
き

の
計
算
結
果
を
数
学
的
に
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る

6
3
.
2

6
5
.
9

6
8
.
3

-
5
.
1
 

1
.
7

1
.
4

1
.
1

0
.
6

４
（
１
）

証
明
さ
れ
た
こ
と
か
ら
，
新
た
に
わ
か
る

こ
と
を
選
ぶ

証
明
を
振
り
返
り
，
証
明
し
た
事
柄
を
基

に
し
て
，
新
た
な
性
質
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る

4
9
.
4

5
2
.
6

5
5
.
4

-
6
.
0
 

1
.
3

0
.
9

0
.
7

0
.
6

４
（
３
）

平
行
四
辺
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
を
正
方
形
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
に
変
え
た
と
き
の
四
角
形
Ｅ
Ｂ
Ｆ
Ｄ
が

ど
の
よ
う
な
四
角
形
に
な
る
か
を
説
明
す

る

付
加
さ
れ
た
条
件
の
下
で
，
新
た
な
事
柄

を
見
い
だ
し
，
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

3
6
.
3

3
9
.
9

4
2
.
3

-
6
.
0
 

3
1
.
5

2
7
.
3

2
4
.
6

6
.
9

４
（
２
）

平
行
四
辺
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
外
側
に
２
つ
の

点
Ｅ
，
Ｆ
を
取
っ
て
も
，
四
角
形
Ｅ
Ｂ
Ｆ

Ｄ
は
平
行
四
辺
形
と
な
る
こ
と
の
証
明
を

完
成
す
る

発
展
的
に
考
え
，
条
件
を
変
え
た
場
合
に

つ
い
て
，
証
明
の
一
部
を
書
き
直
す
こ
と

が
で
き
る

3
6
.
3

4
0
.
3

4
2
.
4

-
6
.
1
 

8
.
6

6
.
9

6
.
2

2
.
4

１
（
３
）

全
校
よ
り
も
１
年
生
の
回
答
用
紙
に
よ
る

く
じ
引
き
の
方
が
曲
Ｆ
が
選
ば
れ
や
す
い

こ
と
の
理
由
を
確
率
を
用
い
て
説
明
す
る

不
確
定
な
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
の
傾
向

を
捉
え
，
判
断
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る

2
9
.
9

3
3
.
9

3
6
.
2

-
6
.
3
 

3
3
.
5

2
9
.
1

2
4
.
9

8
.
6

１
（
２
）

放
送
計
画
で
，
１
日
目
が
Ａ
，
２
日
目
が

Ｂ
に
な
る
確
率
を
求
め
る

与
え
ら
れ
た
情
報
を
分
類
整
理
し
，
不
確

定
な
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
の
傾
向
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る

3
7
.
5

4
0
.
8

4
3
.
9

-
6
.
4
 

1
0
.
6

8
.
6

7
.
0

3
.
6

１
（
１
）

全
校
生
徒
３
０
０
人
に
対
す
る
上
位
４
曲

を
回
答
し
た
生
徒
数
の
割
合
を
求
め
る

与
え
ら
れ
た
情
報
か
ら
必
要
な
情
報
を
選

択
し
，
的
確
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

4
9
.
0

5
2
.
1

5
5
.
7

-
6
.
7
 

1
6
.
2

1
3
.
3

1
1
.
1

5
.
1

３
（
１
）

列
車
の
運
行
の
よ
う
す
が
直
線
で
表
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
事
柄

を
選
ぶ

事
象
を
理
想
化
・
単
純
化
す
る
こ
と
で
表

さ
れ
た
直
線
の
グ
ラ
フ
を
事
象
に
即
し
て

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る

6
0
.
8

6
4
.
6

6
7
.
6

-
6
.
8
 

0
.
9

0
.
7

0
.
5

0
.
4

３
（
２
）

グ
ラ
フ
か
ら
，
列
車
の
す
れ
違
い
が
起
こ

る
地
点
の
Ａ
駅
か
ら
の
道
の
り
を
求
め
る

グ
ラ
フ
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
り
，

事
象
を
数
学
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
7
0
.
4

7
3
.
8

7
7
.
7

-
7
.
3
 

1
0
.
6

8
.
9

6
.
9

3
.
7

２
（
２
）

は
じ
め
の
数
と
し
て
ど
ん
な
整
数
を
入
れ

て
計
算
し
て
も
，
計
算
結
果
は
い
つ
で
も

４
の
倍
数
に
な
る
説
明
を
完
成
す
る

事
柄
が
成
り
立
つ
理
由
を
，
構
想
を
立
て

て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

2
9
.
4

3
4
.
0

3
7
.
5

-
8
.
1
 

3
7
.
6

3
2
.
2

2
5
.
0

1
2
.
6

無
解
答
率
(％

)

-
1
0
.0

▼
+
1
0
.0

正
答
率
(％

)
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
グ
ラ
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対
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国
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設
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番
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設
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理
科
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全
国
と
の
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５
（
１
）

6
8
.
7

6
9
.
6

5
7
.
2

1
1
.
5

6
.
5

6
.
0

7
.
1

-
0
.
6
 

２
（
２
）

3.
0％

の
濃
度

4
7
.
3

5
0
.
5

4
6
.
9

0
.
4

2
.
5

2
.
0

1
.
3

1
.
2

７
（
３
）

9
3
.
8

9
3
.
7

9
4
.
4

-
0
.
6
 

4
.
5

4
.3

3
.6

0
.
9

２
（
１
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8
5
.
5

8
5
.
2

8
6
.
2

-
0
.
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0
.
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0
.
2

0
.
1

0
.
1

７
（
１
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5
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5
5
.
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5
5
.
1

-
0
.
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0
.
7

0
.5

0
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0
.
3

７
（
２
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7
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.
3

7
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-
0
.
9
 

0
.
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0
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0
.5

0
.
3

６
（
３
）

8
9
.
7

9
0
.
8

9
1
.
4

-
1
.
7
 

0
.
9

0
.8

0
.6

0
.
3

３
（
１
）

3
5
.
7

3
7
.
1

3
7
.
5

-
1
.
8
 

0
.
3

0
.
3

0
.
2

0
.
1

１
（
１
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5
9
.
6

6
1
.
2

6
1
.
7

-
2
.
1
 

0
.
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0
.
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0
.
1

0
.
0

１
（
２
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7
1
.
6

7
2
.
7

7
3
.
7

-
2
.
1
 

0
.
3

0
.
3

0
.
2

0
.
1

９
（
１
）

8
5
.
8

8
7
.
4

8
8

-
2
.
2
 

0
.
9

0
.7

0
.6

0
.
3

４
（
２
）

4
1
.
8

4
3
.
8

4
4
.
1

-
2
.
3
 

2
0
.
1

1
7
.
3

1
5
.
5

4
.
6

４
（
３
）

4
7
.
0

4
8
.
4

4
9
.
4

-
2
.
4
 

2
0
.
2

1
8
.
0

1
6
.
2

4
.
0

２
（
２
）

低
い
濃
度

7
4
.
0

7
5
.
2

7
6
.
5

-
2
.
5
 

2
.
3

1
.
9

1
.
2

1
.
1

３
（
３
）

4
9
.
6

5
2
.
8

5
2
.
3

-
2
.
7
 

1
0
.
8

8
.
7

7
.
9

2
.
9

８
（
１
）

8
0
.
5

8
1

8
3
.
5

-
3
.
0
 

0
.
8

0
.7

0
.6

0
.
2

化
学
変
化
を
表
し
た
モ
デ
ル
を
検
討
し
て
改
善
し
，
原
子
や

分
子
の
モ
デ
ル
で
説
明
で
き
る

部
屋
に
見
立
て
た
容
器
に
植
物
を
入
れ
て
湿
度
の
変
化
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い

て
，
蒸
散
と
湿
度
に
関
す
る
知
識
，
問
題
解
決
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
み
る

図
書
便
り
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
「
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
」
を
読
ん
で
，
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
を
使
っ
た
燃
焼
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
実
験
器
具
の
操
作
や
化

学
変
化
と
原
子
・
分
子
，
条
件
制
御
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る

図
書
便
り
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
「
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
」
を
読
ん
で
，
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
を
使
っ
た
燃
焼
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
実
験
器
具
の
操
作
や
化

学
変
化
と
原
子
・
分
子
，
条
件
制
御
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る

濃
度
が
異
な
る
食
塩
水
の
う
ち
，
濃
度
の
低
い
も
の
を
指
摘

で
き
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
内
容
を
検

討
し
て
改
善
し
，
台
風
の
進
路
を
決
め
る
条
件
を
指
摘
で
き

る光
の
反
射
の
幾
何
光
学
的
な
規
則
性
に
つ
い
て
の
知
識
・
技

能
を
活
用
で
き
る

テ
レ
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
の
モ
デ
ル
の
光
の
道
筋
を
検
討
し
て
改

善
し
，
適
切
な
光
の
道
筋
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
台
風
の
進
路
や
風
向
を
科
学
的
に
探
究
す

る
場
面
に
お
い
て
，
日
本
の
天
気
の
特
徴
に
関
す
る
知
識
と
観
測
方
法
や
記
録
の
仕
方
に
関

す
る
知
識
・
技
能
，
条
件
制
御
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み

る 光
の
反
射
を
利
用
し
た
「
テ
レ
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
」
の
モ
デ
ル
を
作
っ
て
科
学
的
に
探
究
す
る

場
面
に
お
い
て
，
光
の
直
進
や
反
射
の
幾
何
光
学
的
な
規
則
性
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

光
の
反
射
を
利
用
し
た
「
テ
レ
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
」
の
モ
デ
ル
を
作
っ
て
科
学
的
に
探
究
す
る

場
面
に
お
い
て
，
光
の
直
進
や
反
射
の
幾
何
光
学
的
な
規
則
性
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

植
物
の
葉
な
ど
か
ら
水
蒸
気
が
出
る
働
き
が
蒸
散
で
あ
る
と

い
う
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る

緊
急
地
震
速
報
に
よ
る
避
難
訓
練
の
後
，
地
震
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
地

震
の
揺
れ
の
伝
わ
り
方
や
光
と
音
の
伝
わ
り
方
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

理
科
通
信
の
ア
サ
リ
に
興
味
を
も
ち
，
ア
サ
リ
が
出
す
砂
の
質
量
は
何
に
関
係
し
て
い
る
の

か
を
科
学
的
に
探
究
す
る
学
習
場
面
に
お
い
て
，
水
溶
液
の
濃
さ
や
無
脊
椎
動
物
に
関
す
る

知
識
，
問
題
解
決
の
技
能
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

緊
急
地
震
速
報
に
よ
る
避
難
訓
練
の
後
，
地
震
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
地

震
の
揺
れ
の
伝
わ
り
方
や
光
と
音
の
伝
わ
り
方
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

緊
急
地
震
速
報
に
よ
る
避
難
訓
練
の
後
，
地
震
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
地

震
の
揺
れ
の
伝
わ
り
方
や
光
と
音
の
伝
わ
り
方
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

自
転
車
の
ラ
イ
ト
の
豆
電
球
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
豆
電
球
に
比
べ
て
明
る
く
点
灯
し
た
こ
と
に
疑

問
を
も
っ
て
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
電
流
・
電
圧
と
抵
抗
及
び
電
力
と
発
生

す
る
光
の
明
る
さ
と
の
関
係
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る

神
経
系
の
働
き
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る

濃
度
が
異
な
る
食
塩
水
の
う
ち
，
特
定
の
質
量
パ
ー
セ
ン
ト

濃
度
の
も
の
を
指
摘
で
き
る

「
運
転
中
に
運
転
士
に
話
し
か
け
る
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
の
が
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
予
想
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
刺
激
と
反
応
に
つ
い
て
の
知
識
と
自
然

の
事
物
・
現
象
を
実
験
の
装
置
や
操
作
に
対
応
さ
せ
た
モ
デ
ル
実
験
の
知
識
・
技
能
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

理
科
通
信
の
ア
サ
リ
に
興
味
を
も
ち
，
ア
サ
リ
が
出
す
砂
の
質
量
は
何
に
関
係
し
て
い
る
の

か
を
科
学
的
に
探
究
す
る
学
習
場
面
に
お
い
て
，
水
溶
液
の
濃
さ
や
無
脊
椎
動
物
に
関
す
る

知
識
，
問
題
解
決
の
技
能
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

地
震
の
揺
れ
の
強
さ
が
震
度
で
あ
る
こ
と
，
Ｓ
波
に
よ
る
揺

れ
が
主
要
動
で
あ
る
こ
と
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る

緊
急
地
震
速
報
を
受
け
取
っ
て
か
ら
Ｓ
波
に
よ
る
揺
れ
が
始

ま
る
ま
で
の
時
間
が
最
も
長
い
観
測
地
点
を
指
摘
で
き
る

豆
電
球
と
豆
電
球
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
点
灯
の
様
子
と
電
力
と
の

関
係
を
指
摘
で
き
る

-1
0.

0 
▼

 +
10

.0

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

無
脊
椎
動
物
と
軟
体
動
物
の
体
の
つ
く
り
の
特
徴
に
関
す
る

知
識
を
活
用
で
き
る

無
解
答
率
(
％
)

全 国

正
答
率
(
％
)

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

グ
ラ

フ
（
対

全
国

）

倉 敷 市

岡 山 県

全 国 と の 差

全 国 と の 差

設
問
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

初
期
微
動
継
続
時
間
の
長
さ
と
震
源
か
ら
の
距
離
の
関
係
の

知
識
と
音
の
速
さ
に
関
す
る
知
識
を
活
用
で
き
る

風
向
の
観
測
方
法
や
記
録
の
仕
方
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を

活
用
で
き
る

炎
の
色
と
金
網
に
付
く
ス
ス
の
量
を
調
べ
る
実
験
を
計
画
す

る
際
に
，
「
変
え
な
い
条
件
」
を
指
摘
で
き
る

火
を
使
わ
な
い
で
発
熱
す
る
商
品
の
仕
組
み
を
科
学
的
に
探
究
し
て
実
験
ノ
ー
ト
に
ま
と
め

る
場
面
に
お
い
て
，
化
学
変
化
と
熱
に
つ
い
て
の
知
識
と
問
題
解
決
の
知
識
・
技
能
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

ま
た
，
探
究
の
過
程
を
振
り
返
り
，
新
た
な
疑
問
を
も
ち
問
題
を
見
い
だ
し
探
究
を
深
め
よ

う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
原
子
の
記
号
の
表
し
方
に
つ
い
て
の
知
識

を
身
に
付
け
て
い
る

理
科
通
信
の
ア
サ
リ
に
興
味
を
も
ち
，
ア
サ
リ
が
出
す
砂
の
質
量
は
何
に
関
係
し
て
い
る
の

か
を
科
学
的
に
探
究
す
る
学
習
場
面
に
お
い
て
，
水
溶
液
の
濃
さ
や
無
脊
椎
動
物
に
関
す
る

知
識
，
問
題
解
決
の
技
能
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
台
風
の
進
路
や
風
向
を
科
学
的
に
探
究
す

る
場
面
に
お
い
て
，
日
本
の
天
気
の
特
徴
に
関
す
る
知
識
と
観
測
方
法
や
記
録
の
仕
方
に
関

す
る
知
識
・
技
能
，
条
件
制
御
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み

る
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「
運
転
中
に
運
転
士
に
話
し
か
け
る
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
の
が
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
予
想
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
刺
激
と
反
応
に
つ
い
て
の
知
識
と
自
然

の
事
物
・
現
象
を
実
験
の
装
置
や
操
作
に
対
応
さ
せ
た
モ
デ
ル
実
験
の
知
識
・
技
能
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

図
書
便
り
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
「
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
」
を
読
ん
で
，
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
を
使
っ
た
燃
焼
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
実
験
器
具
の
操
作
や
化

学
変
化
と
原
子
・
分
子
，
条
件
制
御
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
台
風
の
進
路
や
風
向
を
科
学
的
に
探
究
す

る
場
面
に
お
い
て
，
日
本
の
天
気
の
特
徴
に
関
す
る
知
識
と
観
測
方
法
や
記
録
の
仕
方
に
関

す
る
知
識
・
技
能
，
条
件
制
御
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み

る

正
答
率
(
％
)

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

グ
ラ

フ
（
対

全
国

）

-1
0.

0 
▼

 +
10

.0

探
究
の
過
程
を
振
り
返
り
，
新
た
な
疑
問
を
も
ち
問
題
を
見

い
だ
し
探
究
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
水
の
温
度
変
化
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
の
新
た
な
問
題
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

火
を
使
わ
な
い
で
発
熱
す
る
商
品
の
仕
組
み
を
科
学
的
に
探
究
し
て
実
験
ノ
ー
ト
に
ま
と
め

る
場
面
に
お
い
て
，
化
学
変
化
と
熱
に
つ
い
て
の
知
識
と
問
題
解
決
の
知
識
・
技
能
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

ま
た
，
探
究
の
過
程
を
振
り
返
り
，
新
た
な
疑
問
を
も
ち
問
題
を
見
い
だ
し
探
究
を
深
め
よ

う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る

設
問
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

倉 敷 市

実
験
の
結
果
を
示
し
た
表
か
ら
電
流
の
値
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る

自
転
車
の
ラ
イ
ト
の
豆
電
球
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
豆
電
球
に
比
べ
て
明
る
く
点
灯
し
た
こ
と
に
疑

問
を
も
っ
て
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
電
流
・
電
圧
と
抵
抗
及
び
電
力
と
発
生

す
る
光
の
明
る
さ
と
の
関
係
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る

１
つ
の
要
因
を
変
え
る
と
そ
の
他
に
も
変
わ
る
可
能
性
の
あ

る
要
因
を
指
摘
で
き
る

オ
ー
ム
の
法
則
を
使
っ
て
，
抵
抗
の
値
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る

理
科
通
信
の
ア
サ
リ
に
興
味
を
も
ち
，
ア
サ
リ
が
出
す
砂
の
質
量
は
何
に
関
係
し
て
い
る
の

か
を
科
学
的
に
探
究
す
る
学
習
場
面
に
お
い
て
，
水
溶
液
の
濃
さ
や
無
脊
椎
動
物
に
関
す
る

知
識
，
問
題
解
決
の
技
能
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

自
転
車
の
ラ
イ
ト
の
豆
電
球
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
豆
電
球
に
比
べ
て
明
る
く
点
灯
し
た
こ
と
に
疑

問
を
も
っ
て
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
電
流
・
電
圧
と
抵
抗
及
び
電
力
と
発
生

す
る
光
の
明
る
さ
と
の
関
係
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る

理
科
通
信
の
ア
サ
リ
に
興
味
を
も
ち
，
ア
サ
リ
が
出
す
砂
の
質
量
は
何
に
関
係
し
て
い
る
の

か
を
科
学
的
に
探
究
す
る
学
習
場
面
に
お
い
て
，
水
溶
液
の
濃
さ
や
無
脊
椎
動
物
に
関
す
る

知
識
，
問
題
解
決
の
技
能
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

火
を
使
わ
な
い
で
発
熱
す
る
商
品
の
仕
組
み
を
科
学
的
に
探
究
し
て
実
験
ノ
ー
ト
に
ま
と
め

る
場
面
に
お
い
て
，
化
学
変
化
と
熱
に
つ
い
て
の
知
識
と
問
題
解
決
の
知
識
・
技
能
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る

ま
た
，
探
究
の
過
程
を
振
り
返
り
，
新
た
な
疑
問
を
も
ち
問
題
を
見
い
だ
し
探
究
を
深
め
よ

う
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
る

「
ア
サ
リ
が
出
し
た
砂
の
質
量
は
明
る
さ
に
関
係
し
て
い
る

と
は
い
え
な
い
」
と
考
察
し
た
理
由
を
指
摘
で
き
る

発
熱
パ
ッ
ク
に
入
っ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
水
の
温
度
変

化
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る

電
流
計
は
回
路
に
直
列
に
接
続
す
る
と
い
う
技
能
及
び
電
流

計
の
電
気
用
図
記
号
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る

植
物
を
入
れ
た
容
器
の
中
の
湿
度
が
高
く
な
る
蒸
散
以
外
の

原
因
を
指
摘
で
き
る

自
転
車
の
ラ
イ
ト
の
豆
電
球
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
豆
電
球
に
比
べ
て
明
る
く
点
灯
し
た
こ
と
に
疑

問
を
も
っ
て
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い
て
，
電
流
・
電
圧
と
抵
抗
及
び
電
力
と
発
生

す
る
光
の
明
る
さ
と
の
関
係
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る

部
屋
に
見
立
て
た
容
器
に
植
物
を
入
れ
て
湿
度
の
変
化
を
科
学
的
に
探
究
す
る
場
面
に
お
い

て
，
蒸
散
と
湿
度
に
関
す
る
知
識
，
問
題
解
決
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
を
み
る

反
応
の
時
間
を
測
定
す
る
装
置
や
操
作
を
刺
激
と
反
応
に
対

応
さ
せ
た
実
験
を
計
画
で
き
る

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
空
気
の
量
を
調
節
す
る
場
所
を
指
摘
で
き

る 太
平
洋
高
気
圧
（
小
笠
原
気
団
）
の
特
徴
に
つ
い
て
の
知
識

を
身
に
付
け
て
い
る

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差

無
解
答
率
(
％
)

倉 敷 市

岡 山 県

全 国

全 国 と の 差



 



４ 児童生徒質問紙・ 

学校質問紙から見える特徴 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（１）質問ごとの分析 

【授業に関する質問】（児童生徒質問紙：Ｐ５８・Ｐ６０・Ｐ６２・Ｐ６４） 

 

 

【小学６年生】 

 

○「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」を回答した児童の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：72.7 全国：76.7 差：-4.0 

＊Ｈ２９ 倉敷市：73.2 全国：77.9 差：-4.7 

＊Ｈ２８ 倉敷市：74.0  全国：77.8  差：-3.8 

【中学３年生】 

 

○「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」を回答した生徒の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：70.4 全国：73.8 差：-3.4 

＊Ｈ２９ 倉敷市：70.8 全国：74.9 差：-4.1 

＊Ｈ２８ 倉敷市：66.3  全国：73.8  差：-7.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

小（５５）中（５２） ・５年生(１，２年生)までに受けた授業では，課題の解決

に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いますか。 

○小学校中学校ともに，全国平均を下回っている。 

○中学校は，少しずつ全国平均との差が縮まっている。 



  

 

 

【授業に関する質問】（児童生徒質問紙：Ｐ５８・Ｐ６０・Ｐ６２・Ｐ６４） 

 

 

【小学６年生】 

 

○「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」を回答した児童の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：75.6 全国：77.7 差：-2.1 

＊Ｈ２９ 倉敷市：64.6 全国：68.2 差：-3.6 

＊Ｈ２８ 倉敷市：63.0  全国：64.7  差：-1.7 

＊Ｈ２７ 倉敷市：62.4  全国：62.8  差：-0.4 

＊Ｈ２６ 倉敷市：60.5  全国：61.0  差：-0.5 

【中学３年生】 

 

○「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」を回答した生徒の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：71.6 全国：76.3 差：-4.7 

＊Ｈ２９ 倉敷市：60.6 全国：64.8 差：-4.2 

＊Ｈ２８ 倉敷市：59.2  全国：64.8  差：-5.6 

＊Ｈ２７ 倉敷市：56.6  全国：62.9  差：-6.3 

＊Ｈ２６ 倉敷市：56.2  全国：61.9  差：-5.7 

 

 

小（５７）中（５４） ・学級の友達(生徒)との間で話し合う活動を通じて，自分

の考えを深めたり，広げたりすることができていると思いますか 

○小学校・中学校ともに，全国平均を下回っている。 

○中学校は，依然として５％近く全国平均と差がある。 



  

 

【家庭学習に関する質問】（児童生徒質問紙：Ｐ５７・Ｐ５９・Ｐ６１・Ｐ６４） 

 

【小学６年生】 

 

○「している」，「どちらかといえば，している」と回答した児童の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：68.1 全国：67.6 差：＋0.5 

＊Ｈ２９ 倉敷市：65.6 全国：64.5 差：＋1.1 

＊Ｈ２８ 倉敷市：63.0  全国：64.7  差：－1.7 

＊Ｈ２７ 倉敷市：62.4  全国：62.8  差：－0.4 

＊Ｈ２６ 倉敷市：60.5  全国：61.0  差：－0.5 

【中学３年生】 

 

○「している」，「どちらかといえば，している」と回答した生徒の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：47.4 全国：52.1 差：－4.7 

＊Ｈ２９ 倉敷市：46.7 全国：51.5 差：－4.8 

＊Ｈ２８ 倉敷市：44.4  全国：48.4  差：－4.0 

＊Ｈ２７  倉敷市：43.2  全国：48.8  差：－5.6 

＊Ｈ２６ 倉敷市：41.3  全国：46.4  差：－5.1 

 

 

 

 

 

 

小中（１０） ・家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか。 

○小学校については，５年間で肯定的な回答が増加し，全国平均を上回っている。 

○中学校についても，肯定的な解答は増えている。しかし，全国平均と比べると低い値

となっている。生活ノート等を活用し，自分で計画を立てる力を身に付けさせたい。 

 



  

 

 

【家庭学習に関する質問】（児童生徒質問紙：Ｐ５７・Ｐ５９・Ｐ６１・Ｐ６４） 

 

 

【小学６年生】 

 

○平日に１時間以上学習する児童の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：72.6 全国：66.2 差：＋6.4 

＊Ｈ２９ 倉敷市：72.9 全国：64.4 差：＋8.5 

＊Ｈ２８ 倉敷市：71.4 全国：62.5 差：＋8.9 

＊Ｈ２７ 倉敷市：67.9 全国：62.7 差：＋5.2 

  ＊Ｈ２６ 倉敷市：67.1 全国：62.0 差：＋5.1 

【中学３年生】 

 

 

 

 

 

○平日に１時間以上学習する生徒の割合 

 ＊Ｈ３０ 倉敷市：58.7 全国：70.6 差：－11.9 

＊Ｈ２９ 倉敷市：56.0 全国：69.6 差：－13.6 

＊Ｈ２８ 倉敷市：53.4 全国：67.9 差：－14.5 

＊Ｈ２７ 倉敷市：54.7 全国：69.0 差：－14.3 

 ＊Ｈ２６ 倉敷市：54.1 全国：67.9 差：－13.8 

  

 

 

小中（１４） ・学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれく

らいの時間，勉強しますか。（学習塾や家庭教師含む） 

○小学校については，全国平均と比べて学習時間は長くなっている。 

○中学生については，肯定的な回答は今年度増えているが，全国平均や県平均と比べて 

依然として学習時間が短くなっている。また，「全くしない」層が８．７％となって

いる。「３０分未満」の層と合わせると，２１．７％となっている。 



  

 

【家庭学習に関する質問】（学校質問紙：Ｐ６６・Ｐ６７・Ｐ７０・Ｐ７２） 

 

【小学６年生】 

 

○「よく行った」，「どちらかといえば，行った」と回答した学校の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：95.3 全国：91.6 差：＋3.7 

＊Ｈ２９ 倉敷市：95.2 全国：89.6 差：＋5.6 

＊Ｈ２８ 倉敷市：92.0  全国：88.8  差：＋3.2 

＊Ｈ２７ 倉敷市：95.2  全国：87.1  差：＋8.1 

＊Ｈ２６ 倉敷市：92.1  全国：85.4  差：＋6.7 

【中学３年生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「よく行った」，「どちらかといえば，行った」と回答した学校の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：76.9 全国：87.1 差：－10.2 

＊Ｈ２９ 倉敷市：69.3 全国：82.2 差：－12.9 

＊Ｈ２８ 倉敷市：76.9  全国：82.1  差：－ 5.2 

＊Ｈ２７ 倉敷市：57.5  全国：78.5  差：－21.0 

＊Ｈ２６ 倉敷市：65.3  全国：76.9  差：－11.6 

 

 

 

 

 

 

 

○小学校は，肯定的な回答が９５％を超えている。家庭学習の課題の与え方について， 

校内での教職員で共通理解が図られている様子がうかがえる。 

○中学校においても，肯定的な回答が増えてきている。しかし，全国平均と比べると， 

依然として１０％以上低い数値となっている。また，「当てはまる」という回答の数 

値が特に全国と比べると少ない結果となっている。 

小(６４) 中（６１）・調査対象学年の児童(生徒)に対して，前年度までに，家庭学習の課題

の与え方について，校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／算数（数学）共通） 



  

 

 

【家庭学習に関する質問】（学校質問紙：Ｐ６６・Ｐ６７・Ｐ７０・Ｐ７２） 

 

 

 

【小学６年生】 

 

○「よく行った」，「どちらかといえば，行った」と回答した学校の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：96.8 全国：93.3 差：＋3.5 

＊Ｈ２９ 倉敷市：98.4 全国：92.2 差：＋6.2 

＊Ｈ２８ 倉敷市：93.7  全国：91.9  差：＋1.8 

＊Ｈ２７ 倉敷市：95.2  全国：89.8  差：＋5.4 

＊Ｈ２６ 倉敷市：93.7  全国：88.2  差：＋5.5 

【中学３年生】 

 

○「よく行った」，「どちらかといえば，行った」と回答した学校の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：84.6 全国：90.2 差：－ 5.6 

＊Ｈ２９ 倉敷市：61.6 全国：88.3 差：－26.7 

＊Ｈ２８ 倉敷市：80.7  全国：87.9  差：－ 7.2 

＊Ｈ２７ 倉敷市：65.4  全国：85.7  差：－20.3 

＊Ｈ２６ 倉敷市：65.3  全国：84.8  差：－19.5 

 

 

 

 

 

小（６６）中（６３）・調査対象学年の児童(生徒)に対して，前年度までに，家庭学習の取組と 

して，児童(生徒)に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか。 

（国語／算数（数学）共通） 

○小学校においては，肯定的な回答が９５％を超えている。児童に家庭での学習方法等 

を具体例を挙げながら教えるようにしている様子がうかがえる。 

○中学校においては，昨年度に比べると大幅に改善が図られている。全国平均と比べて 

も差をつめている。しかし，年度によって変動も大きく，今後も研修等を通してこの 

項目が課題にとなっていることを周知するとともに，各校でその手立てを考えたい。 



  

 

 

【自己肯定感等に関する質問】（児童生徒質問紙：Ｐ５７・Ｐ６０・Ｐ６１・Ｐ６３） 

 

【小学６年生】 

 

○「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」を回答した児童の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：83.3 全国：84.0 差：－0.7 

＊Ｈ２９ 倉敷市：77.7 全国：77.9 差：－0.2 

＊Ｈ２８ 倉敷市：76.6  全国：76.3  差：＋0.3 

＊Ｈ２７ 倉敷市：76.4  全国：76.4  差：±0.0 

＊Ｈ２６ 倉敷市：77.1  全国：76.1  差：＋1.0 

【中学３年生】 

 

○「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」を回答した生徒の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：79.9 全国：78.8 差：＋1.1 

＊Ｈ２９ 倉敷市：71.7 全国：70.7 差：＋1.0 

＊Ｈ２８ 倉敷市：71.0  全国：69.3  差：＋1.7 

＊Ｈ２７ 倉敷市：68.7  全国：68.1  差：＋0.6 

＊Ｈ２６ 倉敷市：69.5  全国：67.1  差：＋2.4 

 

 

 

○小中学校とも肯定的な回答が，昨年度までの数値を超えている。小学校では，８０％

を超えている。中学校でも，８０％近くまでとなっており，自己肯定感が高まってい

る児童生徒が増えていることがうかがえる。 

○中学校では肯定的な回答が全国平均を超えている。一方，「当てはまらない」という

回答が，６．６％見られる。小学校でも４．８％見られる。 

小中（１） ・自分には，よいところがあると思いますか。 



  

 

【自己肯定感等に関する質問】（児童生徒質問紙：Ｐ５７・Ｐ５９・Ｐ６１・Ｐ６３） 

 

【小学６年生】 

 

○「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」を回答した児童の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：95.4 全国：95.2 差：＋0.2 

＊Ｈ２９ 倉敷市：92.7 全国：92.5 差：＋0.2 

＊Ｈ２８ 倉敷市：94.0  全国：93.8 差：＋0.2 

＊Ｈ２７ 倉敷市：94.8  全国：93.7  差：＋1.1 

＊Ｈ２６ 倉敷市：93.5  全国：94.0  差：－0.5 

【中学３年生】 

 

○「当てはまる」，「どちらかといえば，当てはまる」を回答した生徒の割合 

＊Ｈ３０ 倉敷市：95.2 全国：94.9 差：＋0.3 

＊Ｈ２９ 倉敷市：92.0 全国：91.9 差：＋0.1 

＊Ｈ２８ 倉敷市：91.9  全国：92.8  差：－0.9 

＊Ｈ２７ 倉敷市：93.4  全国：93.7  差：－0.3 

＊Ｈ２６ 倉敷市：94.1  全国：94.0  差：＋0.1 

 

 

 

 

 

 

○小中学校とも，肯定的な回答が９５％を超え，どちらも全国平均よりも高い数値とな 

っている。 

○肯定的な回答が，小中学校ともに，過去５年間で最も高い数値となっている。 

小中（６） ・人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 



番号 質　問　事　項 市 県 国

（１） 自分には，よいところがあると思いますか 83.3 85.1 84.0

（２） 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 83.0 87.1 85.3

（３） 将来の夢や目標を持っていますか 85.2 84.4 85.1

（４） 学校のきまりを守っていますか 88.6 90.3 89.5

（５） いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 96.6 97.0 96.8

（６） 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 95.4 95.5 95.2

（７） 朝食を毎日食べていますか 94.0 94.4 94.5

（８） 毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 75.8 77.2 77.0

（９） 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 87.5 89.1 88.8

（１０） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 68.1 70.1 67.6

（１１） 家で，学校の宿題をしていますか 96.9 97.6 97.1

（１２） 家で，学校の授業の予習・復習をしていますか 63.9 64.5 62.6

（１３）
家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習において，教科書を使いながら学習して
いますか 72.3 72.8 69.9

（１４）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉
強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）※
１時間以上

72.6 72.7 66.2

（１５）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読
書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）※３０分以上 40.1 40.8 41.1

（１８） 家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか 82.3 81.4 80.5

（１９）
５年生までに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関わったり
する機会があったと思いますか 71.5 74.7 74.4

（２０） 今住んでいる地域の行事に参加していますか 51.2 65.2 62.7

（２１） 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか 61.0 62.5 63.8

（２２） 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか 46.4 48.0 49.9

（２３） 地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか 32.9 37.8 36.1

（２４）
地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）に勉強やスポーツを教えてもらったり，
一緒に遊んだりすることがありますか 40.4 41.8 41.6

（２５） 新聞を読んでいますか※週１～３回以上 19.1 20.6 19.9

（２６）
テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話やスマート
フォンを使ってインターネットのニュースを見る場合も含む） 86.0 85.4 86.2

（２７） 算数の勉強は好きですか 65.1 63.6 64.0

（２８） 算数の勉強は大切だと思いますか 92.6 92.8 92.1

（２９） 算数の授業の内容はよく分かりますか 80.8 82.5 83.4

（３０） 算数の授業で新しい問題に出合ったとき，それを解いてみたいと思いますか 73.9 75.1 74.3

（３１） 算数の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法を考えますか 77.0 79.7 78.4

（３２） 算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 63.9 64.8 64.4

（２）児童質問紙
　  　小学６年生　各質問事項の肯定的な回答の割合（設問順）
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番号 質　問　事　項 市 県 国

（３３） 算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 91.0 91.6 90.3

（３４） 算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか 76.8 77.6 78.5

（３５） 算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしていますか 77.7 79.9 80.4

（３６） 算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか 85.0 86.0 85.8

（３７）
今回の算数の問題について，言葉や数，式を使って，わけや求め方などを書く問題が
ありましたが，どのように解答しましたか 71.0 72.4 70.6

（３８） 理科の勉強は好きですか 83.6 83.3 83.5

（３９） 理科の勉強は大切だと思いますか 85.2 86.3 85.4

（４０） 理科の授業の内容はよく分かりますか 88.6 89.0 89.4

（４１） 自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか 86.0 86.5 87.0

（４２） 理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 62.5 64.0 64.7

（４３） 理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 72.0 74.5 72.9

（４４） 将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか 25.2 25.2 26.1

（４５） 理科の授業で，自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしていますか 54.9 56.2 54.5

（４６） 理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか※月１回以上 82.7 86.7 89.1

（４７） 観察や実験を行うことは好きですか 88.7 88.4 89.8

（４８） 理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか 75.3 75.1 75.2

（４９）
理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分かったのか考えています
か 80.5 81.5 81.8

（５０）
理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返って考え
ていますか 67.0 69.7 68.1

（５１）
今回の理科の問題について，解答を文章などで書く問題がありました。それらの問題
について，どのように解答しましたか 78.0 78.7 77.3

（５２） ５年生のとき，理科の授業がおもしろいと思いましたか 89.2 87.7 87.5

（５３）
５年生のとき，理科の授業を受けた後に，習ったことに関わることで，もっと知りたいこ
とがでてきましたか 75.7 75.5 75.1

（５４）
今，社会のことがらや自然のことがらに，「不思議だな」「おもしろいな」などと思います
か 81.5 81.6 82.0

（５５）
５年生までに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組ん
でいたと思いますか 72.7 76.0 76.7

（５６）
５年生までに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝
わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと思いますか 57.8 61.3 61.0

（５７）
学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすること
ができていると思いますか 75.6 76.9 77.7

（５８） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ） 82.4 79.9 80.0

（５９） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ） 76.3 73.9 74.7

（６０） 調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ａ） 82.9 80.0 80.3

（６１） 調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ｂ） 66.9 64.2 66.0

（６２） 調査問題の解答時間は十分でしたか（理科） 90.6 90.2 90.1
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番号 質　問　事　項 市 県 国

（１４）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉
強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）※
１時間以上

72.6 72.7 66.2

（６０） 調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ａ） 82.9 80.0 80.3

（１３）
家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習において，教科書を使いながら学習して
いますか 72.3 72.8 69.9

（５８） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ） 82.4 79.9 80.0

（１８） 家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか 82.3 81.4 80.5

（５２） ５年生のとき，理科の授業がおもしろいと思いましたか 89.2 87.7 87.5

（５９） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ） 76.3 73.9 74.7

（１２） 家で，学校の授業の予習・復習をしていますか 63.9 64.5 62.6

（２７） 算数の勉強は好きですか 65.1 63.6 64.0

（６１） 調査問題の解答時間は十分でしたか（算数Ｂ） 66.9 64.2 66.0

（３３） 算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 91.0 91.6 90.3

（５１）
今回の理科の問題について，解答を文章などで書く問題がありました。それらの問題
について，どのように解答しましたか 78.0 78.7 77.3

（５３）
５年生のとき，理科の授業を受けた後に，習ったことに関わることで，もっと知りたいこ
とがでてきましたか 75.7 75.5 75.1

（１０） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 68.1 70.1 67.6

（２８） 算数の勉強は大切だと思いますか 92.6 92.8 92.1

（６２） 調査問題の解答時間は十分でしたか（理科） 90.6 90.2 90.1

（３７）
今回の算数の問題について，言葉や数，式を使って，わけや求め方などを書く問題が
ありましたが，どのように解答しましたか 71.0 72.4 70.6

（４５） 理科の授業で，自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしていますか 54.9 56.2 54.5

（６） 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 95.4 95.5 95.2

（４８） 理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか 75.3 75.1 75.2

（３） 将来の夢や目標を持っていますか 85.2 84.4 85.1

（３８） 理科の勉強は好きですか 83.6 83.3 83.5

（２６）
テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話やスマート
フォンを使ってインターネットのニュースを見る場合も含む） 86.0 85.4 86.2

（５） いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 96.6 97.0 96.8

（１１） 家で，学校の宿題をしていますか 96.9 97.6 97.1

（３９） 理科の勉強は大切だと思いますか 85.2 86.3 85.4

（３０） 算数の授業で新しい問題に出合ったとき，それを解いてみたいと思いますか 73.9 75.1 74.3

（７） 朝食を毎日食べていますか 94.0 94.4 94.5

（５４）
今，社会のことがらや自然のことがらに，「不思議だな」「おもしろいな」などと思います
か 81.5 81.6 82.0

（３２） 算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 63.9 64.8 64.4

（３）児童質問紙
　  　小学６年生　各質問事項の肯定的な回答の割合（全国差順）
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番号 質　問　事　項 市 県 国

（１） 自分には，よいところがあると思いますか 83.3 85.1 84.0

（２５） 新聞を読んでいますか※週１～３回以上 19.1 20.6 19.9

（３６） 算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか 85.0 86.0 85.8

（４０） 理科の授業の内容はよく分かりますか 88.6 89.0 89.4

（４４） 将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか 25.2 25.2 26.1

（４） 学校のきまりを守っていますか 88.6 90.3 89.5

（４３） 理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 72.0 74.5 72.9

（１５）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読
書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）※３０分以上 40.1 40.8 41.1

（４１） 自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか 86.0 86.5 87.0

（５０）
理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返って考え
ていますか 67.0 69.7 68.1

（４７） 観察や実験を行うことは好きですか 88.7 88.4 89.8

（８） 毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 75.8 77.2 77.0

（２４）
地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）に勉強やスポーツを教えてもらったり，
一緒に遊んだりすることがありますか 40.4 41.8 41.6

（９） 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 87.5 89.1 88.8

（４９）
理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分かったのか考えています
か 80.5 81.5 81.8

（３１） 算数の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法を考えますか 77.0 79.7 78.4

（３４） 算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか 76.8 77.6 78.5

（５７）
学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすること
ができていると思いますか 75.6 76.9 77.7

（４２） 理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 62.5 64.0 64.7

（２） 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 83.0 87.1 85.3

（２９） 算数の授業の内容はよく分かりますか 80.8 82.5 83.4

（３５） 算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしていますか 77.7 79.9 80.4

（２１） 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか 61.0 62.5 63.8

（１９）
５年生までに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関わったり
する機会があったと思いますか 71.5 74.7 74.4

（５６）
５年生までに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝
わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと思いますか 57.8 61.3 61.0

（２３） 地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか 32.9 37.8 36.1

（２２） 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか 46.4 48.0 49.9

（５５）
５年生までに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組ん
でいたと思いますか 72.7 76.0 76.7

（４６） 理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか※月１回以上 82.7 86.7 89.1

（２０） 今住んでいる地域の行事に参加していますか 51.2 65.2 62.7
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番号 質　問　事　項 市 県 国

（１） 自分には，よいところがあると思いますか 79.9 81.4 78.8

（２） 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 82.3 85.4 82.2

（３） 将来の夢や目標を持っていますか 71.6 71.3 72.4

（４） 学校の規則を守っていますか 94.4 94.9 95.1

（５） いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 95.7 95.8 95.5

（６） 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 95.2 95.4 94.9

（７） 朝食を毎日食べていますか 91.3 91.8 91.9

（８） 毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 73.6 75.4 74.2

（９） 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 89.4 90.0 90.3

（１０） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 47.4 50.9 52.1

（１１） 家で，学校の宿題をしていますか 89.1 90.3 91.6

（１２） 家で，学校の授業の予習・復習をしていますか 41.5 45.9 55.2

（１３） 家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習において，教科書を使いながら学習していますか 67.7 68.9 71.3

（１４）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をします
か（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）※１時間以上 58.7 60.4 70.6

（１５）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をします
か（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）※３０分以上 30.2 31.2 30.9

（１８） 家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか 76.9 77.5 76.0

（１９）
１，２年生までに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関わったりする機
会があったと思いますか 64.6 69.9 68.7

（２０） 今住んでいる地域の行事に参加していますか 38.3 47.1 45.6

（２１） 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか 58.7 60.1 59.3

（２２） 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか 36.3 38.4 38.7

（２３） 地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか 58.9 59.8 51.8

（２４）
地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）に勉強やスポーツを教えてもらったり，一緒に遊ん
だりすることがありますか 27.3 25.3 25.5

（２５） 新聞を読んでいますか※週１～３回以上 28.4 30.6 29.2

（２６）
テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話やスマートフォンを使っ
てインターネットのニュースを見る場合も含む） 87.2 87.2 86.6

（２７） 数学の勉強は好きですか 50.3 52.5 53.9

（２８） 数学の勉強は大切だと思いますか 83.6 84.8 83.6

（２９） 数学の授業の内容はよく分かりますか 63.9 67.6 71.0

（３０） 数学ができるようになりたいと思いますか 91.5 92.1 92.5

（３１） 数学の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法を考えますか 66.1 68.5 70.3

-1.8 -0.6 

-0.6 

-0.2 +0.3

-0.5 -0.6 

-3.1 +0.1

+0.3 -0.8 

-0.5 -0.7 

-0.9 

県との差 全国との差

-1.5 +1.1

-10.0 ▼ +10.0 -10.0 ▼ +10.0

-0.1 +0.2

-3.5 -4.7 

-1.7 -11.9 

-1.0 -0.7 

-0.6 +0.9

-1.2 -2.5 

-4.4 -13.7 

-1.2 -3.6 

-2.1 -2.4 

-0.9 +7.1

+2.0

-4.1 

-8.8 -7.3 

-1.4 -0.6 

-1.2 +0.0

-3.7 -7.1 

-3.6 

+1.8

-5.3 

-2.4 -4.2 

（４）生徒質問紙
　　　中学３年生　各質問事項の肯定的な回答の割合（設問順）
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番号 質　問　事　項 市 県 国

（３２） 数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 36.0 38.1 38.7

（３３） 数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 74.0 75.3 72.9

（３４） 数学の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか 65.4 66.9 69.2

（３５） 数学の授業で公式やきまりを習うとき，その根拠を理解するようにしていますか 66.2 68.8 70.4

（３６） 数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか 81.8 79.9 80.6

（３７）
今回の数学の問題について，解答を言葉や数，式を使って説明する問題がありましたが，それら
の問題で最後まで解答を書こうと努力しましたか 51.0 55.4 55.5

（３８） 理科の勉強は好きですか 62.2 63.6 62.9

（３９） 理科の勉強は大切だと思いますか 69.1 70.4 70.6

（４０） 理科の授業の内容はよく分かりますか 67.4 68.6 70.0

（４１） 自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか 75.4 76.6 77.6

（４２） 理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 41.2 43.3 45.4

（４３） 理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 55.1 56.2 55.7

（４４） 将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか 22.7 22.5 22.2

（４５） 理科の授業で，自分の考えや考察をまわりの人に説明したり発表したりしていますか 36.9 41.0 41.4

（４６） 理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか※月１回以上 84.7 89.7 87.1

（４７） 観察や実験を行うことは好きですか 78.0 80.6 82.1

（４８） 理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか 51.6 56.6 58.5

（４９） 理科の授業で，観察や実験の結果をもとに考察していますか 61.7 68.3 72.3

（５０） 理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返って考えていますか 51.5 56.8 59.0

（５１）
今回の理科の問題について，解答を文章などで書く問題がありましたが，最後まで解答を書こう
と努力しましたか 59.4 63.3 62.8

（５２）
１，２年生のときに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでい
たと思いますか 70.4 73.7 73.8

（５３）
１，２年生のときに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよ
う，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと思いますか 47.0 51.5 53.8

（５４）
生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思い
ますか 71.6 75.9 76.3

（５５） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ） 90.8 92.0 92.1

（５６） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ） 77.9 80.4 82.2

（５７） 調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ａ） 91.3 92.3 91.5

（５８） 調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ｂ） 73.0 73.4 73.5

（５９） 調査問題の解答時間は十分でしたか（理科） 91.5 92.6 92.3

県との差 全国との差
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番号 質　問　事　項 市 県 国

（２３） 地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか 58.9 59.8 51.8

（２４）
地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）に勉強やスポーツを教えてもらったり，
一緒に遊んだりすることがありますか 27.3 25.3 25.5

（３６） 数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか 81.8 79.9 80.6

（１） 自分には，よいところがあると思いますか 79.9 81.4 78.8

（３３） 数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 74.0 75.3 72.9

（１８） 家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか 76.9 77.5 76.0

（２６）
テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話やスマート
フォンを使ってインターネットのニュースを見る場合も含む） 87.2 87.2 86.6

（４４） 将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思いますか 22.7 22.5 22.2

（６） 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 95.2 95.4 94.9

（５） いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 95.7 95.8 95.5

（２） 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 82.3 85.4 82.2

（２８） 数学の勉強は大切だと思いますか 83.6 84.8 83.6

（５７） 調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ａ） 91.3 92.3 91.5

（５８） 調査問題の解答時間は十分でしたか（数学Ｂ） 73.0 73.4 73.5

（７） 朝食を毎日食べていますか 91.3 91.8 91.9

（２１） 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか 58.7 60.1 59.3

（４３） 理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか 55.1 56.2 55.7

（８） 毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 73.6 75.4 74.2

（４） 学校の規則を守っていますか 94.4 94.9 95.1

（３８） 理科の勉強は好きですか 62.2 63.6 62.9

（１５）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読
書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）※３０分以上 30.2 31.2 30.9

（５９） 調査問題の解答時間は十分でしたか（理科） 91.5 92.6 92.3

（２５） 新聞を読んでいますか※週１～３回以上 28.4 30.6 29.2

（３） 将来の夢や目標を持っていますか 71.6 71.3 72.4

（９） 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 89.4 90.0 90.3

（３０） 数学ができるようになりたいと思いますか 91.5 92.1 92.5

（５５） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ａ） 90.8 92.0 92.1

（３９） 理科の勉強は大切だと思いますか 69.1 70.4 70.6
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（５）生徒質問紙
　　　中学３年生　各質問事項の肯定的な回答の割合（全国差順）



番号 質　問　事　項 市 県 国

（４１） 自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがありますか 75.4 76.6 77.6

（４６） 理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか※月１回以上 84.7 89.7 87.1

（２２） 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか 36.3 38.4 38.7

（１１） 家で，学校の宿題をしていますか 89.1 90.3 91.6

（４０） 理科の授業の内容はよく分かりますか 67.4 68.6 70.0

（３２） 数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 36.0 38.1 38.7

（５２）
１，２年生のときに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取
り組んでいたと思いますか

70.4 73.7 73.8

（５１）
今回の理科の問題について，解答を文章などで書く問題がありましたが，最後まで解
答を書こうと努力しましたか

59.4 63.3 62.8

（２７） 数学の勉強は好きですか 50.3 52.5 53.9

（１３）
家で予習・復習やテスト勉強などの自学自習において，教科書を使いながら学習して
いますか

67.7 68.9 71.3

（３４） 数学の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか 65.4 66.9 69.2

（４７） 観察や実験を行うことは好きですか 78.0 80.6 82.1

（１９）
１，２年生までに受けた授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の人と関わっ
たりする機会があったと思いますか

64.6 69.9 68.7

（３５） 数学の授業で公式やきまりを習うとき，その根拠を理解するようにしていますか 66.2 68.8 70.4

（４２） 理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 41.2 43.3 45.4

（３１） 数学の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法を考えますか 66.1 68.5 70.3

（５６） 調査問題の解答時間は十分でしたか（国語Ｂ） 77.9 80.4 82.2

（４５） 理科の授業で，自分の考えや考察をまわりの人に説明したり発表したりしていますか 36.9 41.0 41.4

（３７）
今回の数学の問題について，解答を言葉や数，式を使って説明する問題がありまし
たが，それらの問題で最後まで解答を書こうと努力しましたか

51.0 55.4 55.5

（１０） 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 47.4 50.9 52.1

（５４）
生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができて
いると思いますか

71.6 75.9 76.3

（５３）
１，２年生のときに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがう
まく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと思いますか

47.0 51.5 53.8

（４８） 理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか 51.6 56.6 58.5

（２９） 数学の授業の内容はよく分かりますか 63.9 67.6 71.0

（２０） 今住んでいる地域の行事に参加していますか 38.3 47.1 45.6

（５０）
理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返って考え
ていますか

51.5 56.8 59.0

（４９） 理科の授業で，観察や実験の結果をもとに考察していますか 61.7 68.3 72.3

（１４）
学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉
強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）※
１時間以上

58.7 60.4 70.6

（１２） 家で，学校の授業の予習・復習をしていますか 41.5 45.9 55.2
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番号 質　問　事　項 市 県 国

（１２） 調査対象学年の児童は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思いますか 95.2 90.1 89.4

（１３）
調査対象学年の児童は，授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り
組むことができていると思いますか 87.3 83.5 83.6

（１６）
指導計画の作成に当たっては，各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校の教
育目標を踏まえた横断的な視点で，その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に
配列していますか

95.2 94.8 94.7

（１７）
教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について，各教科等の教育目標や内容の
相互関連が分かるように作成していますか 92.1 91.1 93.2

（１８）
児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき，教育課程を編成
し，実施し，評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか 95.2 98.4 94.9

（１９）
指導計画の作成に当たっては，教育内容と，教育活動に必要な人的・物的資源等を，
地域等の外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせていますか 95.2 98.5 96.0

（２０） 教育課程の趣旨について，家庭や地域との共有を図る取組を行っていますか 85.7 91.4 90.6

（２１）
前年度までに，近隣等の中学校と，教科の教育課程の接続や，教科に関する共通の
目標設定など，教育課程に関する共通の取組を行いましたか 49.2 70.5 63.1

（２２）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，習得・活用及び探究の学習過程を見
通した指導方法の改善及び工夫をしましたか 88.9 91.4 93.0

（２３）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，将来就きたい仕事や夢について考えさ
せる指導をしましたか 73.0 81.2 83.3

（２４）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，学級全員で取り組んだり挑戦したりす
る課題やテーマを与えましたか 98.4 95.3 96.5

（２５）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，学習規律（私語をしない，話をしている
人の方を向いて聞く，聞き手に向かって話をする，授業開始のチャイムを守るなど）の
維持を徹底しましたか

96.8 98.2 97.7

（２６）
調査対象学年の児童に対して，前年度に，各教科等で身に付けたことを，様々な課題
の解決に生かすことができるような機会を設けましたか 85.7 85.9 89.7

（２７）
調査対象学年の児童に対して，前年度に，教科等の指導に当たって，地域や社会で
起こっている問題や出来事を学習の題材として取り扱いましたか 77.8 81.0 85.1

（２８）
調査対象学年の児童に対する指導において，前年度に，教員が大型提示装置（プロ
ジェクター，電子黒板等）等のＩＣＴを活用した授業を１クラス当たりどの程度行いました
か※週１回以上

84.1 84.6 73.0

（２９）
調査対象学年の児童に対する指導において，前年度に，児童がコンピュータ等のＩＣＴ
を活用する学習活動を１クラス当たりどの程度行いましたか※週１回以上 42.8 36.3 36.6

（３０）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，学校生活の中で，児童一人一人のよ
い点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組をどの程度行いましたか 98.4 98.2 99.0

（３１）
平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について，調査対象学年・教
科だけではなく，学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか※よく行った 46.0 49.6 42.7

（３２）
平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人た
ちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホームページや学校だより等への掲
載，保護者会等での説明を含む）※よく行った

20.6 35.2 35.7

（３３）
全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と併
せて分析し，具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っていますか 96.8 98.7 94.4

（３４）
平成２９年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について，近隣等の中学校と成
果や課題を共有しましたか 73.0 83.8 63.3

（３５）
調査対象学年の児童に対して，算数の授業において，前年度に，習熟の遅いグルー
プに対して少人数による指導を行い，習得できるようにしましたか※年間の授業のうち
２分の１以上

20.6 31.3 35.2

（３６）
調査対象学年の児童に対して，算数の授業において，前年度に，習熟の早いグルー
プに対して少人数による指導を行い，発展的な内容を扱いましたか※年間の授業のう
ち２分の１以上

15.8 15.7 25.7

（３７）
調査対象学年の児童に対する算数の指導として，前年度までに，補充的な学習の指
導を行いましたか 92.1 92.2 94.3

（３８）
調査対象学年の児童に対する算数の指導として，前年度までに，発展的な学習の指
導を行いましたか 65.1 59.3 64.5

（３９）
調査対象学年の児童に対する算数の指導として，前年度までに，実生活における事
象との関連を図った授業を行いましたか 76.2 69.4 78.0

（４０）
調査対象学年の児童に対する算数の指導として，前年度までに，計算問題などの反
復練習をする授業を行いましたか 96.8 96.6 96.7

（４１）
調査対象学年の児童に対する算数の授業では，前年度までに，教科担任制を実施し
ていましたか※実施している 1.6 5.2 9.3

（４２）
調査対象学年の児童に対する理科の授業において，前年度に，児童の好奇心や意欲
が喚起されるよう，工夫していましたか 92.1 93.0 96.1

（４３）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，補充的な学習の指
導を行いましたか 54.0 52.5 66.5

（４４）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，発展的な学習の指
導を行いましたか 49.2 39.4 56.5

（４５）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，実生活における事
象との関連を図った授業を行いましたか 77.7 72.9 85.7

（４６）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，児童が科学的な体
験や自然体験をする授業を行いましたか 74.6 76.2 88.1

（４７）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，自ら考えた仮説をも
とに観察，実験の計画を立てさせる指導を行いましたか 81.0 82.2 86.5

（４８）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，観察や実験の結果
を整理し考察する指導を行いましたか 96.8 93.0 96.0

（４９）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，観察や実験におけ
るカードやノートへの記録・記述の方法に関する指導を行いましたか 93.7 92.1 94.4
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番号 質　問　事　項 市 県 国

（５０）
調査対象学年の児童に対する理科の授業やその準備において，前年度に，観察実験
補助員が配置されていましたか※配置されていた 12.7 13.1 14.7

（５１）
調査対象学年の児童に対する理科の授業において，前年度に，理科室で児童が観察
や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行いましたか 93.6 96.9 97.4

（５２）
学校の教員は，特別支援教育について理解し，前年度までに，調査対象学年の児童
に対する授業の中で，児童の特性に応じた指導上の工夫（板書や説明の仕方，教材
の工夫など）を行いましたか

96.8 95.1 94.4

（５３）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，地域の人材を外部講師として招聘した
授業を行いましたか 76.1 85.9 83.4

（５４）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，ボランティア等による授業サポート（補
助）を行いましたか 65.1 66.9 49.2

（５５）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，博物館や科学館，図書館を利用した
授業を行いましたか 46.0 38.9 49.0

（５６）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，地域や社会をよくするために何をすべ
きかを考えさせるような指導を行いましたか 79.4 78.5 79.1

（５７）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，授業や課外活動で地域のことを調べ
たり，地域の人と関わったりする機会の設定を行いましたか 84.1 87.2 86.2

（５８）
調査対象学年の児童に対して，小学校在籍期間中に，教育課程に位置づけられた自
然の中での集団宿泊活動を行ったことがあるか，または今後行う予定がありますか
（複数回実施した場合は，最も長期のもの）※２泊３日以上行った

20.7 9.2 40.8

（５９） 職場見学や職場体験活動を行っていますか※行っている 36.5 32.4 47.5

（６０）
保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課後支
援，学校行事の運営などの活動に参加していますか 100.0 98.1 97.7

（６１）
地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして，（６０）の質問に
あるような保護者や地域の人との協働による活動を行いましたか 81.0 81.2 72.8

（６２）
（６０）の質問にあるような保護者や地域の人との協働による取組は，学校の教育水準
の向上に効果がありましたか 100.0 96.9 95.4

（６３）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，保護者に対して児童の家庭学習を促
すような働きかけを行いましたか（国語／算数共通） 96.9 98.9 97.2

（６４）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，家庭学習の課題の与え方について，
校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／算数共通） 95.3 97.4 91.6

（６５）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，調べたり文章
を書いたりしてくる宿題を与えましたか（国語／算数共通） 92.0 86.9 84.4

（６６）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，児童に家庭で
の学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか（国語／算数共通） 96.8 95.5 93.3

（６７）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，算数の指導として，家庭学習の課題
（宿題）を与えましたか 100.0 100.0 99.5

（６８）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，算数の指導として，児童に与えた家庭
学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について，評価・指導しましたか 98.5 98.9 97.6

（６９）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，理科の指導として，家庭学習の課題
（宿題）を与えましたか 49.2 42.3 45.7

（７０）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，理科の指導として，長期休業期間中に
自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を与えましたか 93.6 82.5 86.0

（７１）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，理科の指導として，児童に与えた家庭
学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について，評価・指導しましたか 76.2 70.3 74.1

（７２）
校長のリーダーシップのもと，研修リーダー等を校内に設け，校内研修の実施計画を
整備するなど，組織的，継続的な研修を行っていますか 100.0 99.2 99.3

（７３） 学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか 96.8 94.5 94.0

（７４） 模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか 95.2 97.1 96.7

（７５）
教員が，他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加できるように
していますか 96.8 95.3 97.4

（７６）
個々の教員が，自らの専門性を高めていこうとしている教科・領域等を決めており，校
外の教科教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加していますか 84.1 81.8 87.2

（７７）
前年度までに，近隣等の中学校と，授業研究を行うなど，合同して研修を行いました
か 57.1 77.0 69.5

（７８）
教職員は，校内外の研修や研究会に参加し，その成果を教育活動に積極的に反映さ
せていますか 98.5 96.4 96.9

（７９）
学習指導と学習評価の計画の作成に当たっては，教職員同士が協力し合っています
か 98.4 95.3 97.5

（８０）
学校全体の言語活動の実施状況や課題について，全教職員の間で話し合ったり，検
討したりしていますか 88.9 90.8 93.1

（８１）
言語活動について，国語科だけではなく，各教科，道徳，外国語活動，総合的な学習
の時間及び特別活動を通じて，学校全体として取り組んでいますか 87.3 90.9 94.2

（８２）
学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し，学校として組織的に取り組んでい
ますか 95.2 97.7 98.5

（８３） 学校として業務改善に取り組んでいますか 96.8 95.3 97.4

（８４） 校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか 100.0 95.1 95.1

県との差 全国との差
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番号 質　問　事　項 市 県 国

（５４）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，ボランティア等による授業サポート（補
助）を行いましたか

65.1 66.9 49.2

（２８）
調査対象学年の児童に対する指導において，前年度に，教員が大型提示装置（プロ
ジェクター，電子黒板等）等のＩＣＴを活用した授業を１クラス当たりどの程度行いました
か※週１回以上

84.1 84.6 73.0

（３４）
平成２９年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について，近隣等の中学校と成
果や課題を共有しましたか 73.0 83.8 63.3

（６１）
地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして，（６０）の質問に
あるような保護者や地域の人との協働による活動を行いましたか

81.0 81.2 72.8

（６５）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，調べたり文章
を書いたりしてくる宿題を与えましたか（国語／算数共通） 92.0 86.9 84.4

（７０）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，理科の指導として，長期休業期間中
に自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を与えましたか 93.6 82.5 86.0

（２９）
調査対象学年の児童に対する指導において，前年度に，児童がコンピュータ等のＩＣＴ
を活用する学習活動を１クラス当たりどの程度行いましたか※週１回以上

42.8 36.3 36.6

（１２） 調査対象学年の児童は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思いますか 95.2 90.1 89.4

（８４） 校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか 100.0 95.1 95.1

（６２）
（６０）の質問にあるような保護者や地域の人との協働による取組は，学校の教育水
準の向上に効果がありましたか

100.0 96.9 95.4

（１３）
調査対象学年の児童は，授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取
り組むことができていると思いますか 87.3 83.5 83.6

（６４）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，家庭学習の課題の与え方について，
校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／算数共通）

95.3 97.4 91.6

（６６）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，児童に家庭で
の学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか（国語／算数共通） 96.8 95.5 93.3

（６９）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，理科の指導として，家庭学習の課題
（宿題）を与えましたか

49.2 42.3 45.7

（３１）
平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について，調査対象学年・
教科だけではなく，学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか※よく行っ
た

46.0 49.6 42.7

（７３） 学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか 96.8 94.5 94.0

（５２）
学校の教員は，特別支援教育について理解し，前年度までに，調査対象学年の児童
に対する授業の中で，児童の特性に応じた指導上の工夫（板書や説明の仕方，教材
の工夫など）を行いましたか

96.8 95.1 94.4

（３３）
全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と
併せて分析し，具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っていますか

96.8 98.7 94.4

（６０）
保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課後支
援，学校行事の運営などの活動に参加していますか 100.0 98.1 97.7

（７１）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，理科の指導として，児童に与えた家庭
学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について，評価・指導しましたか

76.2 70.3 74.1

（２４）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，学級全員で取り組んだり挑戦したりす
る課題やテーマを与えましたか

98.4 95.3 96.5

（７８）
教職員は，校内外の研修や研究会に参加し，その成果を教育活動に積極的に反映さ
せていますか 98.5 96.4 96.9

（６８）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，算数の指導として，児童に与えた家庭
学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について，評価・指導しましたか

98.5 98.9 97.6

（７９）
学習指導と学習評価の計画の作成に当たっては，教職員同士が協力し合っています
か 98.4 95.3 97.5

（４８）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，観察や実験の結果
を整理し考察する指導を行いましたか 96.8 93.0 96.0

（７２）
校長のリーダーシップのもと，研修リーダー等を校内に設け，校内研修の実施計画を
整備するなど，組織的，継続的な研修を行っていますか

100.0 99.2 99.3

（３８）
調査対象学年の児童に対する算数の指導として，前年度までに，発展的な学習の指
導を行いましたか

65.1 59.3 64.5

（１６）
指導計画の作成に当たっては，各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校の教
育目標を踏まえた横断的な視点で，その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に
配列していますか

95.2 94.8 94.7

（６７）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，算数の指導として，家庭学習の課題
（宿題）を与えましたか

100.0 100.0 99.5

（５６）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，地域や社会をよくするために何をすべ
きかを考えさせるような指導を行いましたか 79.4 78.5 79.1

（１８）
児童の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき，教育課程を編成
し，実施し，評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか

95.2 98.4 94.9

（４０）
調査対象学年の児童に対する算数の指導として，前年度までに，計算問題などの反
復練習をする授業を行いましたか 96.8 96.6 96.7

（６３）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，保護者に対して児童の家庭学習を促
すような働きかけを行いましたか（国語／算数共通） 96.9 98.9 97.2

（３０）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，学校生活の中で，児童一人一人のよ
い点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組をどの程度行いましたか

98.4 98.2 99.0

（８３） 学校として業務改善に取り組んでいますか 96.8 95.3 97.4

（７５）
教員が，他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加できるように
していますか

96.8 95.3 97.4

県との差 全国との差

-10.0 ▼ +10.0 -10.0 ▼ +10.0

-1.8 +15.9

+5.1 +7.6

+11.1 +7.6

+6.5 +6.2

-0.5 +11.1

-10.8 +9.7

-0.2 +8.2

+3.8 +3.7

-2.1 +3.7

+1.3 +3.5

+5.1 +5.8

+4.9 +4.9

+3.1 +4.6

+1.7 +2.4

-1.9 +2.4

+1.9 +2.3

+6.9 +3.5

-3.6 +3.3

+2.3 +2.8

-0.4 +0.9

+3.1 +0.9

+3.8 +0.8

+5.9 +2.1

+3.1 +1.9

+2.1 +1.6

+0.0 +0.5

+0.9 +0.3

-3.2 +0.3

+0.8 +0.7

+5.8 +0.6

+0.4 +0.5

-2.0 -0.3 

+0.2 -0.6 

+0.2 +0.1

+1.5 -0.6 

+1.5 -0.6 

（７）学校質問紙
　    小学６年生　各質問事項の肯定的な回答の割合（全国差順）



番号 質　問　事　項 市 県 国

（４９）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，観察や実験におけ
るカードやノートへの記録・記述の方法に関する指導を行いましたか 93.7 92.1 94.4

（１９）
指導計画の作成に当たっては，教育内容と，教育活動に必要な人的・物的資源等を，
地域等の外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせていますか

95.2 98.5 96.0

（２５）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，学習規律（私語をしない，話をしている
人の方を向いて聞く，聞き手に向かって話をする，授業開始のチャイムを守るなど）の
維持を徹底しましたか

96.8 98.2 97.7

（１７）
教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について，各教科等の教育目標や内容の
相互関連が分かるように作成していますか 92.1 91.1 93.2

（７４） 模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか 95.2 97.1 96.7

（３９）
調査対象学年の児童に対する算数の指導として，前年度までに，実生活における事
象との関連を図った授業を行いましたか 76.2 69.4 78.0

（５０）
調査対象学年の児童に対する理科の授業やその準備において，前年度に，観察実
験補助員が配置されていましたか※配置されていた 12.7 13.1 14.7

（５７）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，授業や課外活動で地域のことを調べ
たり，地域の人と関わったりする機会の設定を行いましたか

84.1 87.2 86.2

（３７）
調査対象学年の児童に対する算数の指導として，前年度までに，補充的な学習の指
導を行いましたか

92.1 92.2 94.3

（５５）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，博物館や科学館，図書館を利用した
授業を行いましたか 46.0 38.9 49.0

（７６）
個々の教員が，自らの専門性を高めていこうとしている教科・領域等を決めており，校
外の教科教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加していますか

84.1 81.8 87.2

（８２）
学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し，学校として組織的に取り組んでい
ますか 95.2 97.7 98.5

（５１）
調査対象学年の児童に対する理科の授業において，前年度に，理科室で児童が観
察や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行いましたか

93.6 96.9 97.4

（４２）
調査対象学年の児童に対する理科の授業において，前年度に，児童の好奇心や意
欲が喚起されるよう，工夫していましたか 92.1 93.0 96.1

（２６）
調査対象学年の児童に対して，前年度に，各教科等で身に付けたことを，様々な課題
の解決に生かすことができるような機会を設けましたか 85.7 85.9 89.7

（２２）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，習得・活用及び探究の学習過程を見
通した指導方法の改善及び工夫をしましたか

88.9 91.4 93.0

（８０）
学校全体の言語活動の実施状況や課題について，全教職員の間で話し合ったり，検
討したりしていますか 88.9 90.8 93.1

（２０） 教育課程の趣旨について，家庭や地域との共有を図る取組を行っていますか 85.7 91.4 90.6

（４７）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，自ら考えた仮説をも
とに観察，実験の計画を立てさせる指導を行いましたか

81.0 82.2 86.5

（８１）
言語活動について，国語科だけではなく，各教科，道徳，外国語活動，総合的な学習
の時間及び特別活動を通じて，学校全体として取り組んでいますか 87.3 90.9 94.2

（２７）
調査対象学年の児童に対して，前年度に，教科等の指導に当たって，地域や社会で
起こっている問題や出来事を学習の題材として取り扱いましたか 77.8 81.0 85.1

（４４）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，発展的な学習の指
導を行いましたか

49.2 39.4 56.5

（５３）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，地域の人材を外部講師として招聘した
授業を行いましたか 76.1 85.9 83.4

（４１）
調査対象学年の児童に対する算数の授業では，前年度までに，教科担任制を実施し
ていましたか

1.6 5.2 9.3

（４５）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，実生活における事
象との関連を図った授業を行いましたか 77.7 72.9 85.7

（３６）
調査対象学年の児童に対して，算数の授業において，前年度に，習熟の早いグルー
プに対して少人数による指導を行い，発展的な内容を扱いましたか※年間の授業のう
ち２分の１以上

15.8 15.7 25.7

（２３）
調査対象学年の児童に対して，前年度までに，将来就きたい仕事や夢について考え
させる指導をしましたか

73.0 81.2 83.3

（５９） 職場見学や職場体験活動を行っていますか※行っている 36.5 32.4 47.5

（７７）
前年度までに，近隣等の中学校と，授業研究を行うなど，合同して研修を行いました
か 57.1 77.0 69.5

（４３）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，補充的な学習の指
導を行いましたか

54.0 52.5 66.5

（４６）
調査対象学年の児童に対する理科の指導として，前年度までに，児童が科学的な体
験や自然体験をする授業を行いましたか 74.6 76.2 88.1

（２１）
前年度までに，近隣等の中学校と，教科の教育課程の接続や，教科に関する共通の
目標設定など，教育課程に関する共通の取組を行いましたか

49.2 70.5 63.1

（３５）
調査対象学年の児童に対して，算数の授業において，前年度に，習熟の遅いグルー
プに対して少人数による指導を行い，習得できるようにしましたか※年間の授業のう
ち２分の１以上

20.6 31.3 35.2

（３２）
平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人た
ちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホームページや学校だより等への掲
載，保護者会等での説明を含む）※よく行った

20.6 35.2 35.7

（５８）
調査対象学年の児童に対して，小学校在籍期間中に，教育課程に位置づけられた自
然の中での集団宿泊活動を行ったことがあるか，または今後行う予定がありますか
（複数回実施した場合は，最も長期のもの）※２泊３日以上行った

20.7 9.2 40.8

県との差 全国との差

-3.3 -0.8 

-1.4 -0.9 

+1.0 -1.1 

+1.6 -0.7 

-10.0 ▼ +10.0 -10.0 ▼ +10.0

-3.1 -2.1 

-0.1 -2.2 

+7.1 -3.0 

-1.9 -1.5 

+6.8 -1.8 

-0.4 -2.0 

-0.9 -4.0 

-0.2 -4.0 

-2.5 -4.1 

+2.3 -3.1 

-2.5 -3.3 

-3.3 -3.8 

-3.6 -6.9 

-3.2 -7.3 

+9.8 -7.3 

-1.9 -4.2 

-5.7 -4.9 

-1.2 -5.5 

+0.1 -9.9 

-8.2 -10.3 

+4.1 -11.0 

-9.8 -7.3 

-3.6 -7.7 

+4.8 -8.0 

-21.3 -13.9 

-10.7 -14.6 

-14.6 -15.1 

-19.9 -12.4 

+1.5 -12.5 

-1.6 -13.5 

+11.5 -20.1 



番号 質　問　事　項 市 県 国

（１２） 調査対象学年の生徒は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思いますか 88.4 87.8 94.6

（１３）
調査対象学年の生徒は，授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組むことが
できていますか 65.4 73.1 80.8

（１５）
指導計画の作成に当たっては，各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校の教育目標を踏
まえた横断的な視点で，その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していますか 76.9 81.4 90.2

（１６）
教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について，各教科等の教育目標や内容の相互関連が
分かるように作成していますか 84.6 82.7 88.7

（１７）
生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき，教育課程を編成し，実施し，評
価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか 69.2 90.4 93.1

（１８）
指導計画の作成に当たっては，教育内容と，教育活動に必要な人的・物的資源等を，地域等の外
部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせていますか 57.7 77.6 84.6

（１９） 教育課程の趣旨について，家庭や地域との共有を図る取組を行っていますか 76.9 88.5 85.2

（２０）
前年度までに，近隣等の小学校と，教科の教育課程の接続や，教科に関する共通の目標設定な
ど，教育課程に関する共通の取組を行いましたか 61.5 77.0 69.2

（２１）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導
方法の改善及び工夫をしましたか 84.6 89.7 92.6

（２２）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導を
しましたか 100.0 100.0 98.6

（２３）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，学級全員で取り組んだり挑戦したりする課題や
テーマを与えましたか 96.1 94.2 95.0

（２４）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，学習規律（私語をしない，話をしている人の方を向
いて聞く，聞き手に向かって話をする，授業開始のチャイムを守るなど）の維持を徹底しましたか 96.1 98.8 98.3

（２５）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，各教科等で身に付けたことを，様々な課題の解決
に生かすことができるような機会を設けましたか 65.4 73.1 83.6

（２６）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，教科等の指導に当たって，地域や社会で起こって
いる問題や出来事を学習の題材として取り扱いましたか 73.1 72.4 81.7

（２７）
調査対象である第３学年の生徒に対する指導において，前年度に，教員が大型提示装置（プロ
ジェクター，電子黒板等）等のＩＣＴを活用した授業を１クラス当たりどの程度行いましたか※週１回
以上

100.0 89.1 74.8

（２８）
調査対象である第３学年の生徒に対する指導において，前年度に，生徒がコンピュータ等のＩＣＴ
を活用する学習活動を１クラス当たりどの程度行いましたか※週１回以上 30.8 31.4 33.5

（２９）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，学校生活の中で，生徒一人一人のよい点や可能
性を見付け評価する（褒めるなど）取組をどの程度行いましたか 100.0 96.8 97.9

（３０）
平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について，調査対象学年・教科だけでは
なく，学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか※よく行った 19.2 30.1 34.3

（３１）
平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人たちに対して
公表や説明を行いましたか（学校のホームページや学校だより等への掲載，保護者会等での説
明を含む）※よく行った

19.2 28.8 33.1

（３２）
全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と併せて分析
し，具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っていますか 100.0 97.4 91.8

（３３）
平成２９年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について，近隣等の小学校と成果や課題を
共有しましたか 61.5 80.8 64.0

（３４）
調査対象学年の生徒に対して，数学の授業において，前年度に，習熟の遅いグループに対して少
人数による指導を行い，習得できるようにしましたか※年間の授業の２分の１以上 7.7 21.8 28.6

（３５）
調査対象学年の生徒に対して，数学の授業において，前年度に，習熟の早いグループに対して少
人数による指導を行い，発展的な内容を扱いましたか※年間の授業の２分の１以上 3.8 18.6 22.9

（３６）
調査対象学年の生徒に対する数学の指導として，前年度までに，補充的な学習の指導を行いまし
たか 84.6 87.2 91.4

（３７）
調査対象学年の生徒に対する数学の指導として，前年度までに，発展的な学習の指導を行いまし
たか 53.9 57.0 66.5

（３８）
調査対象学年の生徒に対する数学の指導として，前年度までに，実生活における事象との関連を
図った授業を行いましたか 61.5 57.7 72.1

（３９）
調査対象学年の生徒に対する数学の指導として，前年度までに，計算問題などの反復練習をす
る授業を行いましたか 100.0 95.6 96.2

（４０）
調査対象学年の生徒に対する理科の授業において，前年度に，生徒の好奇心や意欲が喚起され
るよう，工夫していましたか 100.0 97.4 97.7

（４１）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，補充的な学習の指導を行い
ましたか 80.8 80.8 85.2

（４２）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，発展的な学習の指導を行い
ましたか 57.7 58.3 69.0

（４３）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，実生活における事象との関
連を図った授業を行いましたか 84.6 87.8 90.7

（４４）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，生徒が科学的な体験や自然
体験をする授業を行いましたか 76.9 76.3 82.0

（４５）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，自ら考えた仮説をもとに観
察，実験の計画を立てさせる指導を行いましたか 57.7 69.8 73.0

（４６）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，観察や実験の結果を分析し
解釈する指導を行いましたか 88.4 93.0 94.3

（４７）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，観察や実験のレポートの作
成方法に関する指導を行いましたか 69.2 79.5 81.2

（８）学校質問紙
　　  中学３年生　各質問事項の肯定的な回答の割合（設問順）

-4.6 -5.9 

-10.3 -12.0 

+0.0 -4.4 

-0.6 -11.3 

-3.2 -6.1 

+0.6 -5.1 

-12.1 -15.3 

県との差 全国との差

+0.6 -6.2 

-10.0 ▼ +10.0 -10.0 ▼ +10.0

-21.2 -23.9 

-19.9 -26.9 

-11.6 -8.3 

-7.7 -15.4 

-4.5 -13.3 

+1.9 -4.1 

-15.5 -7.7 

-5.1 -8.0 

+0.0 +1.4

+0.7 -8.6 

+10.9 +25.2

-0.6 -2.7 

+1.9 +1.1

-2.7 -2.2 

-7.7 -18.2 

+2.6 +8.2

-19.3 -2.5 

-14.1 -20.9 

+3.2 +2.1

-10.9 -15.1 

-9.6 -13.9 

+3.8 -10.6 

+4.4 +3.8

+2.6 +2.3

-14.8 -19.1 

-2.6 -6.8 

-3.1 -12.6 



番号 質　問　事　項 市 県 国

（４８）
調査対象学年の生徒に対する理科の授業やその準備において，前年度に，観察実験補助員が
配置されていましたか※配置されていた※配置されていた 0.0 0.0 4.4

（４９）
調査対象学年の生徒に対する理科の授業において，前年度に，理科室で生徒が観察や実験をす
る授業を１クラス当たりどの程度行いましたか 96.1 98.7 97.7

（５０）
学校の教員は，特別支援教育について理解し，前年度までに，調査対象学年の生徒に対する授
業の中で，生徒の特性に応じた指導上の工夫（板書や説明の仕方，教材の工夫など）を行いまし
たか

96.2 96.2 92.2

（５１）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，地域の人材を外部講師として招聘した授業を行い
ましたか 53.9 65.3 70.1

（５２）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，ボランティア等による授業サポート（補助）を行い
ましたか 23.0 36.5 33.0

（５３）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，博物館や科学館，図書館を利用した授業を行いま
したか 23.0 25.7 25.9

（５４）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，地域や社会をよくするために何をすべきかを考え
させるような指導を行いましたか 50.0 60.2 71.6

（５５）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，授業や課外活動で地域のことを調べたり，地域の
人と関わったりする機会の設定を行いましたか 65.4 73.1 79.8

（５６） 職場見学や職場体験活動を行っていますか 100.0 100.0 98.9

（５７）
保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課後支援，学校行事
の運営などの活動に参加していますか 80.8 86.5 90.4

（５８）
地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして，（５７）の質問にあるような保
護者や地域の人との協働による活動を行いましたか 57.7 62.2 60.7

（５９）
（５７）の質問にあるような保護者や地域の人との協働による取組は，学校の教育水準の向上に効
果がありましたか 92.3 91.0 88.6

（６０）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，保護者に対して生徒の家庭学習を促すような働き
かけを行いましたか（国語／数学共通） 92.3 94.8 91.9

（６１）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，家庭学習の課題の与え方について，校内の教職
員で共通理解を図りましたか（国語／数学共通） 76.9 86.5 87.1

（６２）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，調べたり文章を書いたり
してくる宿題を与えましたか（国語／数学共通） 73.0 74.4 73.7

（６３）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，生徒に家庭での学習方法
等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか（国語／数学共通） 84.6 89.1 90.2

（６４）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，数学の指導として，家庭学習の課題（宿題）を与え
ましたか 100.0 100.0 94.5

（６５）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，数学の指導として，生徒に与えた家庭学習の課題
（長期休業期間中の課題を除く）について，評価・指導しましたか 96.2 97.4 94.5

（６６）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導として，前年度までに，家庭学習の課題（宿題）を与え
ましたか 92.3 90.4 76.6

（６７）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導として，前年度までに，長期休業期間中に自由研究な
どの家庭学習の課題を与えましたか 80.8 72.4 81.1

（６８）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導として，前年度までに，生徒に与えた家庭学習の課題
（長期休業の課題除く）について，評価・指導しましたか 92.3 91.0 89.0

（６９）
校長のリーダーシップのもと，研修リーダー等を校内に設け，校内研修の実施計画を整備するな
ど，組織的，継続的な研修を行っていますか 100.0 100.0 98.1

（７０） 学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか 92.3 88.4 88.5

（７１） 模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか 88.4 88.5 90.9

（７２）
教員が，他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加できるようにしています
か 100.0 97.4 95.5

（７３） 教員は，校外の教科教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加していますか 65.4 72.5 82.9

（７４） 前年度までに，近隣等の小学校と，授業研究を行うなど，合同して研修を行いましたか 69.2 83.3 76.5

（７５）
教職員は，校内外の研修や研究会に参加し，その成果を教育活動に積極的に反映させています
か 92.3 91.7 93.9

（７６） 学習指導と学習評価の計画の作成に当たっては，教職員同士が協力し合っていますか 96.1 96.2 95.6

（７７）
学校全体の言語活動の実施状況や課題について，全教職員の間で話し合ったり，検討したりして
いますか 80.8 73.7 86.0

（７８）
言語活動について，国語科だけではなく，各教科，道徳，総合的な学習の時間及び特別活動を通
じて，学校全体として取り組んでいますか 80.7 84.7 90.7

（７９） 学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し，学校として組織的に取り組んでいますか 92.3 96.1 96.9

（８０） 学校として業務改善に取り組んでいますか 100.0 98.7 96.8

（８１） 校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか 76.9 78.8 85.4 -1.9 -8.5 

-0.1 +0.5

+7.1 -5.2 

-4.0 -10.0 

-3.8 -4.6 

+1.3 +3.2

-0.1 -2.5 

+2.6 +4.5

-7.1 -17.5 

-14.1 -7.3 

+0.6 -1.6 

+1.9 +15.7

+8.4 -0.3 

+1.3 +3.3

+0.0 +1.9

+3.9 +3.8

-9.6 -10.2 

-1.4 -0.7 

-4.5 -5.6 

+0.0 +5.5

-1.2 +1.7

+0.0 +1.1

-5.7 -9.6 

-4.5 -3.0 

+1.3 +3.7

-2.5 +0.4

-11.4 -16.2 

-13.5 -10.0 

-2.7 -2.9 

-10.2 -21.6 

-7.7 -14.4 

+0.0 -4.4 

-2.6 -1.6 

+0.0 +4.0

-10.0 ▼ +10.0 -10.0 ▼ +10.0

県との差 全国との差



番号 質　問　事　項 市 県 国

（２７）
調査対象である第３学年の生徒に対する指導において，前年度に，教員が大型提示装
置（プロジェクター，電子黒板等）等のＩＣＴを活用した授業を１クラス当たりどの程度行い
ましたか※週１回以上

100.0 89.1 74.8

（６６）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導として，前年度までに，家庭学習の課題（宿
題）を与えましたか 92.3 90.4 76.6

（３２）
全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と併
せて分析し，具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っていますか 100.0 97.4 91.8

（６４）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，数学の指導として，家庭学習の課題（宿
題）を与えましたか 100.0 100.0 94.5

（７２）
教員が，他校や外部の研修機関などの学校外での研修に積極的に参加できるようにし
ていますか 100.0 97.4 95.5

（５０）
学校の教員は，特別支援教育について理解し，前年度までに，調査対象学年の生徒に
対する授業の中で，生徒の特性に応じた指導上の工夫（板書や説明の仕方，教材の工
夫など）を行いましたか

96.2 96.2 92.2

（３９）
調査対象学年の生徒に対する数学の指導として，前年度までに，計算問題などの反復
練習をする授業を行いましたか 100.0 95.6 96.2

（７０） 学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか 92.3 88.4 88.5

（５９）
（５７）の質問にあるような保護者や地域の人との協働による取組は，学校の教育水準
の向上に効果がありましたか 92.3 91.0 88.6

（６８）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導として，前年度までに，生徒に与えた家庭学
習の課題（長期休業の課題除く）について，評価・指導しましたか 92.3 91.0 89.0

（８０） 学校として業務改善に取り組んでいますか 100.0 98.7 96.8

（４０）
調査対象学年の生徒に対する理科の授業において，前年度に，生徒の好奇心や意欲
が喚起されるよう，工夫していましたか 100.0 97.4 97.7

（２９）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，学校生活の中で，生徒一人一人のよい
点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組をどの程度行いましたか 100.0 96.8 97.9

（６９）
校長のリーダーシップのもと，研修リーダー等を校内に設け，校内研修の実施計画を整
備するなど，組織的，継続的な研修を行っていますか 100.0 100.0 98.1

（６５）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，数学の指導として，生徒に与えた家庭
学習の課題（長期休業期間中の課題を除く）について，評価・指導しましたか 96.2 97.4 94.5

（２２）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，将来就きたい仕事や夢について考えさ
せる指導をしましたか 100.0 100.0 98.6

（２３）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，学級全員で取り組んだり挑戦したりする
課題やテーマを与えましたか 96.1 94.2 95.0

（５６） 職場見学や職場体験活動を行っていますか 100.0 100.0 98.9

（７６） 学習指導と学習評価の計画の作成に当たっては，教職員同士が協力し合っていますか 96.1 96.2 95.6

（６０）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，保護者に対して生徒の家庭学習を促す
ような働きかけを行いましたか（国語／数学共通） 92.3 94.8 91.9

（６７）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導として，前年度までに，長期休業期間中に自
由研究などの家庭学習の課題を与えましたか 80.8 72.4 81.1

（６２）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，調べたり文章を
書いたりしてくる宿題を与えましたか（国語／数学共通） 73.0 74.4 73.7

（７５）
教職員は，校内外の研修や研究会に参加し，その成果を教育活動に積極的に反映さ
せていますか 92.3 91.7 93.9

（４９）
調査対象学年の生徒に対する理科の授業において，前年度に，理科室で生徒が観察
や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行いましたか 96.1 98.7 97.7

（２４）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，学習規律（私語をしない，話をしている
人の方を向いて聞く，聞き手に向かって話をする，授業開始のチャイムを守るなど）の維
持を徹底しましたか

96.1 98.8 98.3

（３３）
平成２９年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について，近隣等の小学校と成果
や課題を共有しましたか 61.5 80.8 64.0

（７１） 模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか 88.4 88.5 90.9

（２８）
調査対象である第３学年の生徒に対する指導において，前年度に，生徒がコンピュータ
等のＩＣＴを活用する学習活動を１クラス当たりどの程度行いましたか※週１回以上 30.8 31.4 33.5

（５３）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，博物館や科学館，図書館を利用した授
業を行いましたか 23.0 25.7 25.9

（５８）
地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして，（５７）の質問にあ
るような保護者や地域の人との協働による活動を行いましたか 57.7 62.2 60.7

（１６）
教育課程表（全体計画や年間指導計画等）について，各教科等の教育目標や内容の相
互関連が分かるように作成していますか 84.6 82.7 88.7

（４１）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，補充的な学習の指
導を行いましたか 80.8 80.8 85.2

（４８）
調査対象学年の生徒に対する理科の授業やその準備において，前年度に，観察実験
補助員が配置されていましたか※配置されていた※配置されていた 0.0 0.0 4.4

（７９）
学級運営の状況や課題を全教職員の間で共有し，学校として組織的に取り組んでいま
すか 92.3 96.1 96.9

（４４）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，生徒が科学的な体
験や自然体験をする授業を行いましたか 76.9 76.3 82.0

（９）学校質問紙
　　　中学３年生　各質問事項の肯定的な回答の割合（全国差順）

+0.0 -4.4 

-3.8 -4.6 

+0.0 -4.4 

-2.7 -2.9 

-4.5 -3.0 

+1.9 -4.1 

+0.6 -5.1 

-19.3 -2.5 

-0.1 -2.5 

-0.6 -2.7 

+0.6 -1.6 

-2.6 -1.6 

-2.7 -2.2 

-2.5 +0.4

+8.4 -0.3 

-1.4 -0.7 

+1.9 +1.1

+0.0 +1.1

-0.1 +0.5

+0.0 +1.9

-1.2 +1.7

+0.0 +1.4

+1.3 +3.2

+2.6 +2.3

+3.2 +2.1

+3.9 +3.8

+1.3 +3.7

+1.3 +3.3

+2.6 +4.5

+0.0 +4.0

+4.4 +3.8

+1.9 +15.7

+2.6 +8.2

+0.0 +5.5

県との差 全国との差

-10.0 ▼ +10.0 -10.0 ▼ +10.0

+10.9 +25.2



番号 質　問　事　項 市 県 国

（７７）
学校全体の言語活動の実施状況や課題について，全教職員の間で話し合ったり，検討
したりしていますか 80.8 73.7 86.0

（６３）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，生徒に家庭で
の学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか（国語／数学共通） 84.6 89.1 90.2

（４６）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，観察や実験の結
果を分析し解釈する指導を行いましたか 88.4 93.0 94.3

（４３）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，実生活における事
象との関連を図った授業を行いましたか 84.6 87.8 90.7

（１２） 調査対象学年の生徒は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思いますか 88.4 87.8 94.6

（３６）
調査対象学年の生徒に対する数学の指導として，前年度までに，補充的な学習の指導
を行いましたか 84.6 87.2 91.4

（７４） 前年度までに，近隣等の小学校と，授業研究を行うなど，合同して研修を行いましたか 69.2 83.3 76.5

（２０）
前年度までに，近隣等の小学校と，教科の教育課程の接続や，教科に関する共通の目
標設定など，教育課程に関する共通の取組を行いましたか 61.5 77.0 69.2

（２１）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，習得・活用及び探究の学習過程を見通
した指導方法の改善及び工夫をしましたか 84.6 89.7 92.6

（１９） 教育課程の趣旨について，家庭や地域との共有を図る取組を行っていますか 76.9 88.5 85.2

（８１） 校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか 76.9 78.8 85.4

（２６）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，教科等の指導に当たって，地域や社会
で起こっている問題や出来事を学習の題材として取り扱いましたか 73.1 72.4 81.7

（５７）
保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課後支援，
学校行事の運営などの活動に参加していますか 80.8 86.5 90.4

（７８）
言語活動について，国語科だけではなく，各教科，道徳，総合的な学習の時間及び特
別活動を通じて，学校全体として取り組んでいますか 80.7 84.7 90.7

（５２）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，ボランティア等による授業サポート（補
助）を行いましたか 23.0 36.5 33.0

（６１）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，家庭学習の課題の与え方について，校
内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／数学共通） 76.9 86.5 87.1

（３８）
調査対象学年の生徒に対する数学の指導として，前年度までに，実生活における事象
との関連を図った授業を行いましたか 61.5 57.7 72.1

（４２）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，発展的な学習の指
導を行いましたか 57.7 58.3 69.0

（４７）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，観察や実験のレ
ポートの作成方法に関する指導を行いましたか 69.2 79.5 81.2

（３７）
調査対象学年の生徒に対する数学の指導として，前年度までに，発展的な学習の指導
を行いましたか 53.9 57.0 66.5

（１５）
指導計画の作成に当たっては，各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校の教
育目標を踏まえた横断的な視点で，その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に
配列していますか

76.9 81.4 90.2

（３１）
平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人たち
に対して公表や説明を行いましたか（学校のホームページや学校だより等への掲載，保
護者会等での説明を含む）※よく行った

19.2 28.8 33.1

（５５）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，授業や課外活動で地域のことを調べた
り，地域の人と関わったりする機会の設定を行いましたか 65.4 73.1 79.8

（３０）
平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について，調査対象学年・教
科だけではなく，学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか※よく行った 19.2 30.1 34.3

（４５）
調査対象学年の生徒に対する理科の指導に関して，前年度までに，自ら考えた仮説を
もとに観察，実験の計画を立てさせる指導を行いましたか 57.7 69.8 73.0

（１３）
調査対象学年の生徒は，授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り
組むことができていますか 65.4 73.1 80.8

（５１）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，地域の人材を外部講師として招聘した
授業を行いましたか 53.9 65.3 70.1

（７３） 教員は，校外の教科教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加していますか 65.4 72.5 82.9

（２５）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，各教科等で身に付けたことを，様々な課
題の解決に生かすことができるような機会を設けましたか 65.4 73.1 83.6

（３５）
調査対象学年の生徒に対して，数学の授業において，前年度に，習熟の早いグループ
に対して少人数による指導を行い，発展的な内容を扱いましたか※年間の授業の２分
の１以上

3.8 18.6 22.9

（３４）
調査対象学年の生徒に対して，数学の授業において，前年度に，習熟の遅いグループ
に対して少人数による指導を行い，習得できるようにしましたか※年間の授業の２分の
１以上

7.7 21.8 28.6

（５４）
調査対象学年の生徒に対して，前年度までに，地域や社会をよくするために何をすべき
かを考えさせるような指導を行いましたか 50.0 60.2 71.6

（１７）
生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき，教育課程を編成し，
実施し，評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか 69.2 90.4 93.1

（１８）
指導計画の作成に当たっては，教育内容と，教育活動に必要な人的・物的資源等を，
地域等の外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせていますか 57.7 77.6 84.6
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（１） 学力調査の結果から【○成果 ●課題】（Ｐ１５～Ｐ４０参照） 

 

◇小学校国語について（Ｐ１５・Ｐ１６・Ｐ２１・Ｐ２２参照） 

○国語Ａでは，全８題のうち５題で全国平均を上回り，全体でも全国平均を０．

５ポイント上回った。全国平均を上回った設問【１，３，６】から，小学４

年生での指導内容である相手や目的に応じて適切に話したり読んだりする力

の定着がみられる。日常生活に生きて働く力の育成を目指した授業展開の成果

と考えられる。 

○国語Ｂは全国平均を０．１ポイント下回ったが，条件に従って自分の考えを書

く設問は，３問中２問で全国平均を上回った。その中には全国平均を２．９ポ

イント上回っている設問もあり，継続指導の成果が見られる。 

○文の中で漢字を使う設問は全５題のうち４題で全国平均を上回った。その内２

題は２．２ポイント以上全国平均を上回った。漢字の小テスト等普段からの地

道な取組の成果と考えられる。 

●国語Ａでは，主語と述語に注意して文を書き直す設問【５】（第３学年及び第

４学年の指導内容）が全国平均を２．５ポイント下回っている。また，物語を

書くときの構成の工夫を選択する設問【２】（第５学年及び第６学年の指導内

容）においても，全国平均を０．７ポイント下回った。全国平均を下回った設

問は「言葉の特徴やきまりに関する事項」であり，修飾と被修飾との関係等の

文の構成や日常によく使われる敬語の使い方等の継続的な指導が必要である

ことが分かる。 

●国語Ｂでは，目的や意図に応じた文章全体の構成を問う選択の設問【２一】で

全国平均を２．７ポイント下回った。自分の考えを明確に表現するために，文

章全体の構成の効果を考えて書く時間を設定し，継続的に指導する必要がある。 

●文の中で適切な漢字を使う設問では，積極的の「積」と同じ漢字を選ぶ設問が，

全国平均を０.３ポイント下回った。全国平均を大きく下回ってはいないが，

「セキ任」に「積」を選ぶ誤答が多く，市平均が５１．１ポイントと低くなっ

ている。書かれている内容や文の意味を理解し，該当学年に配当されている漢

字を文章の中で適切に使用する学習を継続的に行うことが必要と考える。 

 

◇小学校算数について（Ｐ１７・Ｐ１８・Ｐ２３・Ｐ２４参照） 

○算数Ａでは，全１４題のうち６題で全国平均を上回っている。  

○本市の課題であった分度器を開いて１８０度よりも大きい角の大きさを求め

る設問【５（２）】では，全国平均を１．０ポイント上回った。分度器を使う

指導を丁寧に行っている成果であると考えられる。 

○算数Ｂでは，順列の規則性を解釈し，条件に合うものを判断する設問【５（２）】

で全国平均を０．２ポイント上回った。問題場面における数量などを解釈して，

関連付けて論理的に考察することができている。 

●算数Ａでは，直径と円周の長さの関係を問う設問【７（２）】において，全国

平均を６．８ポイント下回った。また，小数で表された数量関係を問う設問【１

（１）】では，全国平均を５．７ポイント下回った。視覚的に捉えにくい数量

関係について理解が不十分であると思われる。  

●算数Ｂでは，合同な三角形で敷き詰められた模様の中に，条件に合う図形を見

出す設問【１（１）】で，全国平均を６.５ポイント下回った。日常生活の事象

を図形の構成要素や性質をもとに観察し，図形を判断したり，事柄が成り立つ

ことを論理的に考察したりすることに課題がある。 

 

 



◇小学校理科について（Ｐ１９・Ｐ２５参照） 

○前回（Ｈ２７）全国平均と比べて２．７ポイントの差があったが，今回は０．

２ポイントの差となっており，差が縮まっている。１６問中，８問で全国平均

を上回っている。 

○乾電池のつなぎ方を変えると電流の向きが変わることを実際の回路に適用で

きるかどうかをみる設問【３（１）】では，正答率６６．５ポイントとなって

おり，全国平均を３．０ポイント上回っている。みのむしクリップの色の違い

まで見極めることができており，実験などで回路を組み立てる経験がしっかり

できているものと思われる。 

●設問【４（３）】は，物を水に溶かしても全体の重さは変わらないことについ

て，食塩を溶かして体積が増えた食塩水に適用できるかどうかをみる設問であ

る。正答率３７．１ポイントとなっており，全国平均を５．６ポイント下回っ

ている。結晶が水に溶ける様子を観察させるときに，「見えなくなる」ことか

ら，児童は視覚的に納得することができない。はかりの上で実験を行う等して

定量的な変化を捉えさせる必要がある。それと同時に，見えない世界を絵や図

などを使ってモデル化して表現させるなどして，質的な見方を働かせる場面を

授業の中で展開させたい。定量的な変化は濃度につながり，倉敷市の児童が苦

手としている算数の割合の学習にも通じるところなので，確実に理解させたい。 

 

◇中学校国語について（Ｐ２７～Ｐ２９・Ｐ３７～Ｐ３９参照） 

〇国語Ａにおいて，行書を理解しているかどうかをみる設問では，Ｈ２９は全国

平均を６.２ポイント下回っていたが，Ｈ３０は同様の設問【８五】で２.９ポ

イント下回っており，全国平均との差が縮まった。引き続き書写の指導を適切

に行っていく必要がある。 

〇国語Ａにおいて，教科書で学習した古典の文章に係る設問【８六（１）（２）

（３）】では，全国平均を上回る設問もあった。 

●Ｈ３０の市の平均正答率について全国平均と比較すると，国語Ａは１．９ポイ

ント，国語Ｂは３．８ポイント下回っており，Ｈ２９（国語Ａ－０.３ポイン

ト，国語Ｂは－２．０）の結果と比べて全国平均との差が広がった。 

●国語Ａにおいて，特に全国平均との差が大きい設問【８四２】では，本市の正

答率は１５.３％で，全国平均を７.０ポイント下回った。「心打たれた。」を文

末に用いた一文を，主語を明らかにし，「誰（何）」の「どのようなこと」に「心

打たれた」のかが分かるように書くという設問で，主語を明確にしていない解

答が６８.３ポイントとなっている。主語を明確にするという課題が改めて浮

き彫りになるとともに，普段の授業においても，教師が生徒に対して主述の関

係が明確な文章を書くよう指導することが大切である。 

●国語Ｂでは，相手に的確に伝わるように，話のあらすじを捉えて書くこと設問

【３三】に課題が見られ，全国平均と比べて５.９ポイント下回っていた。本

市では，書くことに例年課題があり，無解答率も１７.４％と全国平均（１２.

４％）より高い。 

 

◇中学校数学について（Ｐ３１～Ｐ３３・Ｐ４１～Ｐ４３参照） 

○数学Ａでは，全国平均を上回る設問が８問であり，Ｈ２９の１２問から減少し

たが，絶対値に関する設問で，全国平均を１５ポイント上回っている。関数に

関する設問でも全国平均を３ポイント以上上回っているものが２問あり，関数

に関する設問の８問中３問が全国平均を上回っている。 

●数学Ａでは，全国平均を５ポイント以上下回る設問数が，Ｈ２９は２問あった

が，Ｈ３０は９問増えている。資料の活用以外の領域において，基本的な内容



の定着に課題が見られる。 

●数学Ａでは，Ｈ２９に引き続いて図形領域に課題がある。図形は，１２問すべ

ての設問で全国平均を下回っている。各校において苦手とする領域として捉え，

指導法の見直しと，適切な時期に適切な復習に継続して取り組む必要がある。 

●数学Ｂにおいて，設問【４（１）（２）（３）】の３問は，平行四辺形に関する

証明問題であるが，３問すべて全国平均を６ポイント以上下回っていた。証明

を振り返り，新たな性質を見いだすこと，発展的に考えて証明すること，発展

的に考え，新たに見出した事柄を説明することに課題がある。 

 

 

◇中学校理科について（Ｐ３５・Ｐ３６・Ｐ４５・Ｐ４６参照） 

○設問【５（１）】は，動物の生活と生物の変遷で，神経系の働きについての知

識についての設問である。正答率６８.７ポイント（全国平均５７.２ポイント）

となっており，全国平均を１１.５ポイント上回っている。神経系の働きにつ

いて，目が捉えた信号を脳・脊髄に至る間にどの神経を経由するかを問う内容

で，全国平均よりも高い正答率となっている。科学用語の知識は高いことがう

かがえる。 

●全２７問中２５問で全国平均を下回っている。その中で５ポイント以上下回っ

ている設問が４問ある。 

●設問【８（３）】は，化学変化の原子・分子の探究の過程を振り返り，新たな

疑問をもち問題を見いだし探究を深めようとする設問である。正答が，６６.

５ポイント（全国平均７４.０ポイント）となっており，全国平均を７.５ポイ

ント下回っている。同じ大問の（１）アルミニウムの原子記号，(２)グラフか

ら熱の出入りを見いだすことを指摘する設問では，全国平均を２．３ポイント

下回っている。（３）新たな問題を見いだすことについては，７.５ポイント下

回っている。これは，日頃から知識の習得を中心とした授業を受けていること

が要因の一つと考えられる。 

 

（２）児童生徒質問紙の結果から【○成果 ●課題】（Ｐ５７～Ｐ６４参照） 

 

◇自己意識と自己肯定感について 

 ○小中（５）「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか」

小中（６）「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の二つの項目（Ｐ５

７・Ｐ５９・Ｐ６１・Ｐ６３）については，小学校・中学校とも９５％以上が，

肯定的な回答をしている。規範意識が高く，友達との関係や友達の役に立つこ

とを真剣に考えていることがうかがえる。 

 ○小中（１）「自分にはよいところがあると思いますか」（Ｐ５５・Ｐ５７・Ｐ６

０・Ｐ６１・Ｐ６３）という自尊感情に関する項目については，肯定的な回答

をした児童生徒の割合が高い。肯定的な回答が年々少しずつではあるが増えて

いる。（【小学校】Ｈ２７：７６.４，Ｈ２８：７６.６,Ｈ２９：７７.７,Ｈ３

０：８３.３【中学校】Ｈ２７：６８.７，Ｈ２８：７１.０,Ｈ２９：７１.７,

Ｈ３０：７９.９） 

  

◇家庭での学習・生活について 

○小中（１８）「家の人と学校の出来事について話しますか」（Ｐ５７・Ｐ５９・

Ｐ６１・Ｐ６３）という項目では，小中学校ともに全国平均を上回っており，

家族と学校のことについてよく話題にしていることがうかがえる。家庭での会

話が活発に行われていることを表しており，これは，例年と同じような好まし



い傾向となっている。 

○●小中（１４）「学校の授業時間以外に，普段，１日当たりどれくらいの時間

勉強をしますか」（Ｐ５２・Ｐ５７・Ｐ５９・Ｐ６１・Ｐ６４）という項目に

おいて，小学校では，平日に１時間以上の学習をしている児童の割合は，全国

平均と比較して高くなっている（＋６.４）。この項目は，すべての項目の中で

最も全国平均を上回っている。しかし，中学校では，全国平均と比較して１１.

９ポイント下回っている。この項目は，全国平均と比較して，すべての項目の

中で二番目に低くなっている。小学校と中学校で対照的な結果となっている。 

   ●小中（２０）「今住んでいる地域の行事に参加しているか。」（Ｐ５７・Ｐ６０・

Ｐ６１・Ｐ６４）という項目では，小学校，中学校ともに全国平均と比べて，

７％以上下回っている。【小学校】－１１.５ポイント【中学校】－７.３ポイ

ント 

（３）学校質問紙の結果から【○成果 ●課題】（Ｐ６５～Ｐ７２参照） 

◇学校の学習への取組について 

 ○●小（１８）中（１７）「児童（生徒）の姿や地域の現状等に関する調査や各

種データに基づき，教育課程を編成し，実施し，評価して改善を図る一連のＰ

ＤＣＡサイクルを確立していますか」（Ｐ６５・Ｐ６７・Ｐ６９・Ｐ７２）と

いう項目において，小学校においては，９５．２％となっており，全国平均を

０．２％上回っている。しかし，中学校では，６９．２％となっており，全国

平均を２３．９％下回っている。この項目は，全国平均と比較して，生徒質問

紙すべての項目の中で二番目に低くなっている。 

○●小（３１）中（３０）「平成２９年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結

果について，調査対象学年・教科だけでなく,学校全体で教育活動を改善する

ために活用しましたか」（Ｐ６５・Ｐ６７・Ｐ６９・Ｐ７２）という項目にお

いて，肯定的な回答は，小学校は，４６．０％で，全国平均を３．３％上回っ

ている。しかし，中学校においては，１９．２％であり，全国平均を１５．１％

下回っている。学校全体の課題として捉えられていない現状が浮き彫りになっ

ている。学校や教員の意識改革が求められる。 

  

 

  ◇研修会への参加・教育課程の取組について 

   ●小（７６）「個々の教員が，自らの専門性を高めていこうとしている教科・領

域を決めており，校外の教科教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加し

ていますか」（Ｐ６６・Ｐ６８），中（７５）「教員は，校外の教科教育に関す

る研究会等に定期的・継続的に参加していますか」（Ｐ７０・Ｐ７２）という

項目において，小学校，中学校とも全国平均を下回っている。小学校は，８４.

１％で全国平均を３.１％下回っている。中学校は６５.４％で全国平均を１７.

５％下回っている。積極的な教科教育の研修への参加とともに，教員が研究会

等に行きやすい環境整備が大切である。 

●小（７７）中（７４）「前年度までに，近隣などの中学校（小学校）と，授業

研究を行うなど，合同して教科の教育課程の接続や，教科に関する共通の目標

設定など，教育課程に関する共通の取組を行いましたか」（Ｐ６６・Ｐ７０）

という項目において，肯定的な回答は，小学校では，５７．１％で，全国平均

を１２．４％下回っている。中学校においても，６９.２％となっており，全

国平均を７.３％下回っている。 

 

 



（４）考察 

   

◇小学校の国語では，国語Ａ・国語Ｂを合計すると，全国平均を上回っている。

どの設問もほぼ全国平均に近い値となっており，「聞くこと・話すこと」「書く

こと」「読むこと」のすべての領域においてバランスよく力が身に付いている

ことがよく分かる。例えば「読むこと」において，情景描写について問う設問

があったが，「場面についての描写を捉える」等といった学習指導要領に記載

された国語科で身に付けなければならない力をしっかり見極め，授業の中で子

どもたちに指導していくことが大切である。普段の授業において，それが丁寧

に指導できている成果と考える。また，言語事項では，昨年度，漢字が６問中

４問全国平均を下回っていたが，本年度は全国平均を５問中４問上回っている。

今年度から，出題傾向が変わり，より様々な熟語を書く力が求められている。

Ｈ２９より始めた「基礎・基本定着モデル事業」の成果を検証していきながら，

書かれている内容や意味を理解し，文の中で漢字を正しく使う力が求められて

いる。  

 

◇小学校の算数Ａでは，直径と円周の長さの関係を問う設問【７（２）】や，小

数で表された数量関係を問う設問【１（１）】で，全国平均より５ポイント以

上下回っている。視覚的に捉えにくい数量関係について理解が不十分であると

思われる。岡山県学力・学習状況調査の生活行動・学習活動調査においても「文

章問題は，式や図に置きかえて考えている」という項目で，行っている層の方

が高い正答率であった。線分図に自分で線や数値を書き込んだり，直径が１㎝

の場合と２㎝の場合を図に描いたりすることで，問題をより的確に捉え,正確

に答えることができると思われる。普段からの授業においても，このように自

立解決に向けて問題を読んだらノートに線分図に表したり，図を書き込んだり

するような習慣を身に付けさせたい。 

 

◇小学校理科においては，誤った予想を立てた児童の考えを紹介し，「○○さん

の予想が正しければ」どのような結果になるかをという，新しい傾向の設問【２

（２）・３（２）】が複数見られた。理科の実験が児童の予想通りに進む場合は

あまり問題ないが，予想通りに進まない場合もあると思われる。そのような場

合に，教師がすぐに正解を伝えるのではなく，「なぜ予想と違ったのか」児童

自身に考えさせる場面を教師が設定することが必要である。また，実験がうま

くいかなかった場合も，なぜそのような結果となったのかを普段の授業で児童

に考えさせるよう研修会を通して周知を図りたい。 

 

◇中学校国語においては，ほとんどの設問で全国平均を下回っている。特に本市

では「書くこと」に例年課題が見られる。普段の授業において，自分の考えを

明確にして書く時間を適宜設定し，書いたものを推敲したり交流したりする際

に，文章を複数の観点（条件）から見直す等，観点（条件）を示して指導する

ことが必要である。また，自分の考えを論理的に書く力を身に付けさせるため

には，すべての教科で自分の考えを書く指導を行うことについて，研修等を通

して徹底させたい。 

 

◇中学校数学においては，「図形」と「関数」がここ数年課題となっている。し

かし，なかなか改善が見られない領域である。授業改革推進リーダー・推進員，

指導主事等を構成員として「授業実践モデル」を作成し，各学校に周知して理

解の補強と定着を図る必要がある。 



 

◇中学校理科においては，科学的な知識は定着している。しかし，児童生徒質問

紙から分かるように，実験をする頻度が低いことがうかがえる。また，実験を

してそこで分かったことや自分で理解したことを他人に説明することに課題

が見られる。例えば，電気分野の設問【６（１）（２）（３）】は，全国平均と

比べて４～６ポイント程度低い問題が多い。このことから，実験を行うことは

もちろんのこと，データ処理の経験を授業中に行い，確実に理解させるととも

に，その結果について，生徒が説明できる力を身に付けることが必要であるこ

とが分かる。また，記述式の【８（３）・９（２）】は，全国平均を５～７ポ

イント程度下回っている。授業の中で，科学的に説明する文章を生徒が書き，

それを交流することが必要である。科学的説明について，教師が正解を示し暗

記させるような手法ではこれらの課題は解決できない。 

 

◇本年度より倉敷市では，新しい学習支援ソフトを導入した。教師が授業や家庭

学習に使用するプリントを出力したり，児童生徒が家庭でプリントを出力した

りすることも可能である。全国学力・学習状況調査や，岡山県学力・学習状況

調査の類題を作成する機能もあり，本年度の調査で課題となった設問について

類題を作成し，学校に配布し，児童生徒が解くことを行う予定である。 

 

◇全国学力・学習状況調査及び岡山県学力・学習状況調査の結果を受けての課題

と今後の対策について，校長研修会，副校長教頭研修会で周知を図りたい。ま

た，学力・学習状況調査で，明らかになった課題について，市教委が講師とな

って学校を訪問し，授業改善に関する校内研修会を行う予定である。その際に，

課題がある問題の類題を学習支援ソフトで作成する方法についての実技研修

会も併せて行いたい。本学習支援ソフトは，家庭学習でも児童生徒が活用でき

ることから，その使用方法や注意点等も教員に指導する。 

 

◇「学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間

勉強しますか。（学習塾や家庭教師含む）」という項目では，中学校において，

１０％以上全国平均を下回っている。また，それに加えて，「課題の与え方に

ついての教職員の共通理解や，家庭での学習方法を具体例を挙げながら教え

る」という項目が中学校において全国平均と比べて下回る傾向となっている。

家庭学習の質と量の両面においての改善が急務である。 

 

◇例年配布している「春休みの課題」の内容を大幅に入れ替える予定である。今

まで以上に学力調査で課題があった内容を盛り込むよう，内容を精査して倉敷

市の児童生徒の課題を克服できるようなものにしたい。 

 

◇８月末には「学力・学習状況調査改善プラン」を各校が提出しているが，課題

の解消には，改善すべきことを明らかにした上で，期限を決めて，どのような

方策で取り組むのかが大切になってくる。各校でしっかり話し合いをして，教

職員が一体となって「学力・学習状況調査改善プラン」に基づいた実践をする

ことが大切である。 
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